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「牧まき村むら先輩」

　僕が所属する文化祭実行委員会──通称文ぶん実じつでの作業が終わり、六月の暑さもあって軽く汗を拭っていると、後ろから声をかけられた。

　僕を牧村先輩と呼ぶのは一学年下の君きみ岡おか美み園そのただ一人。もちろんそれを抜きにしても、彼女の声を聞き間違えることはあり得ない。落ち着いた品のある話し方、可か愛わいらしい声がとても心地良く耳に響く。

「今日はよろしくお願いします」

　振り返った僕にやわらかく笑いかけてくれた少し小柄な後輩が、相変わらずの綺き麗れいな姿勢で丁寧に頭を下げた。

「むしろこちらこそよろしく。夕食、楽しみにしてたよ」

「私も、とっても楽しみにしていました。ご期待に添えるように頑張ります」

　はにかんだ美園が胸元で両こぶしをきゅっと握り、可愛らしいガッツポーズを見せる。彼女のとんでもなく整った外見でこういうことをされると、それだけで心臓の鼓動が早くなる。

「それで。明日の朝食もご用意したいと思いますので、ご迷惑でなければお泊まりさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「え？　迷惑なんてことはないけど……どういうこと？」

「そのままの意味ですよ？」

　約束は今日の夕食だけだったはずなのに、尋ねた僕に対して首を傾かしげ、美園はダークブラウンの髪を揺らした。

「お風ふ呂ろは済ませておくので心配しないでください。四時に荷物を持って伺いますので、それから一緒にお買い物をしましょう。それでは、準備がありますので、お先に失礼します」

「あ、おい美園」

　言葉自体の意味はもちろん分かるが、発言の意味は全くわからなかった。だから、美園にしては珍しいが、冗談なのだろう。




　この時はそう思った。後から考えてみればきっと、そう思わずにはいられなかったのではないだろうか。

　美園を初めて見たのは四月。あの時は夕食を作ってもらえるなんて考えもしなかったのだから。泊まっていくなんて、ある訳が無いと。





◇　◇　◇






　大学生活二度目の四月。僕が所属する文実でも新入生を迎える季節がやって来た。

　先輩として上手うまくやれるだろうかという不安はあるが、もちろん新入生への期待もある。ただ結局、消極的な自分は後輩たちと最低限程度の絡からみしかしないのだろう。

「お。見ろマキ。あの子いるじゃん」

　今日はその文実の第二回全体会議の日。会場となる教室で隣に座った同期の実松サネが、そう口にしながら僕の肩をつついた。

「ああ、いるな」

　サネが言う少し遠くの「あの子」の方に視線をやる。肩まで伸びたダークブラウンの髪を毛先だけほんの少し内側に巻いた、可愛らしい髪形をした新入生の女子がそこにいた。

「名前なんだっけ？」

「君岡美園さん、だろ」

　一度も話したことは無いが、何度も名前を聞いた。

「ああそうだ。よく覚えてたな。って、あれだけ可愛けりゃマキの耳にも入るくらい話題になるわな」

「友達いない奴やつみたいに言うなよ」

　確かに多くはないけど。

「まあしかし、凄すごいな。大学内でもあのレベルは見た記憶ねーな」

「だな」

　細く綺麗なラインを描いた眉の下には、長いまつ毛とくっきりとした二重まぶた。それが大きくつぶらな瞳をより際きわ立だたせる。

　高く通った鼻筋もそうだが、頰から顎のラインにかけてもすっきりとした印象を受けるのに、そこに女性らしいやわらかな曲線も違和感無く同居させているのが不思議でならない。

　白磁のような肌に温かな彩いろどりを加える唇も、厚過ぎず薄過ぎず、ちょうど良いバランスで綺麗だと思う。

　身長は多分平均に少し満たない程度だとは思うが、華きゃ奢しゃな体格のせいかもう少し小柄に感じる。その辺りも、愛らしい顔立ちと相まって君岡さんを更に可愛く見せているような気がする。

「しかも胸がデカい」

「やめろ。そういうこと言うのは」

　一応サネも声を小さくはしていたし、清せい楚そなワンピースの胸元は確かに目立つと思っていたが、それでもである。そんな僕に対し誤魔化すように笑ったサネは、その後少し残念そうに息を吐いた。

「あれで年上ならなあ」

「相変わらずだな、お前は」

「こればっかりはな。で、お前はあの子どう思うんだ？」

「ん？　そりゃ凄い可愛いと思うよ」

　僕でなくともほぼ全ての人間がそう思うだろうけど。だがサネはわざとらしく肩を竦すくめ、これまたわざとらしく人差し指を振る。ウザいな。

「そうじゃなくて、付き合いたいとか、彼女にしたいとか、そういうのだ」

「同じ意味じゃないか……だけどそうだな」

　確かにあれだけ可愛い子は見たことが無い。視線を向ければ奪われてしまうほどに。ただ、サネの言うような感情を抱くかと問われれば──

「別に、そういうのは無いな。話したことも無い子とどうこうってのは、考えようが無い。それに今後にしたって関わることも無いだろうしな」

　彼女が文実を辞めてしまう可能性だってあるし、そうでなくても文実は一、二年生のみではあるが総勢約百人になる集団なのだ。恋人どうこう以前に、話すことすら無いままこの一年が過ぎるだろう。

　そう思った僕に、友人は呆あきれたような視線を向けていた。




　しかし数十分後。

「関わること、ありそうじゃないか」

　文実は三つの部署に分かれている。第一回の全体会議では各部署の説明が行われ、一年生に希望部署のアンケートを取った。その結果を元に第二回の今日で一年生の配属先が決まり、その後部署ごとに集まった訳だが、僕の所属する部署には件くだんの君岡さんがいた。

　ニヤついて僕を小突くサネが言う通り、部署が同じである以上、全く関わらないということは無いだろう。

「まあ……そうだな」

　その君岡さんは隣にいる一年生の女子と何やら楽しそうに会話をしている。時折口元を押さえて笑う姿は楚そ々そとしていて、視線を奪われた。

　だからちょうどこちらを向いた彼女と目が合ってしまった。

　ジロジロ見ていて申し訳なかったと後悔したが、君岡さんは少しの間目を丸くしていたものの、やわらかく微ほほ笑えんで会え釈しゃくをしてくれた。

　そんな笑顔にまた意識を奪われかけたが、これではどちらが先輩か分からない。僕の方も慌てて軽く頭を下げたところで、「部署の会議部会始めるよ」という部長の声に助けられる結果となった。

　開始された部会の内容は、初回ということもあってまずは自己紹介。二年生からなので割とすぐに僕の順番が回ってきたが、「理学部生物学科所属の牧村智とも貴たかです。どうぞよろしく」だけで済ませた。

　隣のサネから「もっと盛り上げろよ」という声が聞こえて、じゃあお前はさぞ面白い自己紹介をするんだろうなと見ていたが、盛大に滑り散らかしていた。一応、インパクトは残せたと思うぞ。

　その後は平和に二年生の自己紹介が終わり、次は一年生の番。全員お互いを知っている二年生同士と違い、ここから先はしっかりと聞いて出来る限り覚えておかないといけないなと、少し背筋を伸ばして集中を増す。隣のサネも同様だが、恐らく他の同期もそうだろう。そして残り半分を過ぎた頃──

「人文学部社会学科所属、君岡美園です。大学に入ったら楽しいことがたくさんあるよと言ってもらって受験勉強を頑張れました。実行委員でも楽しい思い出をたくさん作りたいです。よろしくお願いします」

　立ち上がった彼女の背筋は綺麗に伸びていて、やわらかな表情や落ち着いた話し方と相まってとても品の良い印象を受けた。そしてやはり、最後に見せた一礼もよどみ無く、まるでお手本のよう。

　一年生の自己紹介は全員分覚えるくらいのつもりでいたし、顔と名前くらいなら多分ほとんど覚えきれたと思う。だがやはり、ふとした拍子に思い出すのは、楚々とした可愛らしい彼女のことばかりだった。





◇　◇　◇






　第二回全体会議の翌日は新入生歓迎会で、大学構内にある合宿所の二階が会場になっている。文実ほどの大きな集団になると、全体で集まるにはここを借りるしかない。

　委員長の乾杯から約二十分。ちょうど日の入りの頃で、窓の外が暗くなってきている。それに合わせてという訳ではないだろうが、会場内も少し様子が変わってきた。最初は複数のグループで均等に分かれていたのだが、そこから人が動いて偏りが出来ている。

　こういった場では人気者の周囲に人が集まる。文実で言えば委員長や副委員長、話の上手い二年生などがそれに当たる。実際に彼らの周囲には人が多い。

　しかし、一番大きな集団の中心にいたのは新入生の女の子で、男子の半分近くを集めてしまっていた。

「凄いな」

「凄いですよね」

　思わずこぼした独り言に反応があった。口に運びかけた紙コップを下ろして隣を見ると、最初から僕と同じグループにいた一年生の女子がいた。

　同じ部署の一年生で、名前は宮みや島じま志し保ほさんだったはずだ。黒のショートヘアにスレンダーな体形のクール美人といったタイプで、この子も囲まれていておかしくはないと思うのだが、そうでない理由は右手薬指にはめられた指輪だろうか。

「あ、すいません」

「いや、気にしないで」

　多分僕が驚いたからだろう、宮島さんが軽く頭を下げる。気の利きいた返しが出来なくてこちらこそ申し訳ない。

「あの子学食とかでも普段からたくさん声かけられるんですけど、やっぱこういう場だと更に凄いですね」

「まあ飲み会だしね。そう言うってことは友達？」

　言ってから思い出すが、昨日の部会の時に君岡さんの隣にいたのはこの子だった。

「そうです。大学からの付き合いですけど、学科が同じなんで。人文学部人社会学科社です」

「そっか」

　またしても気の利かない返しで会話が途切れた。少し気まずくて宮島さんの視線を追って君岡さんの方を見てみる。先輩を中心とした男子に囲まれ、可か愛わいらしい顔には笑みこそ浮かんでいるものの、眉尻が少し下がっていた。

　余計なお世話かもしれないが、何とかしてあげたいと思った。女子だけの集団があればどうにかそちらに誘導したいところなのだが、残念ながら見当たらない。

「こっちに呼んでもいいですか？」

「ああ、賛成」

　どうしたものかと考えていたところへの提案に頷うなずく。

「美園ー！」とよく通る声で呼ばれた君岡さんは、僅かに俯うつむきがちだった顔を上げて声の主とその手招きを見て明るい笑みを浮かべた。

　その後、周囲に何度も頭を下げて集団を抜け出してこちらにやって来る。その仕草や背筋を伸ばして歩く姿はやはり、とても品が良く感じられた。

「ごめんね。ありがとう、しーちゃん」

「いいよ全然。ほらここ」

「あ……ありがとう」

　宮島さんは僕との間に一人分のスペースを作って君岡さんに勧めた。どうしてだろうと思ったが、壁を作りたかったのだと分かる。

　先ほどまで君岡さんを囲んでいた男子連中は、残念そうにしながらもその場に留とどまっているが、一応念のためといったところか。

「牧村先輩。失礼しますね」

　君岡さんはそう言って僕に対しても丁寧に頭を下げた。ゆっくりと腰を下ろす所作もやはり品を感じるが、ほのかに漂う甘い香りも相まって、スカートの裾を押さえる仕草には少しドキリとさせられる。

「名前、覚えててくれたんだ」

　誤魔化しを兼ねての言葉だったが、君岡さんはどうしてか嬉うれしそうに笑う。

「はい。当たり前ですよ」

「当たり前？」

　自分で言うのも何だが、僕の自己紹介には何の特徴も無かった。当たり前に覚えていてもらえるものだろうか？

「ええと……」

「因ちなみに私たちの名前分かります？」

　言い淀よどんだ君岡さんの言葉を待とうとした僕に、宮島さんから質問が飛んで来た。それなのに、何故なぜか当人ではなく君岡さんの方が僅かに身を乗り出していて、じっと僕を見つめる姿からは答えを待っているような気がした。

「君岡美園さんと宮島志保さんだろ。覚えてるよ」

「覚えていてくださったんですね」

　ほっとしたように少し綻んだ顔、そして綺き麗れいな唇の端が少しだけ持ち上がる。それがまた可愛らしいのだが、何と言うか照れくさい。

「そんな、喜んでもらうようなことじゃないよ。一年生に比べれば覚える量は半分くらいだしね」

[image: ]

「そんなことはありませんよ。牧村先輩に覚えていていただけて、とっても嬉しいです」

　目を細めて喜ぶ君岡さんがほんの少し首を傾け、ダークブラウンの髪がさらりと揺れた。そんな彼女の細い肩に軽く触れた宮島さんがこちらを向く。

「私のことは志保でいいですよ」

「了解。じゃあ志保、僕のことは好きに呼んでいいよ。みんなは大体マッキーって呼ぶけど」

「じゃあマッキーさんで」

　見た目に反して気さくなタイプのようで、非常に助かる。

「君岡さんも好きに呼んでくれていいから」

「君岡さん……」

　同じようにと思ったのだが、先ほどまで笑顔だった君岡さんはしゅんとしてしまっている。何かまずいことを言っただろうか。

「あー……ほら、私のことを志保って呼ぶんだから、美園のことも美園って呼んであげてくださいよ。仲間外れみたいになるじゃないですか」

「しーちゃん……」

　文実では男女の仲が近く、下の名前で呼び合うことはごくごく普通である。それでも初めて話す女の子を本人の許可無く呼び捨てにしていいものかと思うのだが、僕を見る君岡さんの表情は呼んでほしいと言っているような気がする。多分。

「ええと……み、美園」

「はいっ」

　緊張してどもったが、それでも美園は喜色満面、弾んだ声で答えてくれる。

「なんか私の時よりも意識してましたね」

「改まってとなると緊張するんだよ。あ、僕の方はマッキーでも何でもいいから」

　だいぶ意識した自覚があるのでさっさと話題を逸そらすに限る。

「ありがとうございます。でも、しばらくは牧村先輩のままでもいいですか？」

　仲間外れ云うん々ぬんはどこへ行ったのだろう。

「この子大学デビューなんで、こう見えて男の人に慣れてないんですよ」

「ちょっとしーちゃん」

「へえ。意外だな」

　外見が抜群に可愛いのもそうだが、それがしっくり来るとでも言えばいいのか、不慣れなおしゃれをしているという感じがまるで無いのだ。

　そう思いながら美園を見ていると、彼女の視線が志保から僕に移り、目が合った。はにかみを見せた美園は、一度少し視線を逸らし、また僕へと戻す。真っ白だった頰がほんのりと色付く。

「あ、ごめん」

「いえ。全然嫌じゃないです」

　ぶしつけな視線を送った自覚はあるのだが、美園は少し慌てたように首を振った後で、またも可愛らしいはにかみを浮かべた。

「それなら良かった。ありがとう」

「いえ、とんでもないです」

　優しく笑って、角度は浅いが丁寧さを感じる会え釈しゃく。

「でも、そういうことなら女子の集団の方がいいだろうし、声かけてくるよ」

　美園が元いた集団は中心を失って瓦が解かいしているが、ぱっと見ただけでも彼女に視線を送っている男が何人かいる。もう少しアルコールが回ればこちらに突撃して来る可能性だってある。また同じことの繰り返しになっては、美園に嫌な思いをさせてしまうかもしれない。せっかくの新歓でそれは嫌だ。

「えー。もうちょっとこのままでも良くないですか？」

　志保は軽口を叩たたくように現状維持を求めているし、じっと僕を見る美園も不安を覗のぞかせているように思う。今の均衡が崩れてしまい、先ほどの二の舞になるのを怖がっているのかもしれない。

「大丈夫。安全なとこがあるから」

　いつの間にか形成されていた女子集団の一つに視線を送ると、志保が「いやー、そういう意味じゃないんですけど」とぽつりと呟つぶやく声が聞こえた。その意味はわかりかねたが、ここは送り出すべきだろう。

「せっかくだし女子同士で話してくるといいよ。最初が肝心とも言うしね」

「あの」

「ん？」

「また、お話出来ますか？」

「僕でよければいくらでも」

　まだ僅かに不安を覗かせる美園に大きく頷いてみせた。社交辞令だろうなとは思ったが、「ありがとうございます」と、丁寧な礼と可愛らしい笑顔が返って来て少し気恥ずかしかった。




　その後同じ部署の二年生女子に美園たちを預け、僕はサネのいる集団に混じった。時々美園の方を窺うかがってみたのだが、男子に囲まれていた時のような困った表情は見えず安心する。

　様子を見ているとほぼ毎回美園と目が合い、時に微ほほ笑えんだり、時にはにかんだりする姿により一層視線を奪われた。

　そんな状態だったからかあっという間に新歓は終わりの時間を迎え、皆で会場から外に出る。しかし二次会に向かう者も帰宅する者も、合宿所から中々離れようとしない。僕も含めてだが、飲み会の余韻に浸っているとでも言えばいいのか、毎回こうだ。

「牧村先輩」

　そんな中で呼ばれて振り返ると、美園がいた。その更に後方では志保が二年生女子の集団と何やら話しているので、美園は僕を見つけてそこから抜けて来てくれたようだ。

「どうかした？」

「牧村先輩は二次会には参加されますか？」

「明日バイトだから、帰るつもりでいるよ」

「そうなんですか。あ！　私も帰るところなので、途中までご一緒してもいいですか？」

　美園はどこか嬉しそうに笑顔を輝かせる。「また、お話出来ますか？」は社交辞令だと思っていたが、こういう表情をしてくれるとこちらも嬉しくなる。

「僕はいいけど、あっちの二次会はいいの？」

「はい。しーちゃんはバスの時間があって二次会には出られなさそうなので、私も帰ろうかなと」

「土曜だもんな」

　この辺りは比較的田舎なので土曜の最終バスは二十二時台。現在時刻は二十時半過ぎで、これから移動して二次会を楽しむには余裕の無い時間だ。

「美園は歩き？　家はどっち方向？」

「正門から出て五分くらいの所です」

「じゃあ僕と同じ方向だ。志保をバス停まで送って、その後で途中まで送るよ」

「いいんですか？　ありがとうございます。」

　大学から少し離れれば街灯の本数も減るので、歩いて五分なら本当は家まで送りたいところだ。だけどいくら嬉しそうにしているとはいえ、美園だって今日初めて話した男に家まで付いて来てほしくはないだろう。

「あ、じゃあしーちゃんを呼んで来ますね」

「ああ、よろしく。急がないからゆっくり挨拶してきなよ」

「はい、ありがとうございます。牧村先輩」

　優しく目を細めた美園が、やはり丁寧な礼をして去って行く。本当に惚ほれ惚ぼれするくらいに所作が綺麗だなと、歩く後ろ姿を見ながら改めて思った。




「お待たせしました」

「お待たせです」

　二次会に向かう集団の一部が動き出し、つられるように全体が会場を後にし始めた頃、挨拶を済ませた美園と志保が僕の所へやって来た。

「いや全然。じゃあ行こうか」

「はい。よろしくお願いします」

　ただ帰り道が同じだけなのだが、どうしてか美園は楽しそうに笑い頭を下げた。

「バス通学ってことは、志保は実家から？」

　僕、美園、志保と三人で並んで歩く中、流石さすがに先輩として話題を提供すべきだろうと無難なところを選んでみる。

「ですね。バスで駅まで行ってそこから電車です。タイミング良ければ片道四十五分てとこですね」

「大変だな」

「大変といえば大変ですけど、一人暮らしの方が大変でしょ？　ねえ美園」

「うーん。どうだろう？　私は逆に、実家からの通学の大変さが分からないから」

「そうかもだけど、家事とか大変でしょ」

「大変かなあ。お料理は好きだし、他のことも手間じゃないよ。うん。通学時間もそうだし、朝夕のラッシュもあるし、通学の方が大変な気がするけど」

　入学して半月の頃の自分を思い出してみると、一人暮らしの全能感とでも言えばいいのか、まだ家事が楽しかったような気がする。今ではもう習慣化しているので別に面倒ではないが、楽しくもない。

「聞きました？　家庭的な女アピールですよ」

「そんなんじゃないよ！　違いますからね」

　志保のからかいを慌てて否定する美園だが、何故なぜかその方向が僕に向いている。「本当に違いますからね」とじっと見つめる上目遣いの視線が、朱に染まった頰と合わさっていい意味で心臓に悪い。

「大丈夫、分かってるよ。美園はそういうことするタイプじゃないだろうし」

「牧村先輩……ありがとうございます」

　美園は安あん堵どしたように小さく息を吐き、嬉うれしそうに目を細めた。こんな風に感情表現が豊かなところでも思うが、短時間接しただけだがいい子だなという印象が強い。噓うそをつくとはとても思えないし、わざわざアピールするような性格だとも思わない。この場に男は僕だけだから余計にだ。

「じゃあ結局、美園はナチュラル家庭的な女ってことでいいんですかね？」

「いいんじゃないか。実際家事得意そうだし」

「いえそんな、とんでもないです」

　謙遜をしながらではあるが表情は嬉しそうで、やはり得意なのだろうなとわかる。

　その後は新歓での話をしつつ歩き、正門を出てすぐのバス停に辿たどり着く。平日の昼間はいつ通ってもバス待ちの学生がいる場所ではあるが、土曜の夜にこれから駅方向に向かおうという者は誰もいないらしい。

「何時のバスに乗るんだ？」

「今からだと……九時二分ですかね」

「あと十分くらいか」

「あ。一緒に待ってくれるとかはいいですからね。その時間で美園を家まで送ってあげてください」

　美園と志保の二人だったなら、美園は一緒にバス停で待ったような気がする。それにバス停の近くは明るいとはいえ、女子を一人残していくのは少し気が引ける。だからここは一緒に待とうかと思ったが、志保が先回りをした。

「悪いよ、しーちゃん。牧村先輩、私もここまでで大丈夫ですから」

「いいから送ってもらいなって。マッキーさんもいいですよね？　十分あればここと美園の家まで往復出来ると思いますよ」

　それに関して僕は全く構わないし、むしろ一人で夜道を歩かせたくないとも思っていた。ただ、先ほど考えたように美園の家までついて行くというのも憚はばかられる。

　なので「家までついて来られたら美園は嫌じゃないか？」と美園には聞こえないように志保に尋ねてみる。すると志保は呆あきれたような目で僕を見てため息をつくと、美園をちょいちょいと呼び寄せて耳打ちをした。

「嫌な訳無いよ！　あ……」

「だ、そうですので送ってあげてください」

　大きな声で否定した美園は恥ずかしそうに頰を染めて少し顔を俯うつむかせ、志保は僕の方を見ながら勝ち誇ったように笑っている。

「分かった。美園を家まで送るよ。いいかな？」

「あ、ありがとうございます」

「それでいいんですよ」

「ただしバスを見送った後でだ。美園もそれでいい？」

「はい。もちろんです」

　今度は僕が勝ち誇る番だ。志保もお手上げです、とジェスチャーをして苦笑を浮かべる。

　バスが来るまでの十分間は、新歓についての話の続きをしていたらすぐに過ぎた。

「ありがとうございました、マッキーさん。美園のこと頼みますね。じゃあ美園、またね」

「うん、おやすみ。しーちゃん」

「気を付けてな」

　二十一時二分発のバスは一分遅れで大学前のバス停から出発した。志保はバスの中から、美園は外から手を振り合い、僕は少し気恥ずかしかったので軽く手を上げるにとどめた。

「さて、それじゃ行こうか。こっちで大丈夫？」

「はい。よろしくお願いします」

　バスの進行方向を指差した僕に頷うなずいた後、美園はまた丁寧にお辞儀をした。やはり育ちがいいのだろうなと思わせられる。

「今日は楽しかった？」

　本当なら先輩からこういうことを聞くべきではないのかもしれない。楽しくなくてもそうとは言えないだろうから。だけど合宿所を出てから今まで、美園はずっと笑顔を浮かべている。最初の方で困らされてはいたが、全体としては楽しんでくれたはずだ。

「はい。楽しかったですし、今も嬉しいです」

「なら良かった」

　正直言って「今も嬉しい」は何にかかっているか分からないが、新歓自体は彼女にとっていい思い出になったようだ。満面の笑みで美園がそう答えてくれて、僕としても嬉しい。

「あの信号はどっちに曲がる？」

　もう少し先の丁字路を指差す。

「左に曲がって、その次の交差点を右に曲がった所です」

「了解」

　美園の家に何となくの見当がついた。正門から歩いて五分という距離、方向、そして育ちの良さ。多分、大学周辺で一番家賃が高いと噂うわさの物件だろう。

「あの。牧村先輩」

「うん？」

　丁字路の手前、少しの沈黙を破って呼びかけてきた美園を見ると、僕を見上げる彼女と目が合った。緊張気味な表情を浮かべた上目遣いが反則的に可か愛わいい。慌てて目を逸そらしそうになるのを必死にこらえる。

「あの、ですね。連絡先を……その。教えていただけたらと」

　耳まで赤く染めながら、僕から目を逸らし、また目を合わせというのを繰り返し、美園は最後まで言い切った。

「ええと……」

　すぐに返事が出来なかった。信号の手前で立ち止まり、ポケットの縁に指をかけたまま、美園の顔をまっすぐ見られなかった。しかし緊張で潰れそうな美園が横目で見えて、罪悪感でポケットに手を入れスマホを取り出すと、彼女は明らかに安堵した表情を見せる。

　だが、ここで連絡先を交換していいのだろうか。それはこの子を縛る行為だ。僕先輩と連絡先を交換したら、美園が今後文実を辞めたくなった時に辞めづらくなってしまう。それを理由にして教えるのを渋ったとしても、彼女としては、じゃあ連絡先聞くのをやめますとは言いづらいだろう。だからと言って何も言わずに断ることもしたくない。

「牧村先輩」

　どう着地すべきか迷っていると、美園が優しく笑って僕に呼びかけた。

「もしかして、私が辞めちゃうかもしれないって思っていますか？　私は辞めませんよ」

「どうして──」

　僕の考えていることが分かったのか？

　僕の反応で予想が当たったことがわかったのだろう。美園は優しい笑みを浮かべたまま言葉を続ける。

「お友達から聞きました。あ、しーちゃんじゃないですよ。サークルに入って、すぐに先輩と連絡先を交換すると辞めづらくなるよって。だから、牧村先輩は優しいから、気を遣ってくださったのかなと思いまして」

「実際に、多少は辞めづらくなると思うよ」

　僕は文実の活動が楽しいと思っているが、楽しいことだけでないことも知っている。

　文化祭実行委員会は各学科や専攻から必ず選出され、名簿上一学年の総勢は百をゆうに超える。しかし新歓が終わりこれから段々と活動が本格化していく中、一年生は減る一方だ。

　週に二回の会議があり、土日に看板作りの作業なども入ってきて、十一月の文化祭本番を迎えるまでに残るのは半分未満だ。去年もそうだったし、今年だって間違い無くそうなる。

「私は辞めませんよ」

「今はそうでも──」

「いえ、辞めません。私、去年この大学の文化祭を見に来ているんです」

　僕の言葉を遮り、微ほほ笑えみを浮かべた美園が続ける。静かな、それでいてしっかりとした声だ。

「実行委員の方たちが凄すごくお疲れだった様子も見ました。それでも、皆さん充実した顔をしていて、とても楽しそうでした。だから受験勉強も頑張って、絶対に実行委員に入ろうと思っていました。ですので、大変でも辞めません」

　美園はきっぱりとそう言い切って、「それだけじゃないんですけど」と照れくさそうに付け加えた。

「美園……」

　いい子だなとは思っていた。しかし時間は有限。文実の活動は義務ではないので、その他にしたいことが出来れば当然辞めてしまう。勉強、サークル、アルバイト、その他た諸もろ々もろ。

　大学生の行動範囲は広く、だからこそ美園もいずれ辞めてしまうかもしれない一年生だと、無意識にそう考えていた。それが恥ずかしい。同時に、まっすぐに僕を見る彼女がとても眩まぶしく思えた。

「ごめん。一年生のためだと思ってたけど、美園のことを全然考えられてなかった」

「じゃあ、これからはちゃんと私のことを考えてくださいね」

　少しいたずらっぽく笑ってそう言ってから、美園は「それに」と付け加えた。

「家まで送っていただくのに、連絡先くらいどうってことないと思いませんか？」

「あ……確かに」

　そっちの方がよっぽど辞めづらくなる。美園は口元を押さえてふふっと笑い、ダークブラウンの髪を少し揺らす。

「では、そういうことですので」

「うん」

　顔を綻ばせながらの美園と連絡先の交換を済ませると、彼女はスマホを胸元で抱くようにしながら、「よかったぁ」と囁ささやくような声で口にした。

　僕に聞かせるための言葉でないことはスマホを見つめる美園の視線からも明らかで、だからこそ、その喜色に満ちた表情にドキリとさせられる。

「これから段々活動が本格化するからさ、もし分からないことがあったら何でも聞いて」

「はいっ。ありがとうございます。色々教えてくださいね」

　スマホを軽く振りながらの僕に、美園はしなを作るように首を少し傾け、嬉うれしそうに、可愛らしく笑った。

　この子は僕と違って社交的だから、多分すぐに女子の先輩とも仲良くなって僕はお役御免になるだろう。ただ、それまではこの笑顔に応えたいと思う。




　その後送って行った美園の家は僕の予想通りだった。家賃が七万円だと聞いたことがあるオートロック付きの女子学生専用のマンションタイプで、地方大学の学生下宿ではあまりお目にかかれない。因ちなみに僕のアパートの家賃は四万五千円だ。

「いつか遊びに来てくださいね」

「機会があったらね」

「やった。約束ですよ？」

　文実は男女の距離感が近い。恋人でもない男女が一対一で遊ぶというのも、それほど珍しくはない。ただ、場所は基本的に男側の家になるし、それに女子専用でオートロックまであるとなるとお邪魔するにはかなりハードルが高い。美園は妙に嬉しそうだが、僕のメンタルではまず無理だろう。

「さて、それじゃあ」

「はい」

　エントランスの自動ドアの前で、美園は一瞬だけ表情を曇らせかけたが、すぐに明るい笑顔を浮かべ、僕を見上げた。

「送ってくださってありがとうございました」

「全然気にしなくていいよ。僕の家も方向的にはこっちで割と近いから」

「それでも、私は送っていただけてとても嬉しかったですから。歓迎会でもお世話になりましたし、それに……いえ。とにかく、今日こんなに幸せな気持ちで帰って来られたのは、牧村先輩のおかげなんです」

「……僕は別に大したことはしてないけど、美園が楽しんでくれたなら良かったよ」

　まっすぐな言葉が少し照れくさく、視線を逸らした。

「はい。本当に楽しかったです……あ、すみません。お引き留めしちゃって」

「いや、全然。急ぐ訳でもないしね」

　本当に急ぐ必要も無いし、引き留められているとも思わないが、逆に言えば僕が美園を引き留めている状況でもある。

「まあでも、そろそろ帰るよ。それじゃあね」

「はい。おやすみなさい。牧村先輩。お気を付けて」

「……ああ、おやすみ、美園」

　おやすみなんて挨拶をしたのはいつぶりだろう。少なくとも大学に入ってからは一度も無いし、家族以外に使うのも初めてな気がする。ただ、綺き麗れいな姿勢で頭を下げた美園に、その言葉を返したいと思った。




　その後家に帰ってポケットから取り出したスマホをベッドに放り投げようとすると、メッセージアプリに一件の通知があった。

『本日はありがとうございました。牧村先輩のおかげで楽しい時間が過ごせました。これからもよろしくお願いします。　君岡美園』

「らしい文面だな」

　飾り気は無いが丁寧な文章でお礼が綴つづられており、自然と笑みがこぼれた。

『こちらこそよろしく。　牧村智貴』

　返す文面にしばらく悩んだが、結局ただシンプルなだけの文面と、美園を真ま似ねて名前を入れて送った。こんなところで気取っても、僕がやったら逆効果になる気がするし。

「これからも、か」

　美園からのメッセージを見返すと、深い意味の無いであろうその単語が、妙に心に残った。





◇　◇　◇






　文実の新入生歓迎会の翌日、僕は午前中からバイトに励んでいた。朝起きてしばらくして、美園から『おはようございます。お仕事頑張ってください』というメッセージが入っていることに気付き、おかげでいつもより爽やかな気分で働けている。

　そんな応援をくれた美園は今、何故なぜか僕のバイト先のファミレスでメニュー表を見ている。正確に言うのならメニュー表で顔の下半分を隠しながら、メニューと僕の間で視線を行ったり来たりさせている。向かいの席にはニヤニヤとこちらを見ている志保が座っていた。

「なんでいるんだ……」

　僕は昨日確かに「明日バイトだから」とは言った。言ったが、バイト先までは教えていないし、聞かれもしなかった。誰かから聞いたのかとも思ったが、美園にバイトのことを伝えたのは新歓の後。それ以前に話題に上がったとも思えない。

「すいませーん」

　何故かと考えていると、当事者の片割れからお呼びがかかった。ボタンで呼べ。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

「あれ。マッキーさんじゃないですか。何でここに？　バイトですか？」

　白々しいにもほどがある。志保がさっきから僕の方を見てニヤニヤしていたのは知っている。一方の美園は、メニュー表で完全に顔を隠している。

「結構雰囲気変わりますね。そっちの方が断然いいですよ。美園もさっきからカッコいいカッコいいってうるさかったですし」

「ちょっと!?」

　美園が顔の前のメニュー表をばっと下げ、赤い顔で志保の発言に抗議の視線を送るが、僕と目が合うとまたメニュー表で顔を隠してしまった。

「違うの？」

「…………違わない」

　バイト中の僕は、ワックスで髪をまとめている。更に言えばホールの制服は、白シャツと黒のスラックス、腰にはサロンを巻いている。印象は確かに変わるかもしれない。

　ただ、カッコいいと言われると気恥ずかしく、聞かなかったことにすると決めた。

「飲食だから、多少はワックスでも付けてまとめないとな。髪の毛が落ちても困るし。で、注文は？」

「マッキーさん照れてます？」

「ほっとけ。注文」

　現在時刻は十一時前で、日曜とはいえまだ客足はそれほど多くはない。多少この二人の相手をする余裕もあるが、外見のいい女子二人と長々話していてはバックヤードに戻った時に何を言われるかわからない。

「じゃあこのパンケーキとドリンクバーで。美園は？」

「しーちゃんと一緒のでお願いします」

　美園の顔はまだメニュー表の向こうにあった。横から覗のぞく耳は少し赤い。なんだこの可か愛わいい生き物。




「お待たせ致しました。ご注文のお品でございます」

　調理が終わったので定型句とともに品を出し、ドリンクバーの説明をしていく。

「あれ？」

「この苺いちごのムース、頼んでいませんよ？」

　注文はパンケーキとドリンクバーだけ。だが二人の前にはそれ以外にも苺のムースが一つずつ。カッコつけて用意したはいいが、面と向かって説明しようとすると途端に恥ずかしい。苺嫌いだったら悪いな、なんてセリフも用意してはいたが、使う機会は無さそうだ。

「ほら。伝票」

　それを確認してくれれば僕の意図は伝わるはずだ、察してくれ。注文の品のみが記載された伝票を受け取った志保は笑みを浮かべ、そのまま美園にそれを見せた。今は美園もメニュー表ガードを外して普通に顔を見せてくれている。

「あの。ちゃんとお金払います」

「それじゃ押し売りになるから何も言わずに食べてくれ」

　慌てて財布を取りだそうとする美園の態度に僕の方が焦あせる。ただ初めて出来た後輩に勝手にカッコつけただけなのに、ここで金を払わせるなどいくらなんでも情けない。

「そうだよ美園。ここは奢おごってもらわないと、せっかくカッコつけたマッキーさんがカッコ悪いことになるから」

　志保が援護射撃をしてくれるが、それは僕のことも撃っている。絶対にわざとだ。

「だからこういう時はね。『ありがとうございます、牧村先輩。大好きです』って言えばいいんだよ。ハイ」

「おい」

「え!?　あの……ありがとうございます、牧村先輩。……だいす──」

「言わなくていい！」

　危うい単語が出て来る寸前で止めに入る。冗談とはいえ、美園のようなスレていないタイプにそれ以上を言わせたら僕の平常心が壊れる。美園の方も、自分が何を言おうとしたのか冷静になったのだろう、顔を赤くしてメニュー表ガードを再度展開していた。ただし今回隠したのは下半分だけで、潤んだ目は僕に向けたままだった。

　やっぱり平常心を犠牲にしてでもさっきの言わせておけば良かったなと、止めたことを少し後悔してしまう。

「あ、そうだ。一応言っておきますけど、今日ここに来ようって誘ったの私ですからね。美園はマッキーさんの邪魔したら悪いって遠慮してたんですから。あと顔赤いですよ」

　志保が思い出したようにそう言ったが、まあそうだろうなとは思っていた。接した時間は少ないが、美園がそんなことを言い出すとはとても思えなかったし、逆に志保なら言い出しそうだとも思う。そして最後の部分は放っておいてくれ。

「大体そんなだろうとは思ってたよ。志保は誰から聞いたんだ？　ここのこと」

「私の彼氏がマッキーさんのこと知ってるんです」

「誰だ？」

「誰でしょう？」

　挑発するように言う志保だが、はっきり言ってお手上げだ。候補が多過ぎる。

「まあいつかわかるか」

「あっさりですね〜」

「分からないものはどうしようもない。あまりここで話してもいられないし。まあそういう訳だから、ゆっくりしていってくれ。それじゃあ」

　結局これ以降絡からむことは無く、昼前には僕に会え釈しゃくをしながら二人は店を出て行った。

　休憩時間にスマホを見ると、美園からまたも丁寧なお礼の文が届いていた。日曜は来客が多く大変だが、美園のおかげで後半も頑張れる気がしたし、実際に夕方まで気分良く働けた。




　夕方までの勤務を終えて着替え終わると、またしてもスマホに通知があった。文実での友人の渡久地ドクから僕とサネ宛に『飲む物買って十九時に集合』というメッセージが入っていた。

　十九時少し前にドクのアパート前に辿たどり着くと、既にサネがいた。その手に持ったビニール袋には缶とツマミが大量に入っている。日曜の夜からどれだけ飲む気だこいつ。僕は二本しか買って来てないぞ。

「よう。そういや今日バイトだって言ってたな」

「おう。何の話か聞いてるか？」

　僕の髪形を見ながら手を挙げたサネに、同じく手を挙げて挨拶を返す。

「いんや」

「まあサネじゃないし、ちゃんと中身のある話だろ」

「そうだな。っておい」

「ここの階段いつも怖いよな」

「ああ。ってスルーすんなよ」

　サネのノリツッコミを無視し、ギィギィと音を立てるアパートの階段を上る。この階段はいつか抜けるんじゃないかと思う。

「うーす」

「来たぞー」

　ドアを開けると、ワンルームの奥でドクがこちらを手招きしている。

「おー入って入って」

「もう飲んでないかお前？」

　いつもよりもテンションの高いドクに、サネが呆あきれながら尋ねた。

「まあ気にしないでさ。座って座って」

　サネと顔を見合わせて仕方ないなと意思疎通を済ませ、僕たちは靴を脱いでテーブルにつき、サネはどさっと、僕はコトンと自分が買ってきた袋をテーブルの上に置く。

「で、話って？」

「まあまあ。まずは乾杯しようよ」

「お前もう飲んでるだろ」

　ドクの横には空になったと思われる缶が二本転がっている。

「はいかんぱーい」

「乾杯」

「乾杯」

　習性とは悲しいもので、ドクに乾杯の音おん頭どを取られると、僕たち二人は慌てて缶を開けて乾杯に応じてしまう。

「で、どうなの？」

　乾杯の後、僕はちびちびと、サネはガバガバと飲んでいると、質問を投げてきたのはドクの方だった。しかし、これでドクが何の話をしたいかは分かった。

　文実の伝統として「どうなの？」「どうよ？」「どうなんだ？」などの質問が単体で飛んできた場合は、すなわち恋愛話コイバナをしましょう、と同義だ。たとえそれが男三人しかいない場であっても。

「まあ、俺は？　まあまあそこそこあれだな」

「素直に何も無いって言えよ」

「何も無くねーし！　合コンは行ったし」

　行っただけだろそれ。ちゃんと繫つながりが出来ていたら絶対この場で言ってるだろうし。

「サネは何も無しね。マキは？」

「僕に何かあったと思うか？」

「思わない」

「だろ？」

　ドクだって分っていたはずだ。サネや、特に僕に恋愛的な何かがある訳など無いと。それにもかかわらずわざわざこういう話を振ったということは、ドクの側に話したいことがあるのだろう。僕たちが来る前から飲んでいたことと合わせて考えると──

「そうか。また振られたか」

　どうやら僕と同じ結論に辿り着いたらしいサネが、ドクの肩を叩たたきながらそう言った。

「今日は飲もうな。明日は一コマからだけど、僕も付き合うから」

　明日は朝一から授業があるが、友人の失恋なら慰めない訳にはいかない。しかし、そんな僕らに対し、ドクは心外だと言わんばかりの視線をぶつけてピースサインを出した。

「振られてまーせーん。彼女出来た！」

「死ね」と二つの声が重なった。

「酷ひどくない!?」

「死ねってのは、僕の地元の方言でおめでとうって意味だから」

「俺の地元でもそうだぞ」

「二人とも出身違うじゃん……」

　既にチューハイを二本空けているドクは、弄いじられっぷりにいつものキレが無い。仕方無いので本題の方に入るよう促す。

「まあ冗談はさておき。相手は？」

「水泳部の後輩の子」

「お前、最近文実来ねえなと思ったら、そういうことか」

「いや違うんだって！　いや……違わなくもないんだけど。ほら、水泳部って文実よりも先輩の人数少ないでしょ？　だからどうしても新歓とかでやること多くて」

　必死の言葉は噓うそではないのだろうが、その彼女も大きな理由なのだろうなと予想がつく。サネも同じことを考えたようで、僕を見て苦笑を浮かべて首を振った。

「一通り落ち着いたからこれからはちゃんと文実の方も行くよ。でさあ」

　こちらの追及が終わったので、そこからはドクによる彼女の紹介という名の彼女自慢が始まった。小柄で可か愛わいいだの、顔が丸くて可愛いだの、走り方が可愛いだの、自分を呼ぶ声が可愛いだの。そんなことを五分ほど聞かされて飲む気が失うせてきた。

「相手が後輩だから、四月に会ったばっかで付き合い始めたのが今日だろ？　よくそんなに話すことがあるな」

　感心半分呆れ半分でそう尋ねると、ドクがウザい顔で応じた。

「まあ、俺はちゃんと結婚まで考えてるからね」

「うわ重っ」

　とっさに本音が出てしまったが、ドクは気にする様子もない。サネを見るとやはり軽くヒいている。

「マキもさ、恋愛すればわかるって。ねえサネ？」

　凄すごくウザいな今日のドク。

「あ、ああ。まあ、俺に彼女がいたのは高校の時だったし、結婚までは考えてなかった、かなあ？」

　話を振られて困っているサネがちょっとかわいそうになる。

「まあ大学生ならこのくらい普通だよ」

「僕に彼女が出来たとして、いきなり結婚を考えたり、付き合って初日で五分も好きなとこ語るような痛い男にはならないぞ」

　まあ彼女が出来ないんだけど。そんな僕をドクは残念なものでも見るような目で見ていた。残念なのはお前だ。

「そういやマキはあの子たちとどうなんだ？」

　ドクが少し落ち着いた頃、惚のろ気け話から離れたいのかサネが僕に話を振ってきた。

「あの子たち？」

「昨日の新歓で、お前がこっち来る前に一緒にいた子。美園と……志保、だっけ？　二人とも可愛かっただろ？　送って行ったって聞いたぞ」

「相変わらず情報早いな。でも別に、ほんとにただ送って行っただけだよ」

「お前が自分から？　そんなことあるか？」

「無いね」

　確かに自分から積極的に送って行った訳ではないが、僕に対する負の信頼が厚くて嬉うれしくない。

「別に僕から送るって言い出した訳じゃない。二次会出ずに帰るって話をしたら、途中まで一緒に帰りませんか、って言われたからその流れで送っただけだぞ」

「はあ!?　お前それ脈ありじゃん」

「いや無いだろ」

「これだから童貞は。なあドク？」

「え？　あ。うん、脈あるんじゃない？」

　ドクもまだ童貞だろ。多分。大体、こういう時すぐに脈ありだと勘違いする方が童貞っぽくはないだろうか。

「初めて話したのがそもそも昨日だぞ。初対面で僕が惚ほれられる要素があるか？　康こう太ただっていたんだぞ」

　言っておいて悲しくなってきたが、間違ったことは言っていない。

　文実二年男子では副委員長の康こう太たが間違いなく一番モテる。副委員長という立場もそうだが、外見的にも話の上手さ的にもである。そういう条件下でわざわざ僕に一ひと目め惚ぼれなどはあり得ないだろう。

「言われてみりゃそうだな。じゃあマキで妥協したとか？」

「……美園は僕で妥協する必要なんてまるで無いくらい可愛いし、そもそもそんな子じゃない」

　サネに悪意が無いことはもちろんわかっていたのに、普段なら流せるような軽口をどうしてかスルー出来なかった。

「あー悪い。しかし……なあ？」

「うん。意外だね」

　少しバツが悪そうに謝ってくれたサネだが、すぐに不思議そうな顔をしてドクを見た。そのドクも同じような顔でサネを見返している。

「お前がそんなに不機嫌そうなの初めて見たな」

「うんうん」

「そうか？」

「そうだよ。それに俺は最初二人の名前を出したのに、お前から出たのは片方だけだったな」

　ニヤつきながら僕の肩を叩くサネに言われてハッとしたものの、無意識だったとはいえ考えれば理由を説明出来るはずだ。

「別に、家まで送るとかの話をしたのは美園の方だったし、それに志保は彼氏持ちだから除外して考えてただけだよ」

「本当にそうかぁ？」

「うんうん」

　理屈の上では正しいと思うのだが、本当にそうだとは自分でも思えなかった。そんな自分の考えとニヤケ面づらの友人たちから逃げるように、一本目の缶の中身を飲み干し二本目に手を伸ばす。

　結局その後も吞のみ続けた僕は翌月曜、一コマ目の授業を自主休講したサボった。





◇　◇　◇






　宮島志保が君岡美園と出会ったのは大学の入学式二日前、入学前イベントでのことだった。

　最初に集まって説明を受けた学生会館から、学部ごとに分かれて次の会場──志保たち人文学部生は第二学生食堂に移動した後のことだ、一ひと際きわ目を引く同級生を見つけたのは。

　志保も容姿には自信があったが、その同級生は系統が違った。悪く言えば男受けの良さそうな、あざとく可愛いタイプ。暗めに染めた髪を肩下まで伸ばし、毛先だけ僅かに巻いていて、ナチュラルに見える薄めのメイクで素材の良さを輝かせている。

　既に恋人のいる志保からすればどうでもいいことだが、あれと争うことになる女子からは嫉妬の対象になるだろうと思えた。

　そう考えていると、その子は急にきょろきょろと辺りを見回し始めた。高校からの同級生でも探しているのだろうかと思ったが、視線の先は主に準備をしている在校生の集団の方だった。探しているのは先輩だろうか？

　そんな彼女に何人かの男が近付いて行った。「人文の男はチャラいから注意しろよ」と、笑いながら言っていた恋人を思い出した。

（ああいうタイプの子なら男のあしらい方くらい慣れてるでしょ）

　どういうあしらい方をするのか、はたまた体良くキープにでも加えるのか。そんな風な意地の悪い視線を送っていると、彼女は志保の予想とはまるで異なり、あからさまにあたふたとし出した。

　あれが演技なら大したものだ。そう思うと同時に志保の体は動いていた。

「ねえ。あっちで一緒に座ろうよ」

「え、あの」

　集団に近付いて有無を言わさず彼女の手を引っ張って連れ出す。後ろで男たちの文句が聞こえるが、それを一切無視して志保は元いた席に戻って来た。一人の女の子の手を引いて。自分が男であればベタな恋愛ドラマのようなシーンだなと、ふと思ったくらいだ。

「あの。ありがとうございました」

　おどおどしながらも礼を述べる彼女の手を摑つかんだままだったことに気付き、志保はぱっと手を放した。

「ああ、ごめんね。私、宮島志保。社会学科ね」

「君岡美園です。私も社会学科です」

「志保でいいよ。私も美園でいい？」

「はい。志保、さん」




　少し話してみると、君岡美園は隣の県出身で現在一人暮らし中。高校までは化粧もしたことが無く、大学入学を機に眼鏡をコンタクトに変え、髪を染め、ファッションなどを姉から教わったそうだ。

「なんで大学デビューしようと思ったの？」

　聞いてみたものの、志保は明確な答えは求めていなかった。これだけ元がいいのだから活いかしてみたくもなるだろう。話のとっかかりにでもなればと思って質問してみただけだったが──

「大学デビュー。お姉ちゃんにも同じ事を言われました。その……自分を変えたくて」

　自分を変えたい。それ自体はほぼ志保の予想通りの回答だったが、何となく感じる歯切れの悪さに、それだけの理由ではないだろうという考えが浮かんだ。先ほどの先輩を探すような視線と合わせて考えると、答えはわかろうというものだ。

「追いかけてきた先輩でもいるの？」

「なんでわかるの!?」

「女の勘」

　ふふん、と鼻を鳴らして志保は自慢げな表情を作ってみせる。一度言ってみたかったセリフがこれ以上なくハマってかなり気分がいい。美園は心底感心した様子でそんな志保を見ている。

「だけどその人はいなかったと」

「うん……いないとは思っていたんだけど」

「その人、人文の人？　そうじゃなかったらここにはいないでしょ」

　入学前イベントは新入生歓迎委員会が主催している。そしてここは人文学部向けの会場なので、歓迎側も人文学部生しかいない。それを説明すると、美園は残念そうに笑った。

「学部は知らなかったの。でも、新入生歓迎委員会が主催なら、あの人がいる訳が無いよね……」

　美園の言い方を聞いて志保に疑問符が浮かぶ。てっきり高校の先輩を追いかけて来たのかと思ったが、それならば学部さえ知らないのはおかしい。そのくせ美園は、その人が新入生歓迎委員会にいるはずが無いと思っている。

「その人、高校の先輩じゃないんだ？」

「うん……去年文化祭で会った、実行委員会の人」

「そうなんだ。じゃあ美園は文実入るの？」

「うん」

　志保は運命という言葉が好きでも嫌いでも無いが、今回のこれは中々運命的な出会いのようだ。特に美園にとってはそうなるだろうと思う。

「私もだよ。私の彼氏文実のＯＢだから、その人のこと聞いとこうか？」

「お願い！」

　今日一番早い美園の反応に、志保は苦笑した。出来れば「私もだよ」という部分にも反応が欲しかったところだった。




「ねえ航こうくん。今の文実に牧村さんて人いる？」

　新歓イベントの後、大学からバスに乗って帰る前に、志保は恋人のアパートを訪ねていた。志保が高校一年生の時から付き合っている二歳年上の恋人、成なる島しま航こう一いちのアパートは、大学正門前のバス停から徒歩二分という恵まれた立地にある。

　航一はこの春から三年生。文実は昨年度で引退しているが、去年の文化祭で美園が会ったという委員のことは、問題無く知っているだろう。

「マッキー？　いるぞ。今年の二年だな」

「いきなりどうした」と言いながら教えてくれた航一の回答は、志保にとってはとりあえず満点に近い。引退済みの三年生ではなく文実に所属している二年生ならば、美園は今年牧村と活動をともに出来る。そして、志保はもう一つ重要なことを聞かなければならない。

「どんな人？　彼女いるの？」

「彼女はいなかったと思うな。え、何？　浮うわ気きとかじゃないよな？」

　恋人から別の男の質問を立て続けにされて焦あせる航一に、志保は「そんな訳無いでしょ」と答え、隣に座る恋人の肩に頭を預けた。航一はその頭を撫なでて、安心したように笑う。

「よくわからんけど会いたいなら呼んでくるぞ？　同じアパートだからな。隣の隣だ」

　志保からすれば望んでいた満点以上の成果が得られた。どうやら美園は運命に愛されているらしい。




「牧村さん彼女いないって」

　前日の段階で、牧村が二年生で現在も文実に所属していることは美園にメッセージで伝えてある。因ちなみに美園からは丁寧なお礼のメッセージが届いた。なので、ガイダンスの日にまず教えたのはこのことだった。昨日の段階で一緒に伝えても良かったが、直接言って反応を見たいという欲求に負けたのだ。

「ありが……そう、なんだね。でも私は別に、そういうのじゃ……ないから」

　確かに美園は一度も牧村に好意を抱いていると明言はしていない。しかし昨日の発言と態度からそんなことは明らかであるし、破顔して礼を言いかけた態度といい、今現在もニヤケを抑えられない顔を晒さらしていることといい、中々無茶な言い分であった。

「それじゃ私が牧村さんにアプローチ──」

「それはダメ！」

　とっさに大声を出してしまい、その容姿で元々視線を集めていた美園は余計に注目の的になる。志保に恋人がいることは知っているというのに、それが頭から抜けるほど焦ったのだろう。

「他の人に取られるのが嫌なら積極的に行かないとね」

「……うん」

　注目を浴びたことと、牧村への好意がバレたこと──元々バレバレではあったが──の二重の恥ずかしさからか、俯うつむいてしまった美園はしかし、小さいが確かに強く返事をした。

「牧村さんのこと、彼氏から聞いてきたけど何から聞きたい？」

「ええと……ありがとう。でも、自分で仲良くなってから聞くよ」

「そっか」

　恋愛で勝ちたいのならもっとずるくなってもいいと思うのだが、こういう真面目さというか素直さが美園のいいところなのだろうなと、応援したい気持ちが余計に強くなった。




　そんなガイダンスの日から十日が過ぎ、美園が待ちに待った文化祭実行委員会最初の集まり──説明会の日がやって来た。

　志保への呼び名がいつの間にか「しーちゃん」に変わった美園は、キラキラとした視線を一方向に送っている。声をかけてきた同級生男子のことがまるで目に入っておらず、流石さすがに無視は可哀かわい想そうだったので「この子売約済みだから」と、志保の方であしらっておいた。

　志保が美園の視線を追ってみると、その先に一人の先輩らしき男子がいた。第一印象は地味。身長は平均より少し高い程度で、人の良さそうな顔それ自体は整っているが、服装髪形ともに地味で目立たない。

（まあでも。競争率高くなさそうだし、美園が積極的に行けばあっさり落とせそう）

　志保が応援することにした恋する乙女は、案外早くその思いを成じょう就じゅさせそうだ。

　と、この時の志保はまだ楽観的に考えていた。











二章









　僕が一コマ目を自主休講した次の日の火曜、第三回となる文実の全体会議が行われた。五月連休前では今回が最後だ。

　大学の教室を借りて行われる会議では、連休明けの全体作業説明があり、その後で一年生にメッセージアプリの文実グループに登録をしてもらった。

「牧まき村むら先輩。こんばんは」

「ああ、こんばんは」

　全体会議が終わり、部会が行われる教室へと移動中に声をかけてくれた美み園そのに、同じ挨拶を返す。この間の「おやすみ」もそうだが、「こんばんは」なんて挨拶をしたのはいつぶりだろう。少なくとも、大学に入ってからは「おはよう」以外は「お疲れ（様）」で済ませていた気がするし、周りもそうだ。

「よ。美園、でよかったよな？」

「はい。こんばんは。ええと……実さね松まつさんと……」

「覚えててくれたんだな。で、多分初対面のこいつは渡と久ぐ地ち」

「初対面だね。お疲れ、よろしく」

「はい。よろしくお願いします、渡久地さん」

　お前らも「こんばんは」と言え。などと思っていたらドクが余計なことを言い出した。

「この子が一昨日マキが言ってた子？」

「そうそう。じゃあマキ、先行くわ」

「あ、おい」

　たったそれだけを言って、同じようなニヤケ面づらを浮かべた二人が僕の両肩を叩たたいて先に走って行った。この間逃げた僕のせいでもあるが、どうもまだ変な誤解をされている。

「あの。一昨日のお話って……」

「あー。大したことじゃないから気にしなくていいよ」

「やっぱり、ご迷惑でしたか？」

「迷惑？　何のこと？」

　美園が不安そうに僕を見上げる理由が分からない。この子を迷惑だと思ったことなど無いのだから。

「その、アルバイト先に伺ったことが、お邪魔だったのかなと」

「ああ。それは関係無いし全然気にしてないから、美園も気にしなくていいよ」

　言われて気付くが、一昨日は美園（と志し保ほ）が僕のバイト先に遊びに来た日だ。その後のドクの家でした会話を知らない美園からしたら、僕がバイト先に後輩が来て困ったというような愚痴を言ったと勘違いしてしまったのだろう。カッコつけてデザートを奢おごってしまったことも、かえって美園の罪悪感を助長してしまったのかもしれない。

「ええと……僕は今まで部活とかやってこなかったから、あんまりちゃんとした後輩っていなかったんだよ」

　自分の気持ちを言葉にするというのは結構恥ずかしい。特に僕はそういったことはあまりしてこなかった人間だから。しかし、目の前の後輩に不安そうな顔をさせるくらいなら、多少の恥ずかしさは飲み込める気がした。

「まあだから……後輩がバイト先に遊びに来てくれたことは……嬉うれしくもあったかなと」

「そう、ですか……そう言っていただけるのなら、遊びに行って良かったです」

　不安げな表情が消え、はにかむ美園に「まあ、あんまり来られてもそれはそれで困るけどな」と言ったが、照れ隠しだとバレているのだろう、彼女は口元を押さえて淑しとやかに笑った。




「マッキー遅い！」

「ごめんなさい」

　部会の会場に入って美園と別れると、待っていたのは同期の島しま内うち香かおりからの叱責だった。

　移動中の廊下で立ち止まって話していた僕たちは、部会開始の数分前に会場に辿たどり着いた。裏を返せば間に合ったということだが、それは一年である美園に関してだけで、今日に限っては二年である僕は少し事情が違う。

　文実は三つの部署に分かれているが、その内部でも更に複数の担当に分かれている。今回の部会では、一年生に対してその各担当の紹介を行う予定になっている。そのため少し早めに着いて同じ担当の香と打ち合わせをしておく手て筈はずだったのだが、僕が遅れた。

「まあまあ香。マキは廊下で二人の世界を形成してたから許してやってくれ」

「二人の世界？　ああ、そういう事ね」

　ニヤニヤしながら僕を見るサネとドクを見て、香は何やら納得したように頷うなずいた。別にそんなものを形成した覚えは無いが、つつくと蛇が出そうなので黙っておく。

「まあいいや。マッキーのことだから中身はちゃんと覚えてるだろうし」

「ああ大丈夫。だけど悪かった」

　どんな紹介をするかは既に決まっていて、今日の打ち合わせは最終確認のみだった。とはいえ遅れてしまったのは申し訳なかったので素直に頭を下げる。

「でもまあ、後輩と話してたんじゃ、急いでるとは言いづらいよね。マッキーだし」

「……まあな」

　僕でなくてもそうだろうけど。

「うん。むしろせっかくのコミュニケーションの機会だし、急いでるとか言って置き去りにする方が最低」

　気にするなと言わんばかりに香は手をひらひらとさせる。

「そう言ってもらえると助かる。ああ、助かると言えば、新歓の時はありがとな。美園と志保を迎え入れてくれて」

　姉あねさん気質とでも言えばいいのか、香はとても頼りになる。だからこそ僕としても安心して香が中心にいたグループに送り出せたのだ。

「あれはこっちこそありがとうかな。二人ともいい子だったし、私も一緒にいた子たちも楽しめたしね」

　香はそこまで言ってわざとらしく顔をニヤつかせる。

「それにしてもマッキーが後輩とは言え女子をこうまで気にかけるとはねぇ。そこんとこどうなの？」

「……さ、部会が始まるぞ」

「うわ逃げた」

　部長が開会宣言したのは事実なのだから仕方ない。だからこそ、香も不満げではあったがこれ以上の追及をしてこなかった。

　文実において僕たちが所属する部署は出展企画部と言い、サークルをはじめとした団体による文化祭への参加を管理及びサポートするのがメインの仕事になる。

　内部では『第一ステージ担当』『第二ステージ担当』『第三ステージ担当』『模擬店担当』『棟内イベント担当』『ストリートパフォーマンス担当』『フリーマーケット担当』の七つに分かれており、今日の紹介もこの順で行う。僕と香は第二ステージ担当なので二番目、順番はすぐに回って来た。

　紹介は事前に考えておいた話をするだけではあるが、前の方に固まった一年生の視線を一身に浴びるのは中々緊張する。ただやはり、後輩の前で無様な姿は晒せない。特に、メモを取りながら真剣にこちらを見つめる後輩の前では。




　全担当の紹介が終わり、連休後の予定が部長から伝えられて今日の部会は終わりとなった。担当紹介こそ今日行われたが、実際に希望のアンケートをとるのは五月の第三週とだいぶ先のことになる。一年生同士で相談し合ったり、二年生の先輩に話を聞いたりと選択のために情報を集めてもらう期間を設ける訳だ。

「マッキーさん。今日も一緒に帰りませんか？」

　友人二人と帰ろうかと思っていたら、やたらとニコニコした志保に声をかけられた。後ろには美園もいる。

「いたのか。部会前に美園と一緒にいなかったからいないと思ってた」

「いましたよ！　電話してたんです」

「サネ、ドク。そういうことだから、また」

　手を挙げて友人二人に挨拶をすると、二人揃そろってニヤケ面のサムズアップが返って来た。だからそういうんじゃない。

「よろしくです」

「牧村先輩。ありがとうございます。今日は途中までで結構ですので──」

「僕の家からそう遠くないし、嫌じゃなければ家まで送るよ」

「嫌だなんてとんでもないです。ありがとうございます。よろしくお願いします」

　お辞儀をする美園の横で、志保がサムズアップをしている。お前もか。

「じゃあ行こうか」

　全体会議が夕食後からなので、部会まで終わるとスムーズに進行してもそれなりの時間になる。研究棟にはまだ灯あかりが点ついているし、夜間部の授業も行われているが、外灯に照らされた構内に人影はほとんど無い。そんな静かな道を、女子の後輩二人を連れて歩く。

「二人はどの担当がいいとか、何となくでも考えてる？」

「私はもう決めましたよー」

「私も決めました」

「意外だな」

　軽く話を振ってみたら予想外の答えが返ってきて、素直な感想を口にする。

「意外、ですか？」

「なんでですか？」

「この時期の一年生で決めてる方が珍しい、らしいからね」

　事実僕はそうだったし、去年は他のみんなも割とそうだった。だからこそ相談の余地が生まれる訳だ。

「みんな文化祭ってなんか楽しそう、って入って来てくれた訳だけど、仕事の中身なんかはまだ全然分かってない状態だろ？　だからその辺見てもらうための期間を取る訳だし」

「言われてみればそうですね」

「でも、アンケートまで三週間空きますけど、その間だけじゃ仕事分からなくないですか？」

「まあそうだね」

　花形の第一ステージや模擬店などは、認知されている分人気がある。人数が欲しい担当なので願ったり叶かなったりだ。しかし他の担当はそうでもない。

　では一年生がどんな基準で担当を選ぶのかと言えば、一番大きいのはその担当に所属する二年生だ。他部署である広報宣伝部とイベント企画部は、それぞれ部内が二つの大きな担当に分かれるので話が違ってくるが、僕たちの出展企画部は七つの担当に分かれているため、希望担当アンケートが先輩の人気投票に近い側面を持ってしまっている。去年の僕はそうでもなかったが。

「だから大体、担当の二年生と話してみて決めるんじゃないかな」

「人気投票みたいですね」

「まあ実際それに近いよ。だけどよく分かったな？」

「美園がそんな感じで決めてたんで。マッキーさんの話と合わせて考えたらそうかなって」

「言っちゃうの!?」

　志保の推測に感心したような表情を浮かべていた美園は、突然の流れ弾にうろたえて顔を赤くしている。どこの担当か聞いてみたいが、それはつまりどの先輩が目当てか？　と聞くことと同義な気がして言葉が出なかった。冷静に考えれば女子の先輩の線が強いのだろうけど。

「因ちなみに私は第一ステージ希望です。美園がどこの担当か知りたいですか？」

「……いやいい──」

「第二ステージです」

　僕の言葉に被かぶせるように発された声は意外なもので、僕はその主を見つめた。赤い顔のままの美園と目が合うと「第二ステージ担当希望です」と、もう一度しっかりと口にした。美園が希望したのは、僕が所属する担当だ。

「……そうか、香か」

　よくよく考えれば、美園が一番接した先輩は新歓で一緒にいた香だろう。更に言えば、その新歓の時に僕が比較的無害だとも分かっている。ある意味必然の選択かもしれない。

「マッキーさんてほんとアレですね」

　納得して口に出したのだが、何故なぜか美園はしゅんとしたような表情を見せているし、志保からは呆あきれたような声と視線を浴びせられた。納得がいかない。




「それじゃあ、しーちゃんまた明日。おやすみ」

「気を付けてな」

　正門前のバス停に着いたのとほぼ同時にやって来たバスを見て、志保に別れの挨拶をするのだが──

「今日はまだ乗りませんよ」

　志保は「私もこの先に用があるんです」と言うと、僕と美園がこれから向かう方向に歩き出した。僕と美園は一瞬顔を見合わせてから志保を追いかける。

「美園の家に行くのか？」

　先ほど志保におやすみと言っているので、無いだろうと思いながらも横を歩く美園に尋ねてみた。

「わかりません。あのバスに乗るんだと思っていました。私の家に来るのは全然構わないんですけど」

「彼氏の家にでも行くのかな」

「あ、そうかもしれませんね」

「ハイハイ。二人だけの世界に入らないでくださいよー。私もいますからね」

「二人だけの世界……」

　先を歩く志保が振り返って発した言葉に対し、それ流行はやってるのか？　と疑問に思った僕の横で、美園はその言葉を反はん芻すうして俯うつむいてしまった。

「お前が先に行くからだろ」

　呆れ半分でそう口にすると、志保と美園が意外そうな顔で僕を見ている。

「今、お前って言いました？」

「あ、悪い。つい……」

　男友達に対してなら使うが、稀まれに香に対して出てしまう以外で女子に使うことはまず無い。

「いえいえ。全然気にしてないんですけど。マッキーさんも素が出てくるようになりましたね」

　笑いながらそう言うが、僕としては少しバツが悪い。志保の気安さに対してどうも気が緩んだようだ。

「いいなぁ」

「え」

「あ……」

　小さく呟つぶやくような声に僕と志保はそちらを見るが、声の主は顔を逸そらしてスタスタと歩いて行ってしまった。

「何が『いいなぁ』なんだ？」

「私から言うことじゃないですね」

　またも呆れたような視線を頂くことになった。「お前」と呼んだことだろうか？　そう呼ばれて喜ぶ女子はまずいないと思う。美園が特殊な例ということもないだろう。

「ほら、私そろそろなんで美園を止めて下さいよ。ちょっと強めに抱きしめれば止まりますから」

「ハードル高過ぎだろ。普通に声かけてくれ」

「ヘタレですねえ。おーい、美園ー。私この辺だから止まってー！」

　志保が十メートル程先を歩く美園に声をかけると、美園は立ち止まりゆっくりとこちらを振り返った。少し気まずそうな表情ではあるが、それが新しい一面のようで可か愛わいらしい。

　ちょうど街灯の真下で立ち止まった彼女はまるでスポットライトを浴びているかのようで、絵になるなと思う。抱きしめればドラマのワンシーンに見えるかもしれないと、おかしなことまで考えてしまうほどに。

「ちょうどここです」

　数秒後に美園に追いついた志保の発言で辺りをよく見れば、僕にとって非常に見慣れた建物が道路と反対側に存在している。そしていくつかの疑問に合が点てんがいった。

「ああ。成なるさんか」

「正解です。もうちょっと驚いた顔が見たかったんですけどねー」

「なる、さん？」

　美園が立ち止まり、志保がここだと言った二階建ての建物は僕の住むアパートだ。志保はここに用があることになる。この時間からとなると恐らく彼氏の家だろうと想像がつく。そしてその彼氏は僕の知り合いらしいので、条件に当てはめると一人しかいない。

「ここに住んでる成島航一さん。去年で引退した文ぶん実じつの一つ上の先輩で、僕たちは成さんて呼んでる。志保の彼氏なんだろ？」

「あ。しーちゃんの彼氏さん、実行委員のＯＢの方だって」

「そういうことです。私は航くんて呼んでますけどね」

　成さんとは担当こそ違ったが同じ出展企画で、アパートが一緒だったこともあってとても良くしてもらった。僕の情報は志保に筒抜けだったことだろう。腹いせに今度会った時に航くんと呼んでやろう。怒られるだろうけど。

「それじゃあ私はここで。じゃあね美園。ありがとうございました、マッキーさん」

「ああ。それじゃあ」

「おやすみ。しーちゃん」

　軽く手を振ると、志保はアパートの階段を軽快に上って行った。

「志保が一緒に帰ろうって言った理由が分かったよ」

「……彼氏さんが誰なのか教えたかった、ということですか？」

「それもあるんだろうけど。ここ、僕の家でもあるんだよ」

「え!?　ここが牧村先輩のお家うち、なんですね」

「二〇五号、あそこの部屋だよ」

　美園が元々大きな目をもう少し大きくして俊敏な反応でアパートへと視線を移した。その驚きようが可愛かったので、何となく部屋番号まで口にしてしまった。

　美園は「二〇五号」と呟くように口にしてアパートを眺め、少しして僕へと視線を戻す。少し不思議そうに小首を傾かしげる様子がまた可愛い。

「部屋が四つしか無いように見えるんですけど、五号室なんですか？」

「一〇四と二〇四が無いんだよ。不吉だからって」

　ここに限らずだが、死をイメージさせる四号室が無いアパートは結構ある。

「私の部屋、二〇四号室です……」

「……なんかごめん」

　またも少ししゅんとさせてしまったので素直に謝ると、美園はふふっと笑った。

「でも、同じ二階の四番目のお部屋なんですね」

「確かに……でも」

　少し目を細めて嬉うれしそうに微ほほ笑えむ美園に見み惚とれそうになるが、先輩として言っておかなければいけないことがある。

「防犯上、個人情報は人に教えない方がいいよ。特に美園は女の子だし」

　僕には家の場所を教えているということもあるのだろうけど、それでもだ。女の一人暮らしというのは、男のそれよりも気を付けるべきことが多い。特に美園は抜群に可愛いから、余計に心配になる。

　それなのに美園は、大きな瞳でぱちくりとまばたきを一度。

「心配してくださってありがとうございます。でも、誰にでも教えたりはしないですよ」

　そしてほんの少し頰を緩ませる。

「牧村先輩にでしたら、何の問題もありません」

「そうか……ありがとう、かな？」

「どういたしまして」

　人畜無害という評価なのだろうが、信頼してもらえているのは嬉しい。しかし、あどけない笑みと相まって自分が特別だと言われているような錯覚を覚えてしまい、美園から見えないところで拳を握る。自うぬ惚ぼれるなと自分に言い聞かせ、笑顔のままの彼女との会話を続ける。すぐそこに迫った五月連休のおかげで話題には困らない。

「ところで。美園は連休中実家に帰るの？」

「どうしようかまだ考え中です。牧村先輩はどうされますか？」

「僕は帰らないよ。バイトもあるし、実家に帰ってもすること無いから」

「……決めました。私、こっちに残ります」

　決めかねていると言っていた美園だが、僕の返答に少し考えるそぶりを見せ、小さく頷うなずいた後で僕を見上げた。

「どうしてまた？」

「実家に帰ってゆっくりしようと思ったら、来週の月曜と金曜は授業休まないといけなくなります。だからどうしようかと思っていたんですけど」

　美園はそこで言葉を切って、見上げていた視線を少し逸らす。その後でもう一度僕に上目遣いの視線が向く。はにかみを浮かべた表情で「えっと」と口が開かれた。

「牧村先輩のアルバイトの日はいつですか？」

「…………あ、ええっと」

　美園に見惚れていたのが半分、話が急に飛んだのがもう半分で、僕はとっさに反応も記憶の呼び起こしも出来ず、スマホを取り出しカレンダーを開いた。

「三十日と三、四にそれから七日かな」

「あの、それじゃあ……」

　可愛らしい表情はいつの間にか少し硬くなっていて、先週連絡先を聞かれた時の空気に似ていると思った。今回違うのは、美園が僕から目を逸らさなかったことだ。朱に染まった頰と潤んだ瞳の破壊力が凄すご過ぎて、僕の方が目を逸らしそうになる。

「牧村先輩のご都合のいい日に、お食事をご一緒出来ませんか？」

「そんなことでよければ喜んで」

「本当ですか!?」

　緊張の面持ちから一転し、ぱっと顔を綻ばせる美園に頷いて見せると、眩まぶしい笑みを僕に向けてくれる。元々何を言われても──美園の要求はきっとささやかなものだと思っていたし──承諾するつもりでいた。

「さっき言った日はちょっと都合つかないけど、それ以外ならいつでもいいから」

「はい！　お昼がいいですか？　お夕食がいいですか？　牧村先輩は何がお好きですか？」

　やたらとハイテンションで質問してくる美園が微笑ましいが、残念ながら時間切れだ。

「あ。着いちゃいました……」

「連休までまだ時間はあるし、ゆっくり決めよう」

　その落差がおかしくて、ははっと笑ってスマホを見せると、美園は笑顔で僕の名前を呼んだ。

「はい、牧村先輩。おやすみなさい」

「ああ。おやすみ、美園」

　他の誰かに対してであればきっと、気恥ずかしさが勝ってこうはいかない。それなのにやはり、「こんばんは」「おやすみ」といった言葉をこの子の前では自然と使える。なんとなく、それがとても心地良いと思えた。





◇　◇　◇






　四月最後の平日。バイトが終わり、普段ならさっさと着替えて帰るところなのだが、この日は着替えもせずに更衣室の鏡の前で唸うなっていた。

　二桁に及ぶメッセージのやり取りの末、美園との食事の日取りは決まった。駅近くの日本料理店で昼食をとり、その後は彼女の希望で駅から少し離れた城じょう址し公園まで足を延ばすことになっている。

　それはいい、僕も楽しみにしている。問題は当日の僕はどんな格好をしていけばいいかだ。言うまでもなく美園は圧倒的に可愛いので、デートでないにせよ二人で出かける以上は横にいる僕が普段のままという訳にもいかない。ある程度見た目に気を遣わなければ、美園も軽く見られてしまうかもしれないし、何より僕が居たたまれない。鏡を見ながらどうしたものかと考える。

　髪形は今バイトのものを少しアレンジすればいい、と思う。制服込みではあるが美園から褒めてもらった訳だし。と、あの時のことを考えると顔が少し熱くなり、頭を振る。まだ服装も考えなければいけないのだから冷静になれ。流石さすがにこの制服で行く訳にもいかないし、それならばスーツ……いくらなんでもそれは無い。

　こういうことに関して、僕の周囲でならサネに相談するのが一番なのだが、それもなんとなく言いづらい。サネのことだからしっかりとコーディネート自体はしてくれるだろうが、無詮索という訳にもいかないだろうし。

「色々合わせてみるか」

　悩んだ末にそう結論付けて更衣室を出ると、「牧村君が鏡の前で変な顔してた」という話でからかわれたが、仕方の無い代償だと思うことにした。





◇　◇　◇






　そして約束当日、待ち合わせ場所の大学正門前の次のバス停に着くと、いつも通りの美園が先に着いていた。着ているワンピースは初めて見る物でやはり可か愛わいいが、全体として気合いの入った感は全く無いように思う。もちろんそんないつも通りの美園でさえ、頑張って外見を整えた僕よりも見た目のレベルがずっと高い。文句など言えた筋合いも言うつもりも一切無い。

　ただ、デートではないとわかっていたくせに、美園はどんな格好をしてくるのだろうといつの間にか考えていた。そんな浮かれた自分に気付いてだいぶへこんだ。そして、勝手に期待して勝手に落ち込んだ自身の身勝手さに腹が立つ。だというのに──

「牧村先輩。こんにちは。今日はよろしくお願いしますね」

「こんにちは、美園」

　僕を見つけて笑顔でお辞儀をしてくれる美園に、僕も挨拶を返す。たったこれだけで気分が晴れるのは何故なぜだろう。

「あの……その、素敵です。今日の牧村先輩」

「あ、ありがとう……」

　ほんのり染まった顔にはにかみを浮かべながら「今日の」僕を褒めてくれる美園に、自分の顔が熱くなるのを感じながらも礼を言う。この格好をしてきて良かったと思う。我ながら現金なものだ。

「私、お約束してからずっと楽しみにしていました」

「そうだね。行ったことは無いけど評判いい店みたいだから楽しみだよ」

「いえ、あの……そうですね」

　学生の財布には多少優しくない値段だが、今から向かう店の評判はいい。美園も楽しみにしてくれていたようで何よりだ。その割には残念そうな視線を僕に向けているが。




「このバスに乗るのは、三回目なんです」

　大学と駅とを結ぶ路線バスの中、美園が嬉しそうにそんなことを言った。

「三回ともいい思い出しかないです」

　嬉しそうというよりも、幸せを嚙かみしめているように見えるその表情が眩しい。

「三回って言うと、今日と、受験の時？　それから……去年の文化祭に来た時か」

「はい。駅方向に向かうバスは今日の分も含めて、全部素敵な思い出です」

「受験の時もか」

　文化祭の帰り、それから楽しみにしてくれている今日は分かるが、受験の帰りでもいい思い出ということは──

「良く出来たってことか。勉強頑張ったんだね」

「はい。全部牧村先輩のおかげです」

「僕の？」

　満面の笑みでお礼を言ってくれるが、美園の受験に僕の寄与があるのだろうか。

「あ……ええと。私、文化祭に来たから受験勉強を頑張れたんです」

　美園は困ったような表情を一瞬見せたが、すぐに照れ隠しのような笑みを浮かべて理由を語り出した。

「来年ここに、実行委員に加わるんだって、そう思って勉強を頑張ったんです。だから牧村先輩のおかげなんです」

「そう言ってもらえるのは嬉しいけど、買い被かぶり過ぎだよ」

「そんなことありませんよ。あの景色を見せてくれたのは牧村先輩なんです」

　照れ隠しの笑みは消え、真剣な眼まな差ざしが僕を射い貫ぬく。この後輩は何故僕をそこまで評価してくれるのか。

「すみません。急にこんなこと言われても困っちゃいますよね」

　美園は真剣な顔を崩し、へにゃっと笑った。

「いや。困らないよ、ありがとう、になるのか？」

「はい」

　今度は僕が照れ隠しで笑う番だ。そんな僕を見て、美園は目を細めた。




　その後、新生活についての話などをしている内にバスは目的地に到着した。

　僕は当然ながら女性をエスコートしたことなど無い。美園を含め何人かの女子を家まで送ったことはあるが、それをエスコートとは言わないだろう。なのでバスを降りてしまえば未知の領域に突入する。とりあえず歩幅を合わせることだけは絶対に忘れないようにしよう。

「それじゃ行こうか」

「はい、お願いします」

　五月連休だけあって、駅前の人通りは平時よりも遥はるかに多い。雑踏に飲まれるほどではないが、気を付けなければぶつかってしまうようなことはあるかもしれない。

「何かあっても困るから」

　恋愛モノならばここで颯さっ爽そうと美園の手を取るシーンだが、僕たちはただの先輩後輩なのだからそれは出来ない。というか仮に恋人だとしてもいきなり手をつなぐのは無理だ。

「ゆっくり行こうか」

「……はい」

　少し俯うつむきがちになった美園が一瞬僅かに腕を動かしたように見えたが、はぐれないようにだろう、そのまま僕との距離を半歩詰めた。肩が触れ合うほどではないが、大きく腕を振れば多分ぶつかる。そんな距離で少し気恥ずかしそうに僕を見上げる美園が可愛くて、心臓が跳ねた。

　ただ少し距離を詰めただけ。それなのにこんなに緊張するのだから、世の中の恋人たちは日常的に中々凄すごいことをやっている。そんな雑念と緊張感の中で、美園の歩幅に合わせて目的地へ向かった。




「予約した牧村です」

　目的の日本料理屋は駅から歩いて二分のホテルの十階にある。和風モダンとでも言うのだろうか、店内全体の様式自体は現代風でありながら、引き戸や障子などの日本的な建具と、木目の美しいテーブルや椅子などが異物感無く配置されている。奥の方には純和風の座ざ敷しきの個室もあるようだが、借りようとすると結構な料金がかかるので流石にやめた。

「雰囲気のいいお店ですね。素敵です」

　美園も気に入ってくれたようで、予約した僕としてはとても安心する。食事の約束をした時は、何を食べるか自体は美園に選んでもらおうと思っていたが、美園は「牧村先輩の希望を優先してください」と言って譲らなかった。女の子と食事に行く店、と考えてイタリアンかフレンチが定石かと思ったが、デートでもないのに気取り過ぎだろうと思い直して和食にした。しかし実際に来てみるとここも中々気取った店だった。

「はい、メニュー」

　席まで案内を受け、美園を窓側の椅子に座らせてメニュー表を手渡す。

「ありがとうございます。どうかしましたか？」

「美園がファミレスに来た時のことを思い出してた。メニューを見てたらつい」

　少し思い出し笑いをしてしまった僕に美園が不思議そうに尋ねてきたが、思い出していたのは当の本人のことだ。赤くした顔をメニュー表で隠していた美園を思い出し、目の前の状況と見比べておかしくなった。

「忘れてください……牧村先輩、いじわるです」

「あれは可愛かったから忘れるのは無理だなぁ……あ」

　拗すねたように言う美園が可愛くて、つい本音が出てしまったが、気付いた時には遅かった。一瞬気まずい思いこそしたものの、目の前ではあの時の再現が行われており、それがおかしくてまた笑ってしまう。

「あ……ううぅ」

　本人もその状況に気付いたのだろう。メニュー表を下げて、朱に染まった顔のまま僕に抗議の視線を送って来る。

「ごめんごめん。邪魔しないから何頼むか決めようか」

「はい……」

　出来るだけ平静を装よそおったが、僕の方も「可愛い」と本心を漏らしてしまった後にあんな視線を向けられては顔が熱くなる。美園の視線をメニューに誘導出来て、内心ほっとする。

　そんな美園はというと、事前にある程度メニューを絞っていたのか割とすぐにメニュー表から顔を上げた。やわらかさを感じさせる頰には、まだ少し温かな色が残っていた。

　その後僕たちが頼んだのは五月までの春限定ランチメニュー。

「和食のコースって実は初めてなんだ」

　最初に出てきた卯うの花はなの後に九品が続くことになっている。懐石料理とは少し違うらしいが、付け焼き刃の知識ではどう違うかがよくわからなかったので、素直に白状しておく。そもそも卯の花が何かもよくわかっていない。

「そうなんですね。それは光栄です」

「光栄？　どうして？」

「最初の経験は印象に残るじゃないですか。そのお相手に選んでいただいたことが、です」

「それは……お手柔らかに」

「はい」

　美園はふふっと微ほほ笑えんでそう言った。その発想は全く無かったが、確かに今日のことを忘れはしないだろう。

「食べようか」

「はい。いただきます」

「いただきます」

　この子のいいところはやはりこういうところだと思う。「いただきますを言う女は意識してわざやってるから気を付けろ」とサネが言っていたが、美園を見ているとけっしてそんなことは無いと思う。流れるように自然に出てきた上品な「いただきます」だ。

「おいしいです」

「うん、良かった」

　正直、その言葉を聞いて心底ほっとした。評判通りの店で本当に良かったと思う。

「そんなに心配しなくても、牧村先輩が選んでくださったお店に不満なんてありませんよ？」

「……そんなに顔に出てたかな？」

「少しだけですよ」

「隠せてたと思ったんだけどな。参りました」

「ちゃんと見ていますから」

　そう言って美園は少し自慢げに笑った。




　二品目が続き、三品目は湯葉の入った吸い物。湯葉自体を食べたことが無いし、豆乳の味だと聞いていたので、おっかなびっくり口を付けたが、これが意外としっくり来た。

「湯葉って初めて食べるけど、結構歯ごたえあるんだね」

「はい。これは少し厚めですから余計にそう感じますね」

　美園は湯葉を食べたことがあるのだろう。たまたま僕が食べたことが無いだけで、湯葉を食べたことがあるから珍しいという訳ではないが、想像通り彼女はこういう場に慣れている。恐らくもっと高い懐石料理なども食べたことがあるのだろう。所作の美しさもそうだが、僕のように迷いが無い。

「また難しい顔をしていますね」

「あ……今度は何だと思う？」

　少し困ったように笑う美園に、ちょっとした劣等感に苛さいなまれているのを隠すため、それから一緒にいて楽しくないという誤解を与えないよう、いたずらっぽく言ってみせる。

「何でもわかる訳じゃありませんよ」

　意図が伝わってくれたのか、美園は苦笑しながらも楽しそうな声で返してくれた。

「あ、牧村先輩はお酒を頼まれますか？　そろそろ合うお料理だと思いますよ」

　ご家族が酒を飲む人なのだろうか、こういう場での飲酒のタイミングも分かっているようだ。

「惹ひかれる提案だけどやめとくよ。誕生日までは外で飲むのは控えてるんだ」

　飲まない訳ではないので偉そうなことは言えないが。

「お誕生日はいつなんですか？」

「九月だよ」

「私も九月です！　何日ですか？」

「十八日。美園は？」

「私は三十日です。じゃあ……」

「ん？」

「いえ、やっぱり何でもないです」

　お互いの誕生日がわかったところで美園はぱっと顔を輝かせて何かを言おうとしたが、その先の言葉を飲み込んだ。少し気になりはしたが、九月三十日にはどんなプレゼントを贈ろうかという方に思考が行ってしまった。我ながら随分と気が早いものだ。

　刺身、焼魚、炊き合わせ、揚げ物、炊き込みご飯、漬物と続いて今目の前に出てきたのはデザート。一口サイズの桜餅、苺いちご大福、杏あん仁にん豆どう腐ふの三種が並んでいる。女の子は甘味が好きだという一般常識から美園も外れることはないようで、楽しそうにデザートを見ている。

「私、苺が大好きなんです」

　そう言われて思い出すのは、またもあの日のバイト先。美園（と志保）に出したのは苺のムースだった。ファミレスの安物ではあったが、正解を引いていたようで嬉うれしく思う。そんなに好きなら僕の分もあげようかと思ったが、それをしたら美園は僕に気を遣わせたと申し訳ない気分になるかもしれないのでやめた。こちらの正解は分からない。

「それなら良かった」

「今日は本当に、思い切ってお願いして良かったです」

　お洒しゃ落れな和風の皿に載のせられたデザートから僕へと視線を移し、目を細めた美園が優しく微笑む。本当に、今日は来て良かった。そう思うのは何度目だろうか。




　昼食を終え、次の場所に向かうために店を出て、美園と一緒にホテルのエレベーターに乗っている。その美園は、店を出る時からずっと不満げな表情で僕を見ている。そんな表情も可か愛わいい。

　しかし、言われる前に胸に手を当てて考えてみるが、表情の理由は全く分からない。店の雰囲気も料理の味も良かったと思うし、美園もそう言ってくれていた。窓側の席に誘導したし、支払いだって見ていないところで済ませた。ダメなところが見つからない。僕は意外と完璧なのではないかと、錯覚という名の現実逃避に走りかけた。

「牧村先輩。ご馳ち走そう様さまでした」

　ホテルを出ると、丁寧なお辞儀とともに美園からお礼の言葉があったが、上げた顔に浮かぶ表情にはまだ不満の色が僅かに残る。言動と表情が不一致な美園が、肩に掛けた白く小さいバッグから財布を取り出したのを見て、ようやく気付く。

「受け取らないよ」

「でも！」

　この子はそういう子だった。たった数百円の苺のムースでさえ代金を払おうとした美園からしたら、先ほどの昼食の代金を僕が持ったことを不満、というよりも心苦しく思っているのだろう。

「とりあえず歩きながら話そうか」

「はい……」

　促してみたものの、美園の足取りは重く、表情も暗い。不満げな表情と違って今の顔を可愛いとは言えない。いや顔自体は可愛いんだけれども。

「ほんとに気にしなくていいから」

「ダメです。一緒にお食事をってお願いしたのは私なんですから──」

「店を決めたのは僕だ」

「でも……」

　律りち儀ぎな子だと思う。美園を基準にして考えたら、いつか女性関係で痛い目を見そうな気がする。いや、痛い目に遭あうところまで行けないか。

「だって。ご馳走になってばかりじゃ、また一緒にってお願い出来ないじゃないですか」

「え？」

　そんなくだらないことに考えが逸それた僕に届いたのは、想像していなかった言葉。

「ええと。その……自うぬ惚ぼれかもしれないんだけど。また一緒に出かけたいってことでいいのかな？」

「はい。そうです…………あっ」

　僕をまっすぐ見つめながらきっぱりと言い切った美園だったが、その視線が逸らされた。徐々に色付いていく端整な顔から、彼女の言葉が思わずこぼれた本心だとよくわかる。ストレートな物言いに、嬉しさと気恥ずかしさが膨らんでいく。

「その、何と言うか。ありがとう？」

「忘れてください……お願いします」

「ごめん。ちょっと無理かなあ」

　火が出そうな顔の美園としばらく無言で並んで歩いた。多分僕も似たような顔をしていただろう。




「牧村先輩」

　体感三分ほどの沈黙を破ったのは美園だった。

「やっぱりご馳走になってばかりじゃ良くないと思うんです。その、次も、というのは抜きにしても」

　後半部分では、やっと熱の引いて来た顔にまた朱を注いでいた。律儀な美園のそんな様子が可愛くて、顔がニヤケそうになるのを我慢する。

「わかったよ。ただ、今日は僕を立てると思って、悪いんだけど我慢してほしい。次からは、その、どうするか一緒に考えよう」

　元は美園が言い出したことではあるが、出会って二週間程度の女の子相手に、自分から次の約束を口に出来るとは思っていなかった。とはいえ、後輩女子に奢おごらせる訳にもいかないので、「一緒に考えよう」と言葉を濁しておいたのは我ながらファインプレーだと思う。

「そういう言い方はずるいです。次は私がご馳走する番ですからね。絶対ですよ？」

　赤い頰のまま拗すねたような表情を作って見せた後、美園は笑顔で小指を差し出した。

「ええと、これはつまりあれ？」

「多分、それです」

　所謂いわゆる指切りの約束。指を突き出す美園の顔はやはりまだ赤い。

「恥ずかしいならやらなくても──」

「ダメです。ちゃんと約束しないと、牧村先輩は理由をつけてまたご馳走してくれようとします。きっと」

　完全に見透かされている。僕はそんなにわかり易やすいだろうか。

「じゃあ……約束だ」

「はい。絶対ですよ？　次は私がお店を選びますね」

　右の小指と右の小指が触れ合った瞬間、美園はほんの少しくすぐったそうに目を細め、はにかみながら僕を見上げる。力を入れたら折れてしまいそうだと思えるのに、美園の細い小指は不思議とやわらかで、視線と合わさって僕の心拍をこれでもかと上げた。




　駅北の城址公園までは歩くと約二十分。大学内部や近辺の便利情報などを教えている内に、公園が目に入る場所まで来ていた。

「思ったよりだいぶ混んでるな」

　五月連休なので家族連れやカップルなどが多いかとは思っていたが、それでものんびり散歩出来るくらいの余裕はあると思っていた。しかし、目の前の人だかりを見ると、そうもいかないような気がしてくる。

「グルメイベントが開催中みたいですね。調べておくべきでした。すみません」

「あー。調べてなかったのは僕も一緒だし、気にしなくていいよ」

　料理の方を調べるのに必死で、こちらの方は適当に散歩くらいにしか考えていなかった僕の落ち度でもある。

「せっかくだし見て行こうか。おやつ程度に食べられる物があればいいし、無くても散歩がてら冷やかして回ろう」

「はい。ありがとうございます」

　とは言ったものの、今日のグルメイベントは割とガッツリ系の屋台ばかりだったようで、昼食を終えたばかりの僕たちが食べようと思えるものはほとんど無かった。更に言うなら、散歩をしようにも人が多すぎて美園とはぐれそうになるし、少し休もうにもベンチどころか木陰にすら座れない。結局、僕たちは諦めて公園の外へと向かった。

「すみませんでした。牧村先輩は素敵なお店を案内してくれたのに、私はダメで……」

　元々城址公園に来たがっていたのは美園だったので、だいぶ責任を感じてしまっている。そんな彼女に対し、どう声をかけようかと悩む。気にするなと言って気にしないような子であれば、そもそもこんなに責任を感じないだろう。そこで、下手に慰めるよりも違う手を打ってみようと思い付く。

「じゃあ、一つ交換条件で今回の件は水に流そう」

　人差し指を立てて見せると、美園は僕の方を向いて身を乗り出してきた。近い。

「私、何でもします」

　ひどく魅力的な言葉の誘惑が当初の言葉を吹き飛ばそうと襲って来た。大丈夫、僕は冷静だ、大丈夫大丈夫。

「このことを気にしないこと」

　美園はその大きな目をぱちくりとさせ、口を開こうとしたが──

「初めての経験は印象に残る。だろ？　そのお相手に暗い顔をしていてほしくない。だから笑って笑って」

　美園の言葉を借りてそれに先んじた。言い終わってから、両人差し指で自分の口角を押し上げる仕草をしてみせた。今日のことはきっと記憶に深く残る。美園の笑顔も、拗ねたような顔も、不満げに僕を見る視線も、全部。ただ、そこに暗い顔は残したくない。

「牧村先輩……」

　ぽつりと呟つぶやくように声を発した後、美園が口元を押さえて小さく笑う。多少のぎこちなさは残るが、今僕に見せてくれているのは記憶に残したい表情だ。

「私、やっぱり牧村先輩を……」

「僕を？」

「……内緒です」

　はにかみながら口元に人差し指を当てる美園が、何を言おうとしたかはわからない。ただ、その表情もきっと、今日の記憶に残るだろう。




　その後は美園の希望で街中の裏通りをぷらぷらと歩いて駅に戻った。公園で出来なかった散歩の代わりだという。ただ、公園まで歩く間も十分楽しかったのだから、代わりではなく追加で楽しみをもらったようなものだ。

　それから、予定より少し早いがバスに乗って大学方面まで戻り、美園を家まで送ってから僕も家に帰った。

　そしてしばらく経たった後、少し冷静になった僕は、今日の自分の発言を思い出して死にたくなって酒に逃げた。
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　五月連休前のある平日の晩、君きみ岡おか家の食卓は微妙な雰囲気に包まれていた。原因は、県外の大学に出ている君岡家の次女、美園が連休中の帰省の予定を撤回したことにある。

　両親（特に父）は一人暮らしをする娘が心配で顔を見たがっていたし、美園の妹の乃の々の香かは、大学入学を機に大きくイメチェンをした美園から大学生活の話を聞くのを楽しみにしていたのもあって、三人が三人とも大変残念がっている。

「ゆっくりしようと思ったら授業も休まないといけないし、一人暮らしにも慣れたいから」

　美園は帰省を取りやめるもっともらしい理由を語ったが、事情を知っている姉の花か波なみからしてみたらその言葉の噓うそはバレバレだ。連休まで一週間を切ったこの時期に予定を撤回する以上、美園の想おもい人である「牧村君」との間に何らかの進展があったであろうことは想像に難かたくない。残念がる他の三人とは対照的に、花波は妹からその話を聞くことを楽しみにしていた。

　そんな夕食を終えた花波が部屋に戻ると、スマホに一件のメッセージが届いていた。差出人は妹の美園。内容は──

『お願い助けて』

「どういうこと？」

　穏やかでない文面に首を傾かしげつつ、妹の番号を呼び出して電話をかけると、美園は待ち構えていたのか二コールで電話に出た。

「どうし──」

『おねえちゃん……』

　泣きべそをかいたような妹の声はいつぶりだろうか。牧村との約束が流れてしまったのかもしれない。花波が慰めの言葉を探していると、美園からビデオ通話にしたいという要望があった。了承してビデオ通話に切り替えた花波は、画面の向こうの妹を見て全てを察した。

「とりあえずメイク落としてきな」

　画面の向こうの妹は無言で頷うなずいた。そして待つ事数分、再度のビデオ通話が始まった。

「それで？　牧村君とのデートに備えてメイクの練習したらああなった、と」

『うん……』

　フィクションなどでよくある、子どもが母親の化粧道具を勝手に使ったらお化けが生まれたというほどの惨状ではなかったが、抜群の素材を損なうには十分だった。

「さっきのは絶対ダメだからね」

『もうしない』

「それで、デートはいつなの？　連休中でしょ？」

『五月五日』

「諦めて普段通りで行きなさい」

『やだ』

　高揚と落胆のせいなのか精神年齢が幼くなっている妹に、花波は内心で嘆息しながら説得を続ける。

「今からじゃ無理だから」

『でも！　牧村先輩に良く思われたい』

「じゃあ聞くけど。牧村君の好みのタイプわかる？」

『……わかんない』

「だったら変に頑張るよりも、いつも通りの方がいいからね」

　噓である。先ほどの美園のような明らかにダメなメイクは論外にしても、デートの時に雰囲気を変えた彼女に喜ばない男はいない、というのは花波の持論だ。初デートならなおさらだ。たとえ普段通りの方が好みだとしても、自分のために頑張ってくれた彼女に男は喜ぶのである。

　だが今回は時間的猶予が無い。花波にも予定があるので、当日までにメイクを教えることは出来ない。牧村を少しがっかりさせてしまうかもしれないが、妹に醜態を晒さらさせてしまうよりは遥はるかにマシなはずだ。

「あとヒールも、あんまり高いのダメだからね。どうせ慣れてないでしょ」

『……』

　画面の向こうの妹は明らかに不満顔だ。

「慣れないヒール履いて足痛くなったらどうするの」

『我慢出来るもん』

「美園が痛いの我慢してるのに気付かないの？　牧村君鈍いの？」

『そんなことないもん！　牧村先輩なら絶対気付いてくれる……確かにちょっと鈍いけど』

　鈍いのは鈍いのか。と、意識が逸それそうになったが、欲しかった言葉は引き出した。

「じゃあ靴も普段通りね」

『……わかった』

「次のデートまでにメイクの練習すればいいから。あんまりこっちでゆっくり出来ないだろうけど、デート後の土日で一回帰っておいで」

『次のデート、してくれるかな？』

「そのための作戦を考えようか」

　聞く限りの牧村の印象からして、美園から誘えばまず間違いなく次のデートもある。花波は確信に近い思いがあったが、美園の緊張感を緩ませないために敢あえてそれは言わない。けっして面白いからという理由ではない、けっして。

「今のとこ食事の約束だけね。昼と夜どっちにするの？」

『どっちがいいかな？』

　美園の言によれば一緒に決めようと約束したのは昨日で、まだ詳細は全く決まっていないとのことだ。

「長くデートしたいよね？」

『うん！』

「じゃあお昼にした方がいいかな」

『そうする』

　美園はもちろんだが、恐らく牧村もデートには慣れていないと花波は見ている。そんな二人にディナー後の延長戦は荷が重い。かと言ってディナー前はと言えば、不慣れ同士では迫る時間を気にして十分に楽しめなくなってしまうだろう。

「お昼の後は何がしたいか考えてる？」

『ええと。映画、とか？』

「却下」

『どうして？』

「牧村君の見たい映画とか、好みとか知ってる？　そもそも映画好きじゃなかったらどうするの？　大体、映画じゃその時間牧村君と全然話せないでしょ」

『うぅ』

　ランチからの初デートであれば、長くても夕方前には別れるくらいだろう。映画デートでその後に感想を言い合う場合とは違い、貴重な時間で映画を見ている暇は無い。

「美園なら散歩デートがおすすめかな」

『お散歩？　そんなことでいいの？』

「まず第一に、牧村君と話す時間が長くとれ──」

『お散歩にする』

　即答である。他のメリットを説明するまでもないようだと、花波は苦笑する。

『お昼のお店はどうしたらいいかな？』

「そこは牧村君にお願いしたらいいんじゃない？」

『私から誘ったのに、いいの？』

　正直なところ、美園に選ばせると気合いが空回りして牧村をドン引きさせる気がする。という理由は心の内に留とどめ、花波はそれらしい理由を語る。

「牧村君も男だし、何から何まで美園が決めたら気まずいでしょ」

『言われてみたらそうだね。お店はお願いしてみるよ』

　その後も諸もろ々もろの相談に乗った甲か斐いもあり、美園は大分満足度を高めてくれたようだ。

『ありがとうお姉ちゃん。頑張って来るね』

「空回りしないようにね。あとさっきも言ったけど、連休終わりの土日は帰っておいで」

『うん。それじゃあ、長々とごめんね。ありがとう。おやすみ』

「気にしなくていいよ。おやすみ」

　色んなことを話しはしたが、普段通りの美園が出せればデート自体が失敗することは無いと、花波は思う。可か愛わいいだけでなく、素直で優しい自慢の妹だ。帰省の約束も取り付けたことだし、少し遠い空の下で妹の初デートの成功を祈っておこうと思う。

　それから、明日の朝には残念がっていた三人の家族に、美園の帰省を教えてあげよう。

「喜ぶだろうなあ」

　美園がデートのことで口を滑らせたら、父は泣くかもしれないが。
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　文ぶん実じつの全体会議は基本的に火曜と金曜に開催される。しかし連休が明けて最初の火曜は、連休モードから学生生活モードへと戻すためとでも言えばいいのか、それが無い。前回の集まりが四月最終週の火曜だったので、次の全体会議までの間は二週間以上空くことになる。

　とはいえ皆が同じ大学に通っているのだから当然だが、一学年二千人超の学生たちの中でも、行動範囲が近い文実メンバーとは意識しなくても意外と遭遇する。

　僕の通う大学の学部は教育、人文、理学、工学、農学の五つがある。それぞれ専門の○○学部棟の群──理学部ならば理学部Ａ棟〜Ｅ棟──があり、そこに加えて教養科目や言語系の授業で使う共通棟を合わせて六つの群となる。

　僕が在籍する理学部は正門から近く、周囲には共通棟と工学部棟がある。つまり、通常の大学生活で遭遇するのは同じ理学部生、工学部生、それから言語や教養科目で共通棟を使用する一年生がメインになる。

　そういった訳で、週明けの月曜から一年二年を問わずそれなりの文実メンバーと遭遇している。一年生に関しては話したことの無い子たちがほとんどだったので、遭遇というよりは見かけたという方が正しいかもしれない。

「あれマッキーじゃん。久しぶり、ここいい？」

　そして木曜日。毎週木曜は部活とサークルの活動日なので授業が午前中で終わる。僕が第一学生食堂で昼食をとっていると、珍しい人と珍しくない人のコンビに出会った。

「航くん」

　声を掛けてきた人物の名前を呼ぶと、その横の人物がぷっと噴き出した。そして僕は無言で頭をはたかれた。

「言うようになったな、お前も」

　笑いながらそう言って向かいの席に座ったのは、文実ＯＢの成島航一さん。

「つい。というか成さん、僕の個人情報をそこの奴やつにベラベラ喋しゃべったでしょ」

「そこの奴って酷ひどくありません？」

　隣の席についたのが成さんの恋人の宮みや島じま志保で、現在進行形で僕に抗議をしている。

「でも珍しいですね。成さんこっちに来るなんて。サークルの日でも第二学生食堂にしょくじゃありませんでした？」

　教育学部の成さんは普段、教育学部棟から近い第二学生食堂で昼食を済ませている。

「今日は生協にも用があったしついでにな。お前こそ木曜に学食にいるの珍しいんじゃないか？」

　生協は第一学生食堂に併設されているが、普段の平日は昼食を買いに来る学生以外は混雑を嫌って避ける者が多い。午後は帰るだけの学生も多い木曜の昼に関しては、学食同様に比較的空すいている。

「酷くないですか？」

　まだ志保の抗議が続いているが、とりあえず無視して成さんに返事をする。

「そうですね。今日はほんとにただ何となくです」

「酷くないですか？」

「あー、わかった。悪かった悪かったごめんごめん」

「感情が全くこもってませんけど、まあ許してあげます」

　うるさいので仕方なく謝ると、志保は尊大な態度で胸を反らせた。

「お前、人の彼女の扱い雑じゃね？　こんなに可愛いのに」

　そう言って成さんが優しい笑みを浮かべながら志保の頭を撫なでると、志保も嬉うれしそうに目を細めた。午後の授業がある他の曜日と比べれば学生は少ないが、現在の食堂内にも百人くらいはいるはずだ。それなのに二人だけしかいないかのようなバカップルに冷めた目線を送ってみせたが、同時に、二人ともこんなに幸せそうな顔をするのかと、内心ではとても驚いていた。

「まあ、マッキーさんは私のこと眼中にないですからね」

　ひとしきり頭を撫でられて満足したのか、志保はニヤリと笑って僕に話題を向けてくる。

「どういうことだよ。志保に魅力が無いってことか？」

「僕の成さんのイメージを返してください、マジで」

　成さんは雄弁なリーダータイプではなかったが、陰から皆を支える頼りになる先輩だった。断じてこんなバカップルの片割れではない。大体、眼中にあったらあったで絶対文句言っただろうに。

「成さんの彼女ですからね。そういう目では見られませんよ」

「そうでなくても、美園のことがお気に入りですからね」

　言いたいことを飲み込んで無難な答えでお茶を濁そうとした僕に、志保は相変わらずのニヤケ顔でそう言った。

「みその？」

「私の友達。同じ学科で文実の子だよ」

「ああ。前に言ってた子か。その子がマッキーのお気に入りだと」

「そ。すっごく可愛いから。学食とかにいると本当によく声かけられるしね」

「へー」

　そりゃそうだよな。でも、美園は上手うまく対応出来ているだろうかと心配になる。

「嫌そうな顔してますね〜」

「してますねぇ」

　そんな僕を、二人してニヤニヤと生温かい視線を向けてくる。

「別に嫌そうな顔なんてしてませんよ。美園が困ってないか心配だっただけです」

「へえ」

　そう言った僕を、成さんが普段より目を開いて見てきた。

「何ですか？」

「いや、マッキーからそんな言葉が出るなんて意外だなと思ってさ。お気に入りってのも案外噓うそじゃないんだな」

「噓じゃないよ！」

　発言を疑われていた志保がぷりぷりとして文句を言うが、成さんが「悪い悪い」と頭を撫でるとすぐに怒りも吹き飛んだようだ。バカップルめ。

「お気に入りですか」

　志保と成さんから言われた言葉を反はん芻すうする。美園と最初に会話をしてから約二十日、その間家まで送ること三回。休日に二人で食事に出かけること一回。出かける場所を相談していたことも理由だが、メッセージのやり取りは足の指まで使っても数えるには足りない。

　美園以外の後輩で言えば、志保をバス停と成さん（と僕）のアパートまで送ったことがあるだけで、その他はゼロだ。しかも出展企画部だけに限っても、話をしたことがある後輩の方が多分少ない。交友を広げるのが苦手な自分の、後輩との付き合いはそんなものだ。

　その状況を美園に対してのものと客観的に比較するならば、彼女は間違いなく僕のお気に入りだろう。主観で言っても、僕は美園を……好ましいと思っている。

「何も言えないってことは自覚ある感じですか？」

「まあ志保、この辺にしといてやろう」

　調子の変わらない志保を成さんが軽く咎とがめる。バカップルに堕おちたとはいえ、やはりこの人は僕の知っている成さんだと再認識する。

「こういうのは茶化さず見守った方が楽しいんだ」

「確かにそうだね」

　前言撤回。

「こっちは楽しくないんですけどね」

　肩を竦すくめて言葉を返したものの、バカップルにはどこ吹く風だったようだ。




「じゃあそろそろ合唱団サークル行くわ。また部屋に来いよ。久しぶりに一緒に飲もう」

「はい。お疲れ様です」

「じゃあマッキーさん、また」

「ああ、また」

　昼食を食べ終わると、二人は文化サークル棟に向かった。志保が成さんと同じ合唱団に所属していることは、先日美園から聞いていた。二人は同じ高校の合唱部で出会い、志保から告白して交際に至ったことも一緒に聞いている。

「恋人か」

　去っていく二人を見て、自然と言葉がこぼれた。頼りになる兄のような先輩も、サバサバしていると思っていた後輩も、恋人の前ではあんな表情を見せるのだということが意外で仕方なかった。

　僕も恋人が、もし仮にだが、出来たとしたら、ああなるのだろうか。

　もし仮に僕に恋人が、そう考えた時に頭に浮かんだのは一人の後輩の顔だった。

　美園と挨拶を交わすだけで、どこか温かな気持ちを抱いていた。品の良い所作に好感を抱いていた。可愛らしい顔で豊かな感情を表してくれる彼女に、惹ひかれていた。

「そういうことなんだろうな……多分」

　次からどんな顔をして美園と会えばいいのかと、もうだいぶ人の少なくなった学食で文字通り僕は頭を抱えた。











三章









　前回から二十日ほど間が空いた文ぶん実じつの全体会議の開始まであと約五分。去年の連休明けもそうだったが、やはり一年生の出席率が下がっている。新生活に慣れていく中で、サークルに部活やバイト、恋人や友人関係などに重きを置くようになっていくのは仕方ないとはいえ、どうしても寂しく感じてしまう。

「やっぱ減るよなあ」

「まあしょうがないよ」

　隣に座るサネとドクも同じことを考えていたようで、声は少し消沈気味だ。サネもドクも一年生とはよく絡からんでいたのだ、僕よりもよほど寂しく思っているかもしれない。そんな二人を横目で見ていると、ポケットに入れてあるスマホが震えた。

『ご都合が合えば今日の帰りもご一緒出来ませんか？』

　自分の感覚では震えが止まるよりも早くスマホを取り出して確認をすると、ペチペチと腕を振るペンギンのスタンプと一緒に、美み園そのからそんなメッセージが届いていた。

　一緒に出かけたあの日以降、二日に一度くらいの頻度で美園からメッセージが届くようになった。相変わらず丁寧な文章だが、結構な割合で一緒にペンギンのスタンプが追加されている。親しみの証あかしのようで、何度見ても顔がニヤケそうになる。

『了解。もし二年生だけ集められたら先に帰ってくれ』

『待っています』

　送って二十秒ほどだろうか、先ほどとは違う手を振るペンギンのスタンプと一緒にそんなメッセージが返って来る。

「マキ機嫌いい？」

「女か？」

「そう思うか？」

　サネとドクの言う通りなのだが、自分の気持ちすらままならない現状、今までの僕ならこう返すだろうと逆に尋ね返す。

「いや」

「全く」

「友人からの信頼が嬉しいよ」

　ドクとサネと軽口を叩たたき合っていると、委員長の一いちノの宮みや仁じんが「少し早いけど」と前置きをして開会の挨拶をした。

　今日の全体会議は明日に迫った全体作業の説明と、今後の委員会活動の流れを資料化した物が配られる。文化祭本番は十一月だが、文実の本格始動は五月の下旬からで、ジンの説明もその辺りに重点が置かれていた。




　全体会議からの続きで、部会の方でも今後の出展企画部としての活動の流れが簡易的に説明されていた。スライドを印刷したプリントを配り、部長の綾あや辻つじ隆たかしが説明をしていく訳だが──

「なんでペンギン？」

「結構可か愛わいくない？」

「棒人間よりはいいよね」

　などと言った声が、主に二年生から聞こえてくる。配られた資料は去年の物をほぼマイナーチェンジしただけだが、出展団体や委員会を示していた棒人間がペンギンに変わっている。

　隆以外は知らないが、あれを作ったのは僕だ。四月の終わりに隆から「頼める中でマッキーが一番暇そうだから」という、大変やる気をくすぐる文句で依頼を受け、去年のデータを少しだけ改造した。「棒人間は味気ないから」と言われたので最初はパンダにしていたが、連休終わり頃にふと思い立ってペンギンへと変えた。

　円と楕だ円えんだけの組み合わせで出来ていたパンダよりも、そこに三角形の図形オブジェクトも必要になるペンギンの方が少し大変ではあったが、作り始めると楽しくなってしまい、印刷して使うと分かっていたのにペンギンがトコトコ歩くアニメーションも設定してしまった。それを見るのが隆だけというのは、考えると少し、いやだいぶ虚むなしい。

「──なので、出展団体の申し込みは九月からですが、えーと、各担当は五月中には割り振られますので、六月からは広報と協力して出展団体募集の案内をしていきます。簡単な説明は以上です。何か質問のある人いますか？」

　説明を終えた隆が全体を見回して問うが、質問をする者はいない。二年生はほぼ去年のままの内容に対して質問は無いし、一年生はまだよく分かっていない状況な上、資料をよく読めば書いてあるかもしれないという心理も働くのか、手は挙がらない。

「それじゃあ──」

「はい」

「はい、じゃあ若わか葉ば」

　手を挙げたのは二年生で第一ステージ担当のミニマム系関西人、岩いわ佐さ若葉。

「みんな気になってると思うんやけど、あのペンギン何？」

　標準語ともこの地方のものとも違うイントネーションで尋ねられた質問に、若葉の近くに座る二年生女子は「うんうん」と頷うなずいている。

「マッキー、なんで？」

　上手うまく誤魔化せと念じた僕の期待をあっさり裏切り、隆は僕に丸投げしてきた。

「マッキーが作ったん？」

「うん。四月の終わりに俺が頼んだ」

「ふーん」

　視線が僕に集まる。一年生からしたらマッキーって誰？　というレベルの子もいるだろうが、集まった視線の先で多分気まずそうにしているのが僕だ。

「なんとなくかなぁ」

　ペンギンを選択した理由は明確なのだが、流石さすがにそれを口には出来なかった。




「牧まき村むら先輩。お待たせしました」

「いや、全然待ってないよ。むしろ急せかしたみたいでごめん」

　あの説明の後、来週の土曜に行われる出店企画部としての新入生歓迎会の案内がされて部会は解散となった。二年生だけが集められることも無く、あとは帰るだけ。

　美園は近くに座っていた友人たちと何やら話をしていたようだったが、すぐにそこから抜け出してきた。聞こえた「ごめんね」と謝る声にいくらでも待つのにと思いはしたが、そういったところも彼女らしさだろう。申し訳ないが、嬉うれしさも感じてしまう。

「とんでもないです。私からお願いしたことですから」

「僕は予定がある訳でもないし、あの子たちもこの時間から長々話すこともないだろうし、次からは急がなくていいよ」

「ありがとうございます。次からは、ですね」

　一瞬丸くした目を少し細め、美園がやわらかく表情を崩す。優しく温かな微ほほ笑えみなのに、心臓に悪い。先日自覚した感情のせいも大いにあるのだろうが、平静を意識しなければ。

「それじゃあ、行こうか」

「はい」

　そうしてまた、人ひと気けの無い大学内を歩いて行く。

「そう言えば、ペンギン可愛かったですよ」

「ありがとう、一応」

　正直な話、パンダをペンギンに変えたのは完全に美園の影響だったので、僕が作ったことは誰にも言わないつもりでいた。なのでこうやって本人から感想を言われることは完全な想定外で、返答に困る。

「美園は、ペンギン好きなの？」

「はい！　大好きです」

　話題を逸そらしたいという理由もあって、少し前から気になっていたことを聞いてみると、予想通りの答えが返って来た。その満面の笑みに、県内でペンギンを見られる場所はどこだろうと記憶を呼び起こそうとしたことに気付き、頭を振る。いくらなんでも調子に乗り過ぎだろう。平静であろうと気を付けているのに、中々難しい。

「どうかしましたか？」

「いや何でも。そう言えば志し保ほは？」

　頭を振った理由を誤魔化したところで気付いたが、そう言えば志保がいない。正門前のバス停を見てそれを思い出す。

「しーちゃんがいないと嫌ですか？」

　わざと作ったものだとわかるが、不満げな表情と上目遣いの組み合わせが凶悪で、思わず言葉に詰まる。

「冗談です」

　美園は表情を崩してふふっと笑う。志保には悪いが不満は一切無かった。

「今日は成なる島しまさんのお家うちにお泊まりするので、生協前で待ち合わせだそうです」

「お泊まりね……」

　そういう経験の無い僕のイメージでは、恋人間のお泊まりイコールつまりそういうことだ。実際には泊まったからと言って必ずそういうことをするとは限らないのだろうが、美園の口から「お泊まり」という単語が出たせいか、発想が気持ち悪い方向に傾いている。

「ところで。明日の準備は出来てる？」

　前後の流れとしては強引だが、自分の邪念が膨れ上がる前に話題転換を図る。今日の僕は話題逸らしと話題転換しかしてない気がする。

「はい。昨日お友達と一緒に古着を買ってきました」

　第一回の明日はまだだが、実作業では塗料を使うことも多いので、汚れてもいい服を着て来ることが望ましい。更に言えば、美園は僕が知る限りひざ下丈くらいのワンピースを着ていることがほとんど。体を動かす作業には明らかに向かない格好なので少し心配していたが、それを聞いて安心する。何人で買いに行ったかは知らないが、流石に全員でスカートを買ってくることは無いだろう。

「服装以外に注意点はありますか？」

「そうだなぁ。男は結構重い物持ったりするから軍手があればいいかなと思うけど、女子の方はあんまりわかんないな」

　とは言えここで何も言えませんではせっかく美園が頼ってくれたのに格好がつかない。頭を捻ひねって記憶を呼び起こしてみると、女子側の注意が一つだけあった。

「あとは、明日はあんまり関係ないと思うけど、髪の毛はまとめといた方がいいかも。もしくはまとめられるゴムとか用意しておくか」

　記憶の中の女性陣、特に長めの子たちはよく髪をまとめていた。塗料や糊のりを使う時に髪に付いてしまわないようにするためだろう。アドバイスが出来て良かったとほっとした僕に対して、美園の反応は硬かった。

「ありがとうございます。そう、ですか……」

「ごめん。もう知ってた？」

「いえ、そうではなくてですね。」

「どういうこと？」

「髪の毛、まとめるのが苦手なんです」

　美園は少し気まずそうにそう言うが、作業の邪魔にならないようにすることと塗料などが付かないようにすることが目的なので、適当でいいのではないだろうか。そう尋ねてみると──

「色々あるんです。女の子には」

　だそうだ。そう言われてしまえば男としては黙るしかない。

　そしてまたもや話題を変えて、美園の姉妹のことを聞きながら家まで送って行って、今日は別れた。

「牧村先輩。おやすみなさい。また明日」

「ああ、おやすみ。また明日」

　この挨拶を交わす瞬間が心地良い。綺き麗れいに腰を折る姿からは視線を逸らせない。

　やはりそういうことなのだ。それを改めて自覚した。
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　今年で第五十九代を迎える文化祭実行委員会の記念すべき第一回全体作業の朝。開始時間が九時なので八時三十分に家のドアを開けた。そして次の瞬間閉めた。約十秒後、僕の部屋のドアをドンドンと叩たたく音と共にインターホンが連打される。

「ご近所迷惑だからやめろ」

　ゆっくりとドアを開けると、先ほど僕と全く同じタイミングで二つ隣の部屋から出てきた女子、宮みや島じま志保が不満を露あらわにして立っていた。ショートカットなので髪はそのままだが、着ている服はいつもと比べて少しラフだ。

「何で戻ったんですか」

「何となく？」

　誤魔化したが、お泊まり明けの知り合いと朝っぱらから顔を合わせるのは誰だって多少気まずいのではないだろうか。とはいえ、顔を合わせた途端に逃げられた志保としてもいい気分はしないだろう。

「悪かったよ。ついな」

「朝から可か愛わいい後輩と会って恥ずかしくなっちゃったんですね」

「いや、それは無い」

　外見が整っていることは否定しないが。

「マッキーさん、社交辞令って日本語知ってます？」

　そんな不満げな志保をあしらいつつ階段を下り始めると、その先にはまた別の見知った顔。朝から出会った可愛い後輩は、こちらに気付くと顔をぱっと輝かせ、丁寧に頭を下げた。

「あ！　牧村先輩、しーちゃん。おはようございます」

「おはよう美園」

　美園と待ち合わせているなら先に言え。

「おはよう、美園。ちょうど家出たら志保がいてさ」

「浮うわ気きの言い訳みたいですね」

「そうだね」

　しれっと言う志保と苦笑する美園、女子二人の意見が一致する。実際に言った僕もそう思う、浮気したこと無いけど。そもそも本命がいたことも無い。

「断じて違う。さ、行こう」

「はい」

「その前に」

「ん？」

　頷いて僕の横に並ぼうとした美園の両肩を摑つかみ、志保は自分へと引き寄せる。「しーちゃん？」と首を傾かしげる美園だが、結局は逆らわず志保の斜め前辺りまで移動した。

「ほら。いつもと違う格好の女の子二人を目の前にして何も無しですか？」

　張本人の志保は七分袖にジーンズという割といつもと系統が変わらない格好だが、先ほども思った通り少しだけラフな印象を受ける。対して美園はいつもワンピースタイプの服を着ているが、今日はチュニックブラウスとジーンズに靴もスニーカー。髪こそまとめていないがこちらは大分印象が変わる。志保は堂々と、美園はちらちらと僕を見ながら、暗に早く感想を言えと求めてきている。

　一般的に、普段と違う格好の女性に対して服装を褒めることは好印象なのだと思うし、心情的にもそうしたい、特に美園に対しては。ただ、僕にそういった経験が無いのでかなり難しい。しかも二人とも作業用の服装な訳で、普段の格好の方が女子として気合いの入った装よそおいなのだと考えると、安易に褒めるのもどうなのだろうと思ってしまう。

「……動きやすそうだな」

「ダメですねえ、この人は。ねえ美園？」

「え……でも作業なんだし、動きやすいことは大事だよ」

「……ありがとう」

　気の利きかない僕をフォローしてくれた美園の眉尻は少し下がっていた。




　文実の委員会室は、正門から比較的近い共通Ｇ棟の二階にある。ここは共通棟群の中では少し離れた位置にあり、夜間部以外の授業がほぼ行われないので日中の学生の出入りが少なく、土日であれば人も通らない。そのため作業でお店を広げてもあまり迷惑にならないという、文実にとってはかなりの好立地にある。
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　美園と志保を連れだってゆっくりと歩き、時刻は八時四十分。集合及び作業場所であるＧ棟前広場には既に二十人ほどが集まっているだろうか。

「ようマキ。同伴出勤か？」

　特に目立つ訳でもない二年生が可愛い後輩を二人連れて登場した。そんな状況を見た全員の意見を代弁するかのようにサネが問いかけてきた。空気を読んで弁明の機会をくれたのではないかと思う。

「バカ。たまたまそこで一緒になっただけだよ」

　噓うそは言っていない。「そこ」の解釈がちょっと広いだけで、待ち合わせはしていないし、たまたま会ったのも事実だ。言いながらサネとドクに向かった僕が美園と志保のそばを離れると、二人の周りには一年生の男女が集まって話しかけ始めていた。

「今日の格好もいいな」

　後ろから男の声でそんな言葉が聞こえて、その手があったかと感心した。次の機会があれば使おうと思う。ただ、そんな褒め言葉に美園がどんな反応をしたかが気になったのに、振り返ることは出来なかった。




　時間が近付くにつれて人も増え、副委員長の康こう太たから今日の作業内容の説明と大おお雑ざっ把ぱな仕事の割り振りがされて作業開始。今日行うのは去年使った看板のメンテナンスだ。文実で使う看板は大まかに二種類、紙製と木製が存在する。紙製の方は使い終われば廃棄するのだが、木製の方は毎年使い回すので補修が必要になる。

「え、デカっ」

　木製看板のメンテナンスのためにまずは保管場所から運び出す訳だが、倉庫内の看板を見た一年生から驚きの声が漏れた。看板の規格はいくつかあるのだが、最大の物はおよそ縦二・五メートル、横二メートルにもなる。初見では驚くだろう。

「これ運べるんすか？」

「三人くらいで持つし、見た目ほど重くないよ」

「マジっすか？　……あ、マジだ」

　形状的には無理だが、単純な重さだけで言えば一人でも十分持てる程度。一緒に看板を持った後輩は、拍子抜けしたような声を上げた。

「これ運び終わったら女子の方に混ざっていいんすよね？」

「ああ、いいよ」

　木製看板は木の土台の上に模造紙を貼って使うのだが、昨年貼った物がそのまま残っていて、今年もまた使うためにそれを剝はがす作業があり、そちらは女子を中心としたチームが行う。数の多さも相まって意外と手間と時間がかかる作業ではあるのだが、その分ワイワイと緩い雰囲気で、どう見ても男子のみの運搬チームよりも楽しそうだ。

「じゃあさっさと運んじゃいましょう」

「安全第一な」

「うっす」

　一年生は初の作業なので当然二年生が仕事内容を教えることになる。新歓で絡からんだ時に学部学科が同じだと分かったからか、同じ出展企画の後輩、小こ泉いずみ雄ゆう一いちは解説役に僕を選んでくれたようで、こちらとしても助かる。

「やっぱ男が力仕事なんすね」

「まあなあ。軽いから女子でも出来なくはないけど、男手があればそっちでやるよって感じかな」

　よく喋しゃべるタイプなので、看板運びを何往復もしているのに会話が途切れることも無くその面でも助かる。

「点数稼ぎっすね」

「半分はな」

　もう半分はプライドとカッコつけだろうと思っている。女子相手に力仕事をやってくれとは口が裂けても言いたくないし、言うつもりもないというのはほぼ全男子の共通認識だ。

「ところでマッキーさん」

「ん？」

「今日あの二人と一緒でしたけど、どうなんすか実際のとこ？」

「別に、言った通りほんとにたまたま一緒になっただけだよ」

　噓は言っていないのだが、ニヤケ面づらになった後輩は「えー？」とまだまだこの話を続けるつもりらしい。しかし──

「あ、俺もその話聞きたかったです」

「俺も俺も」

　周囲の一年生たちが五、六人会話に入ってくる。もう看板運びはほとんど終わっていてすることが無くなってきたのもあるのだろうが、それでも近場にいたほぼ全員。どれだけ興味があるんだ。

「今朝君きみ岡おかさんとどの辺で会ったんですか？」

「ほんとにたまたま会っただけなんですか？」

「宮島さんも一緒ってことはバス停の辺ですか？」

「君岡さんはどこに住んでるんですかね」

「可愛いですよね」

　質問に答える前に別の質問が飛んで来る。

「個人情報は本人に聞いてくれとしか言えないな」

「ガードが堅いんですよ」

「宮島さんのガードもあるし」

　まあ、あれだけ可愛ければガードを堅くしなければやっていけないだろう。親しくさせてもらっている身としては少し申し訳なさも覚えるが、それでも美園についての質問にはまるで答える気にならなかった。個人情報はもちろんだが、それ以外についてもとぼけたのは多分、大人げ無いが自分でも言いたくなかったからなのだろう。

　飛んで来る質問を適当に流して運搬を進め、看板を全て運び終わると少しの休憩タイム。この後二年生生男子は傷んだ看板の補修という名の軽い大工仕事、一年生男子は女子の方に混ざることになっている。のだが、休憩をとらずに向こうに参加する者も結構多かった。

　僕はもちろん休憩をとっているが、日陰に腰を下ろして剝がしのグループにいる美園を探すとすぐに見つかった。ヘラを使って木製看板の表面に残った模造紙を剝がしている最中で、中々に苦戦しているようだった。去年やった時には僕も苦労した。

「しかし、思った以上に人気だな」

　やはりと言うべきか、美園の周囲は少し人口密度が高い。今日は女子比率が高いが、そこに何人か男も混ざっている。そんな状況ではあるが周辺に志保や香かおりがいるためか美園も困ることは無いようで、作業に苦戦しながらも楽しそうに笑っている。そんな顔を見ているとこちらもどこか楽しくなってくる。それなのに、少し胸が痛んだ。
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　週が明けて火曜日の全体会議では第一回全体作業の労ねぎらいから始まり、今週日曜に予定されている第二回作業の説明が行われた。真剣に話す委員長のジンだったが、聞き手側とは少し温度差がある。一年生にとっても二年生にとっても今日の本番は後に控える部会なので、皆そちらに意識が行きがちになってしまうのは仕方のないことだった。

　その後の部会では各部で希望担当のアンケートがとられた。第三希望まで書いてもらい、その結果をもとに部長と七人の担当長の話し合いによって最終決定がなされることになっている。

「ちゃんと第二ステージ希望ですって書きましたから」

　志保は他の一年生と話して帰るとのことだったので、美園と二人での帰り道。正門を出た辺りで、彼女がそんなことを言い出した。

「あれ本当だったんだ」

「本当ですよ！　絶対第二ステージだって決めていましたからね」

　以前の発言はきっちりと覚えていた。実際に期待もしていたし、一年生がアンケートを書いている最中も美園は来てくれるだろうかと気になって仕方なかった。ついでに言えば今の今まで、どうやってそれを聞こうか悩んでいた。それなのに、面と向かってまっすぐにそう言ってもらった僕の口から出たのは、とぼけた言葉だった。そんな僕の内心を知ってか知らずか、美園は拗すねたような顔を崩して微ほほ笑えんだ。

「そうか。ありがとう、になるのかな」

「でも、希望通りに入れるでしょうか？」

　内心の喜びを抑えて、あくまで冷静を装って礼を言うと、美園は少し不安げに尋ねてきた。

「二ステなら大丈夫じゃないかな、と言いたいんだけど。今年の担当長は香だからなあ。美園みたいに慕って来る子が多いかもしれないね」

「いえ私は……そうだと凄すごく困りますね」

　一年生が加入して約一ヶ月だが、僕の見える範囲で後輩女子からの香人気は高い。実際にどれくらいの人数が希望してくるかというのはまるで読めなかった。

「とりあえず祈っておこう」

「お祈りしてもらえるんですか？　やったぁ」

「……喜ぶのは祈りが通じた後の方がいいんじゃない？」

　口を衝ついた言葉で喜んでくれる、そんな美園にまた軽口を叩たたいてしまう。そうしなければニヤケ面を晒さらしてしまいそうだったから。

「牧村先輩が、私のために、お祈りしてくれることに意味があるんです」

　そんな僕に、一語一語を強調しながら美園は笑う。そう言われて思うが、僕が祈ったのは誰のためだっただろう。確かに美園が希望の担当に入れるといいとは思った、それは間違いない。ただ、それが僕と同じ担当であるとわかっている今、願った理由はそれだけではない。むしろそうでない理由の方が大きいと思う。

「どうかしましたか？」

　無意識に歩みを止めてしまったらしい僕を、美園が下からのぞき込みながら心配そうに尋ねてくれた。気が付くと僕の家の真横だった。

「あ。今日はここまでで──」

「家まで送るよ」

　あまりにも立ち止まった場所が悪くて、僕が家に帰りたがっていると勘違いをさせたのかもしれない。一瞬辛つらそうな表情をさせてしまった自分が情けない。

「ごめん。ちょっとボーっとしただけで、ここで止まったのはほんとにたまたまだから」

　噓うそではないのだが、美園はまだ少し気遣わしげにこちらを見ている。

「美園がもう嫌だって言うか、彼氏が出来るまでは僕が家まで送るよ」

　今度は照れ隠しではなく、笑ってもらうために軽口を叩く。ただ、内容に噓は無いが、思わず口にした言葉は現実になってほしくないと強く思う。

「嫌だなんて言うはずありません！　それに、か、彼氏だって出来ないです」

　街灯の下、美園の頰が染まるのがわかる。彼女が先ほど抱いた申し訳なさは消してしまえたはずだ。

「その気になれば明日にでも彼氏できると思うよ、美園なら」

　思う、どころかまず間違いなく出来るだろう。けっして望んではいない本心からの言葉だが、一緒に歩き出した美園はどこか不満げだ。

「今日にでも、じゃないんですね」

「今日は……もう無理じゃないかな」

　このまま家に帰れば誰にも会わないのだから。時刻は二十時少し前、美園が呼び出せば十人や二十人の男は集まるだろうから本気なら決して無理ではないと思うが、そんなことはしないだろう。

「そうですか……」

「落ち込まなくても美園なら──」

「いえ、いいんです。私は恋人が欲しいんじゃなくて、好きな人に恋人になってほしいんですから」

　俯うつむいた顔を上げ、美園は堂々と言いきった。

「だから、恋人が出来るのはちょっと時間がかかるかもしれませんね？　牧村先輩」

　いたずらっぽい笑みとともにそう言われてドキリとする。時間がかかる、とはどういう意味だろう。まだ好きな人がいないので時間がかかる。好きな人はいるが振り向かせるのに時間がかかる。どちらだろうか。僕の家から美園の家まで歩いて三分間、その問いを口にすることが出来なかった。

「あの、牧村先輩」

「ん？」

　オートロックのエントランスまではあと少し。着いてしまえばいつも通り「おやすみ」を言って別れるだけ。名残惜しくはあるがそれだけなはずなのに、美園は何か言いたげに見える。察してあげたいところだが、そんなスキルの無い僕が何も聞けずにいると、左隣を歩く美園がふと立ち止まった。

　合わせて足を止めようとした僕の左肘に、少し重みがかかった。肘にかかる重みが無くなってしまわないように首だけ動かして左後ろを見ると、俯いた美園が僕の服をつまんでいた。美園はそのまま一歩前へ、僕の隣まで来て顔を上げた。少し上気した頰、潤んだ瞳、つままれた服。一つだけでも十分な破壊力だというのに、三つ同時に来てしまっては僕の処理能力を完全に上回る。

「牧村先輩」

　だが、次に聞こえた言葉はそんな三つ同時三種の神器よりも更に攻撃力が高かった。

「寄っていってもらえませんか」

　何処どこへ、などというのは止まりかけた僕の脳でも理解出来た。




「コーヒーと紅茶、どちらにしますか？」

　あの後、美園に何と返答をしたかはよく覚えていない。今僕がここにいるということは、了承の返事をしたことだけは確かだ。

「じゃあ紅茶で」

「はい。お湯を沸かすので少し待っていてくださいね」

「わざわざありがとう」

「どういたしまして」

　美園が住むのは、大学周辺の学生用物件で一番家賃が高いと評判のマンションタイプ。女子専用なので中身の方は初めて見るが、建物の外観通り広く新しい部屋だった。造りとしては１ＤＫで、ダイニングキッチンは広く設備もいい。

　居室部分の内装は、まっさらな壁紙に淡い水色のカーテン。ベッドやクッション、ソファーなどはカーテンと同じ色で、カーペットも白を中心とした模様はあるもののやはり薄い水色。本棚やラック、机にテーブルなどの家具は白で統一されており、この二つが好みの色なのだろうと予想出来る。その他で言えば、ラックやカーペットの上、更にはベッドの上にも、大小いくつかのペンギンのぬいぐるみが配置されていて微笑ましい。

「恥ずかしいのであんまり見ないでくださいね」

「あ、ごめん。でも美園のイメージ通りの部屋だと思うよ」

　美園は今日もそうだが、暖色系の服を着ていることが多い。女の子なのでということもあり、勝手なイメージで部屋はピンク系統を想像していたが、実際にこの部屋に招かれてみると落ち着いた品の良さと可か愛わいらしさが同居するこの空間は、美園らしいという以外の言葉が見つからない。

「ありがとうございます。牧村先輩にそう言ってもらえると、恥ずかしいですけどとっても嬉うれしいです」

　緊張で手が震えるような状態からようやく回復した僕とは対照的に、美園はずっとニコニコとしている、と思う。招かれて最初の方は僕の記憶があやふやだ。

「今日来ていただいたのは、これを見てほしかったからなんです」

　ダイニングから戻って来た美園は、手に何枚かの紙を持っていた。そこに印刷されているのは美味おいしそうな料理と文字、レストランのホームページをプリントアウトしたものだとわかる。

「覚えていますか？」

　そう言って少し恥ずかしそうに差し出されたのは右手の小指。もちろん忘れるはずなどなかった。

「次の候補はこの辺りのお店でどうでしょうか？」

　こくりと頷うなずいた僕に、美園は満足そうに微笑み、約束した次のプランを提示してきた。

「ええと」

　白いテーブルの上に広げられた用紙は、可愛いクリップで各二枚ずつ、三店舗分がまとめられている。フレンチが二軒にイタリアン一軒、前回僕が和食を選んだから次は洋食でという意図なのだろう。

「あの、お隣失礼しますね」

　僕が言葉選びに悩んでいると、一言断って僕の右横に座った。場所のせいか距離のせいなのか、そして自分の気持ちのせいか、スカートを押さえながらの彼女に心拍が一瞬で上がる。ほのかに甘い香りも、それを加速させる。

「ここなんてどうでしょう？」

　楽しそうに微笑む美園が資料を一部僕の手元に引き寄せる。肩が触れ合うような距離ではないが、隣から僕を覗のぞき込むような彼女にまたドキリとさせられる。

「前回はランチだったので、次はディナーをと考えてみたんですけど」

　目が離せない。横顔も大変に整っているが、見ていたい理由はそれだけではない。紙を一枚めくった美園は少し声を弾ませていて、見ていてこちらも楽しくなる。

「牧村先輩？」

「……ああ、ごめん。ディナーだと曜日も選びやすいからいいんじゃないかな」

　見み惚とれていたのを誤魔化して紙に目を落とす。フレンチを食べた経験は親戚の結婚式くらいで、プリントされた料理の正式名称はもちろんわからない。ついでに店の名前も読めない。それでも言葉通りとても美味しそうに見える。美園は「はい。そうですね」と顔を綻ばせるので、そんな彼女に奪われかけた視線を必死で紙に繫つなぎとめた。だが──

「料理も美味しそうだと思う」

「そう言ってもらえて良かったです」

　候補の店は、彼女のことだから真剣に選んでくれたはずだ。だからこそ言いづらい。だが言わなくてはいけない。

「だけどこの店は全部ダメだ」

「え……」

「いや！　言葉が悪かった。全然ダメじゃないし、いい店だと思う。僕だってさっきも言ったけどまた美園とご飯行くの凄く楽しみにしてたし、だからこそ──」

　驚いて目を丸くした美園に誤解させたくなくてまくし立てていると、口元を押さえた彼女がくすりと笑った。

「あ、ごめんなさい。牧村先輩も楽しみにしてくれていたってわかって、とっても嬉しかったんです」
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「それなら良かったよ……」

　もう少しスマートに事が運べればと思うのだが、結果としては美園に誤解させてしまうことも無く、彼女に嫌な思いもさせずに済んだらしい。

「凄すごく楽しみにしていてくれたんですね」

「うん……」

　嬉しそうに目を細め、少しだけ頰を緩めた美園はテーブルの上の紙に目を落とし、そしてまた僕へと視線を戻す。整った顔に浮かぶのは可愛らしいはにかみで、彼女の方も楽しみにしていてくれたのだとわかる。約束をした時に結んだ小指が、少し熱いような錯覚を覚えてしまう。

「牧村先輩」

　優しい声でそう呼びかけて僕を見て微ほほ笑えむ美園に何と返そうかと悩んでいると、ダイニングの方から電子音が響いた。電気ケトルに助けられた格好だ。




「美味しい」

　出してもらった紅茶は美味しかった。「これしかなくて」と言ってお茶請けとして出してくれた饅頭まんじゅうも、紅茶に合っている。

「お口に合って良かったです」

　向かいに座り直した美園はそう言ってからスティックシュガーを半分程溶かし、ティーカップを口に運んだ。因ちなみに僕はノンシュガーで頂いている。一口飲んでから砂糖をどうしようか決めようと思ったが、饅頭が甘いので必要無かった。

「饅頭も美味しい。可愛くてちょっと食べづらいけどね」

　出してくれた饅頭は一口サイズで、デフォルメされた動物を模した作りをしており、美園の好きなペンギンもいる。可愛い動物たちにフォークを刺すのは多少気が引けたので、掬すくい上げるように食べている。

「地元のお土産なんです。可愛いなって気に入って買ったんですけど、後から考えたら牧村先輩に渡すにはちょっと可愛すぎたかなと思って渡せなくて。今日食べてもらえて良かったです」

　苦笑ぎみに言う美園だが、つまり僕個人にお土産を買ってきてくれたということで、舞い上がりそうになる。

「実家に帰ったんだ？」

「はい。帰らないつもりだったんですけど。ちょっと、用が出来てしまったので」

「そっか。ところでさっきの話の続きだけどさ」

　美園は少し歯切れが悪い。実家に関わることかもしれないので話題を変える。

「そうです。どうしてダメなんですか？　デ……お出かけ自体は楽しみにしてくれていたんですよね？」

　思い出して拗すねている姿も可愛い。改めて問われると肯定しづらいが、先ほど「凄く楽しみにしてた」とまで言った以上は頷くしかない。

「そうなんだけどさ。これ全部、高いよ」

　次の食事では、代金を美園が払うという約束を強制的にさせられた。前回は僕が食事代を持ったのでそのお返しだと言うが、年下の女の子に奢おごってもらうというのは抵抗がある。

　とはいえそれを理由に断っても美園は納得しないだろうし、落としどころとしては二人合わせて二千円くらいの店を考えていた。それなのに、彼女が候補に挙げた店はどれも前回僕が選んだ店の二、三倍のお値段だった。なんとしてもこんな額を二人分払わせる訳にはいかない。

「前回頂いた幸せをお返しするには他に思いつきませんでした。それにこういうお店で牧村先輩と……」

「そう言ってもらえるのは嬉しいけど、ダメなもんはダメ。こんなの一人分で僕の光熱費くらいするぞ」

「でも……」

「美園が一人で支払い持たないならここでもいいけどね」

「それはダメです」

　口を尖とがらせて不満を露あらわにする美園はいつもより少し幼く見える。新しく見えた可愛らしい一面は微笑ましいが、だからといって退く訳にはいかない。

「大体、ここでこの店にしたらさ、その次に僕が選ぶ店が無くなるだろ？　こんな凄いとこの次じゃ……どうかした？」

「い、いえ。あの」

　言っている最中に美園の不満げな顔が一瞬で霧散した。不思議に思って尋ねてみるが美園はなんだかしどろもどろだ。と思ったらふふっと笑い、顔が綻ぶ。

「この前とは反対になりましたね」

「ん？　この前？　反対？」

　美園はもう一度、口元を押さえてふふっと笑う。

「何と言いますか。ありがとうございます」

「……あ。ああっ！」

　そこまで言われてようやく気付いたが、今回は僕の自爆だ。しかも次どころか次の次をも望んでいると言った訳で、自爆の度合いは前回の美園より大きい。

「忘れてください、お願いします」

「外ならぬ牧村先輩からのお願いですけど、ちょっと無理ですね」

　今回顔から火が出る思いをしているのは僕だけだ。優しい笑みを浮かべる美園を直視出来ず、紅茶と饅頭に手を伸ばした。

「次回も、その次も。楽しみにしていてもいいでしょうか？」

「美園が、嫌じゃなければ……」

「嫌だなんて言う訳がありませんよ」

　優しく微笑んだ美園がテーブル越しに細い腕を伸ばし、小指を差し出した。やわらかそうな頰にはほんのりと朱が差していて、身長差の分だけ僅かばかりの上目遣い。僕の反応を待つ表情に浮かぶのは多分、少しの恥じらい。

「約束するよ」

「はい。約束です」

　二度目の指切り。美園は前回よりも緊張が薄いように見えた。逆に僕は、前回よりもずっと緊張した。
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　今週の金曜日は文実の全体会議が無い。だから美園と次に会うのは土曜に行われる出展企画部の新入生歓迎会になる、そう思っていた。そう思っていたからこそ昨日は「じゃあまた土曜に」と彼女の部屋を後にしたのに──

「あ」

　第一食堂の順番待ちの最後尾に向かう途中、列の中にいた美園を見つけた。見つけたと言うと正しくないかもしれない。彼女はここにいる誰よりも目立つのだから、見つけるまでもない。

「牧村先輩。こんにちは」

「こんにちは、美園」

　スマホを確認していた美園だったが、僕が漏らした声に反応したのかぱっと顔を上げ、明るい笑みを浮かべた。

「牧村先輩もお昼ですか？」

「うん。美園は普段から第一学生食堂こっち？」

「はい。金曜日以外は第一食堂です」

「そっか。じゃあ僕も並ぶから、また」

　せっかくの機会なのだから本当はもう少し話していたいが、列に割り込む訳にもいかないし、並ぶ訳でもなくついて来られても美園が困るだろう。

「私も並び直しますので、ご一緒してもいいですか？」

「僕はもちろん構わないけど、いいの？」

「はい。もちろんです」

　ニコリと笑って言うが早いか、美園はすぐに列を抜ける。「じゃあ」と二人で最後尾に並んだのだが、その瞬間に彼女は「あ」と小さな声を上げた。

「どうかした？」

「いえ、何でもありません」

　何でもないという顔はしていない。眉尻は大きく下がっているし、一瞬合った目もすぐに逸そらされた。その上何故なぜか距離感がいつもよりも遠い。

「何か用事でもあった？　僕の方は気にしないから」

　残念ではあるが無理強いしてしまうことはもっと嫌だ。しかし美園の歯切れは悪い。

「いえ、用事ではなくてですね……」

　僕を見ては視線を逸らし、「うぅ」と小さく可か愛わいらしくうめく美園。

「ええと。実は、今の時間が体育で……少し汗をかいてしまったので、その」

　普段のバッグとは別に持っている荷物は何かと思っていたが、着替えや靴が入っているのだろう。

「なるほど」

　顔を赤くしながらも理由を教えてくれる美園はだいぶ気まずそうではあるが、少し気持ちは分かる。男の僕でも夏場に激しい運動をした後であれば気になるだろう。ただ、今日は比較的涼しいし、大学の体育でそれほど汗をかくとも思えない。それなのに、やはり女の子なんだなと微笑ましくなる。

「どうして笑うんですか……」

「いや、全然気にならないからさ」

「本当ですか？」

「本当だって」

　列が屋外まで伸びているのでわかりづらかったが、美園が抜け出してきた時にはほのかに甘い普段の香りを一瞬感じた。もちろん汗の匂いなどは一切無く、である。口に出したら気持ち悪いので言えないが。

「本当に本当ですか？」

「本当に本当だって」

　ほんの少し口を尖らせた美園は、「じゃあ」と半歩僕との距離を詰める。これでもまだ普段より少し遠くて寂しい。「大丈夫だって」と笑ってみせると、おずおずとゆっくりと、上目遣いの彼女が僕を窺うかがいながら距離を詰める。

「そんなに気にしなくても」

「気にします！　牧村先輩に汗臭いなんて思われたら生きていけません」

「大げさな」

　美園らしいと言えばらしいが、真剣な様子に苦笑が漏れた。「大げさなんかじゃありません」と美園はまた少し口を尖らせる。女子として譲れないものがあるのだろう。

「まあでも、大学入ってからも体育やることになるとは思わなかったよなあ」

「お姉ちゃんに聞いて知ってはいましたけど、それでも驚きました」

　僕たちの大学では体育が一年生前期の必修単位として設けられている。つまりその他学業でどれだけ優秀な成績を修めようと、体育の単位を取得していなければ卒業が出来ない。これを知った時には驚いたものだが、美園も同じだったようで苦笑を浮かべている。

「でもレクリエーション程度ですから良かったです。走るのは苦手なので」

「へえ」

　確かに走ることには向かなそうだなと思ったが、送ってしまった下世話な視線を慌てて持ち上げ頭を振る。

「どうかしましたか？」

「いや、何でもない。ところで美園は体育は何を選んだ？」

　バレた様子が無くてほっとする。そういう視線には気付くという話をよく聞くから。

「私はテニスです。牧村先輩は去年何を選択したんですか？」

「僕もテニスだよ。体育館でやる種目は靴を買わなきゃいけなかったし、フットサルはめちゃくちゃ走りそうだからやめた」

「私も同じような理由です。それにしーちゃんもテニスにすると言っていたのでちょうどいいなと思って」

「あれ？　体育一緒なら志保は？」

「今日は成島さんとお約束があるそうです」

「なるほど」

　偶然に感謝だ。僕が一緒にいたいのもそうだが、美園は学食でよくナンパに遭うと聞いていた。志保がいない日に壁役になれたのはちょうど良かった。

「牧村先輩は普段から第一食堂を利用されるんですか？」

「基本そうだね。理学部棟は第一食堂一食の方が近いから」

「それでも中々お会い出来ないんですね」

「まあね。利用者多いから」

　列が進みちょうど屋内に入ったところで、食事の匂いをかすかに感じつつ後ろの方を眺めてみる。並び始めて三、四分くらいだろうか、今の最後尾は僕たちがいた頃よりも更に後ろだ。だからほんの数分違えばもう顔を合わせることも難しい。

　隣に視線を移すと、僕につられて後ろを眺めた美園が少し背伸びをしていて可愛いなと思った。

「ところで、牧村先輩は普段どんなお食事をされるんですか？」

「ご飯と汁物と主菜に、サラダがあったりなかったりかな。あとはたまに丼物。美園は？」

　僕たちの大学の学食に決まったセットなどは無く、並べられた料理から選んでいくシステム。主菜の種類によって上下はあるが、大体これで四百円と学食ならではのお手ごろさで助かっている。

「私も同じような組み合わせです」

「女子でも大体その辺が基本になるのかな、やっぱり」

「周りのお友達もそうですね。主菜の代わりに小鉢の子もいますけど」

「ああ、女子だとやっぱりそういう子もいるんだ。ライス小にする子も結構いるみたいだし」

「そうですね。私も小にしていますし。ところでメニューについてですけど、牧村先輩は主菜にはお肉とお魚のどちらを選ぶことが多いですか？」

「その日並んでる物次第ではあるんだけど、肉の方が多いかな」

「では、お味み噌そ汁しるで好きな具は何でしょう？」

　なんだか学食のメニューから話題がズレてきている気がするが、美園が真剣な表情をしているのでこちらも真面目に考える。

「無難にわかめと豆腐かな？　自分で作るのはそれが多いし」

「逆に、苦手な食べ物はありますか？」

「そうだな、あんまり思い浮かばないかな。一般的な食べ物なら大体大丈夫だと思う」

「ありがとうございます。参考にします」

「何の？」

「内緒です」

　人差し指を唇の前で立て、美園は少しいたずらっぽく笑う。

「えー」

　と不満を口にしてみても、美園はふふっと笑うだけで、「どうぞ」と品を載のせるトレイを僕に差し出してくれた。そうなってはもう「ありがとう」と応じるしかなく、そのまま二人で前言通りの品を選んで席に着く。

　そしてあの日のようにまた、「いただきます」の言葉を重ねた。





◇　◇　◇






　土曜日。全体のものとはまた別に各部で新入生歓迎会が行われる。出展企画部では例年通り駅近くでボウリングをしてから夕食、そして宅飲み、という予定になっている。因ちなみに今年の夕食は焼肉に決まっている。

　集合場所の駅から歩いてボウリング場まで向かう時間は大体五分ほど。組分けは事前に決まっていたため、同じグループになる志保と雄一が、僕と隆に寄って来た。

「飲み会って何軒くらいに別れるんすかね？」

「今のところ三軒かな。俺とジンと若葉の家を開けるよ」

　既に飲み会に意識が行っている雄一に、隆が答えた。委員長は部に所属していないので、去年出展企画にいたこともあってジンもこの歓迎会に加わっている。

「じゃあ俺隆さん家ち行きますね」

「空すいてたらね」

「マッキーさんは家開けないんですか？」

「今いる人数なら足りるだろうからね」

「足りなきゃ開けるってことですか？」

「応相談」

　雄一の話を引き継ぐような形で質問をしてきた志保は、少し考えるような様子を見せ、ニヤっと笑って言葉を続ける。

「じゃあ、ボウリングで私が勝ったらマッキーさんの家も開けるってことでどうです？　ほら二次会、三次会か、そこから来る人だっているんじゃないですか？」

「じゃあ志保が僕に勝って、それでいて場所が足りなければ開けるよ」

「言いましたね？　私、結構得意ですよ」

　ふっふっふと笑いながら志保は先に行ってしまったが、場所は足りるだろうし何より──

「マッキー、大人げないなあ」

「一学年しか違わないだろ」

　苦笑する隆に、僕は正論で返した。




　そしてボウリング場に着いてゲームを開始して少した頃──

「何ですかこれ！」

　快音と共にピンを全て倒した僕を出迎えたのは志保のそんな言葉。これで開始から三連続スタートライクキー。

「言わなかったっけ？　僕もボウリング結構得意なんだよ」

「言ってないです！」

「マッキーは去年の優勝者だからなあ。あの時スコアいくつだっけ？」

「去年は調子良かったし二ゲームで三百八十くらいだったかな。因みに今日も結構調子いいぞ」

「ぐぬぬ」

「マッキーさん意外と凄すごいんすね」

　自覚はあるけど意外は余計だ。同じ組の一年生が割と失礼な感想を抱く中、ぱちぱちと小さな拍手が隣のレーンから聞こえた。ちょうど自分の番が終わったらしい美園が、席には着かずにこちらを見て嬉うれしそうに笑っている。

「牧村先輩。お上手なんですね」

「ありがとう、美園。でも上手な人はもっと凄いスコア取るんだけどね」

「それでもですよ。牧村先輩がお上手なことに変わりはありませんから」

「……うん。ありがとう」

　今日調子がいい一番の理由なのではないだろうか。組分けは別だったが、隣のレーンに美園がいる以上、遊びのボウリングとはいえ出来ればいいところを見せたいと思っていた。そして現実に美園が褒めてくれるのだから、嬉しくないはずが無い。

「この後も──」

「ちょっと美園ー。そのヘタレ応援しちゃダメだよ。個人戦だけじゃなくてチーム戦もあるんだから。むしろ妨害しないと」

「誰がヘタレだ」

　自覚はあるが。美園と同じチームの香の発言に一応反発しておく。

「あ……ええと、負けないように頑張ります。それでは」

　香の発言自体は冗談だとわかっているにしても真面目な美園は少し悩んだようで、眉尻を僅かに下げた可か愛わいらしい笑みを浮かべながらそれでも僕に会え釈しゃくし、自分の組へと戻って行った。

「妨害……その手があったか」

「志保は同じチームだろ」




　しかし結局志保は妨害などしてくることも無く、一ゲーム目が終わり休憩タイム。今日はやはり調子が良く、スコアはもう少しで二百に届くところだった。二ゲーム目は届かせたいところだ。そう考えながら自販機コーナーへ向かう途中、向かいから美園が歩いて来た。

「牧村先輩。凄かったですね」

「ありがとう、美園。今日は調子いいよ」

　僕を見つけた美園が少し歩みを速めて寄って来て、顔を綻ばせた。後半が残っているとはいえ、もう目的を達成したようなものだ。緩みそうになる頰に必死で力を入れなければならない。

「さて。香に見つかるとうるさそうだし、また後で」

「あ、牧村先輩」

　変な顔になりそうなのを誤魔化してその場を去ろうとした僕を引き留め、美園はきょろきょろと辺りを少し見回す。そして、少しだけ距離を詰めて踵かかとを上げ、内緒話をするように口元に手を添えた。

「後半も、頑張ってください。応援しています」

　近付いた距離とほのかな甘い香り、そして囁ささやくような優しい声。フリーズしかけた僕から少し離れ、今度は口元に人差し指を立てた美園はふふっと笑い、「香さんには内緒ですよ？」と小さく首を傾かしげてダークブラウンの髪を揺らす。

　その後自分のレーンに戻るまでの記憶が少しおぼろげだったのだが、しっかりと応援してもらったので気合いは十分だった。最終的な成績は個人で優勝。因みに志保からはブーイングを受けたが、チームの方でも優勝したので機嫌を直していた。

　スコアこそ目標の四百には少し届かなかったが、美園が自分のことのように嬉しそうな笑顔で拍手をしてくれたことが何より嬉しかった。




　ボウリング場を後にし、次の会場である焼肉屋に向かう途中、後ろから声をかけられた。

「牧村先輩」

　僕をこう呼ぶのは一人しかいないが、もちろん違う呼ばれ方だとしても可愛らしい声と落ち着いた話し方で分かる。振り返ると落ち着いた笑みを浮かべる美園がいた。ボウリング場では言えなかったが、彼女はいつもより少し丈の長いワンピースにレギンスを合わせている。今こそ「今日の格好もいいな」を使う時だろう。

「美園。今日の……飲み会は行くの？」

　ハードル高いな、やっぱり。

「はい。参加予定です。牧村先輩も参加されるんですよね？」

「うん。隆かジンの家で空いた方に行くんじゃないかな」

「若葉さんのお家うちには行かないんですか？」

　美園も会場の話は聞いていたのだろう、僕が若葉の家を候補から外していることが疑問のようだ。

「若葉の家は女の子ばっかりになりそうだし、そこに僕が参加するのは厳しい」

　主に僕のメンタル的な意味で。けっして若葉と不仲な訳ではない。

「そうですか。私は若葉さんのお家に誘っていただいたので、残念です。あ、でも女子ばかりの中に牧村先輩を呼ぶ訳には……」

　そう言ってくれた美園に残念そうな色が見えて、少し嬉しい。ちょっとだけ若葉の家に行こうかなという気すら湧いて来る。実際には無理だけど。

「ところで、次のお食事は席順が決まっていたりするんでしょうか？」

　何やら少し考えていたような美園だったが、顔を上げて質問してきたのは焼肉のこと。

「去年は焼肉じゃなかったけど、決まってなかったかなあ。今の段階で何も言ってこないってことは今年も多分そうじゃないかな。このままの流れで何となくって感じで」

「このままの流れで、ですね」

　僕の説明に、美園は少しだけいたずらっぽい笑みを浮かべてそう口にした。

「何かあるの？」

「いえ、何でもありませんよ？」

　とぼけたように笑う美園は答えをはぐらかすが、その様子が何だか楽しそうで、きっと彼女にとって良いことなのだろう。それがわかれば十分で、「そっか」とだけ返して、微ほほ笑えみを浮かべた美園と店まで歩き、そのままの流れで隣の席に座る。

「大丈夫？　あっちじゃなくて」

「いいんです。しーちゃんとはいつでも話せますから」

　志保でなくても女子が固まっているエリアもあるのだし、そちらに行った方がいいのではないかと思うが、美園はそれを固辞する。もちろん隣にいてくれるのは嬉しくはあるのだけど。

「僕とだっていつでも話せるだろうに」

　何気なく口にした一言だったが、美園は弾はじかれるような勢いで僕を見た。

「いつでもお話ししていいんですか？」

「深夜と早朝と授業とバイト中以外ならね」

「ちゃんと聞きましたからね。絶対ですよ？」

　そんなに念を押さなくてもと、思わず口から出そうになった言葉を美園の嬉しそうな顔を見て飲み込む。僕にとっても嬉しい言葉なのだから、水を差す必要は無い。

「イチャついてるね〜」

「あのマッキーがね」

　そんな声の主である二人のことは、向かいの席にいたのに全く目に入っていなかった。

「いたのか」

　横で赤くなって俯うつむいてしまった美園の分も意趣返しをしてやろうと思ったが──

「周りが見えないくらいだったってこと？　そんなに二人の世界入ってましたアピールしなくてもいいよ」

　完全に向こうが上手だった。

「助けてくれ、ジン」

「無理なの知ってるだろ」

「だよな」

　向かいにいたのは香と委員長のジン。僕の向かいはジンで、美園の向かいにいる香は「赤くなって可愛い」と言って美園をからかっている。発言内容については大いに賛同するものがあるが──

「そろそろやめろよ、香」

「怒られちゃったよ。ごめんね美園」

「い、いえ。全然気にしていないですから」

　気にしていても言えないだろうけど、美園の様子を見る限り多分大丈夫じゃないかと思う。結構顔に出るタイプだから。

「しかしマッキーが香にああいう言い方するって、大事にしてるんだな」

　収まりかけた場に空気の読めないジンがまた波紋を起こす。美園は、引き始めていた頰の朱色を再び濃くして僕を見ているし、斜め前の香はあーあとでも言わんばかりの顔をしている。

「お前、自分の彼女を暴君みたいに言うなよ」

「ジン君酷ひどくない？」

　敢あえて後半には触れずに香を巻き込んでみると、多少責任を感じているのか香も乗ってくれる。後ろから撃たれたジンは驚いて香を見ているが、もっと驚いている人物がいた。

「え？　お付き合いされているんですか？　香さんとジンさん」

「そうだよ。まあ見ててもわかんないよな。そもそもあんまり二人でいないし」

「良かったんでしょうか。聞いてしまって」

「別に隠してる訳じゃないし、全然構わんよ。なあ香」

「そうそう。美園は彼氏できた時に隠したいタイプ？」

「え！」

　困らされて驚かされてからのいきなりの質問にうろたえているように見える。助け舟を出すべきかと思ったが、美園はきっぱりと言った。

「私は、周りの人には言いたいです」

　少し意外だった。

「美園の場合はその方がいいだろうね」

「きっちりアピールしとかないと寄って来る男多そうだもんな」

　香とジンの発言を聞いて納得する。確かに男避けならばこれ以上無い手段だ。

「えっと、そうじゃなくてですね。ちゃんと私の恋人だってアピールしないと、他の女の人が好きになっちゃったら困るからです」

　と思ったら逆だった。美園と付き合って浮うわ気きするバカはいないと思うけどな。

「おおー。意外と強いな」

「だってさ、マッキー。そっちはどうなの？　隠しておきたいタイプっぽいけど」

　何故なぜ僕に話を振る、と思ったがジンと香は隠していない。美園はむしろアピールしたい、と来たら残る僕の話になるのは当然の流れか。

「正直、考えたことも無かった」

　彼女は欲しかったけど彼女が出来た想定はしたことが無かった。

「空気読めよマッキー」

　お前が言うな。

「そこを敢えて今考えたら？」

　空気の読めない委員長を放って、香の質問に対して頭を回す。

「敢えて言うなら……どっちかと言うと言いたいかな？」

「えー、意外。なんで？」

「……なんとなく……かな」

　口が裂けても言えないが、想定した相手は言うまでもなく隣にいる後輩だ。だからまあ、美園が相手だと周囲にアピールする必要があるだろうと考えた訳だ。

「一緒ですね」

　どこか嬉うれしそうに笑う美園に、「そうだな」としか応じられなかった。それを見たジンと香にまたからかわれた。今度はもちろん僕だけ。

「牧村先輩。お飲み物は何にしますか？」

「最初はウーロン茶にしとこうかな。美園は？」

「私もウーロン茶にします」

　向かいの席で、香が甲か斐い甲が斐いしくジンの焼肉の世話をしていたのを見て、美園も同じように僕の世話を焼いてくれた。気にせず食べなよと言うと「あんまり食べると太っちゃいますから」と、細身の美園が世の女性の半数以上を敵に回しそうなことを言っていた。




　二次会は隆の家。一次会では隣に美園がいてくれてそれだけで華やかだったのだが、この場には男しかおらずむさ苦しい。若葉の家は全員女子、ジンの家は男女半々、必然残りはこうなる。因ちなみに「彼女が女の子と飲むと怒るんだよね」と惚のろ気けたドク以外は、全員独り身らしい。

「隆さん、彼女欲しいっす」

　初しょっ端ぱなからガンガン飲んだせいか、雄一が半泣きで隆に絡からみだした。

「俺も欲しいよ」

　約一名を除いてここにいる全員が同じことを思っているだろう。

　いや、違う。二名だ。思い出すのは美園の言葉。彼女は『私は恋人が欲しいんじゃなくて、好きな人に恋人になってほしいんですから』と言っていた。

　僕もそうだ。恋人が欲しいのではなく、恋人になってほしい人がいるのだ。

「彼女はいいよー。もう、こうなんか、毎日が幸せっていうかさ」

　惚気続けるドクはもうツッコむのも面倒なので放置する。

「隆さんとマッキーさんはどうなんですか？」

　ドクの影響なのか、もしくは惚気をなんとか終わらせたかったのか、一年生から恋バナ開催の要望が出た。こういう時は卒アルでも見ながら好みの女の子のタイプでも言い合うのが定石じゃないのか。

「僕は何も無い」

「マッキーはあるでしょ」

　隆が僕を売りやがった。そっちがそのつもりならこっちにも考えがある。

「たまに美園と一緒に帰るくらいだろ？　そんなこと言ったらお前だって、去年若葉が何回かこの部屋に泊まってるだろ」

「あれはちが──」

「マジっすか？」

「詳しく聞かせてくださいよ」

　僕は隆を売って自分の平穏を買うことに無事成功した。実際のところ隆と若葉の間には特に何も無い、と思われる。他のサークルについては知らないが、文実は男女の仲が非常に気安い。男女が平気でお互いの家でサシ飲みするし、場合によってはそのまま泊まる。もちろんそこに体の関係があるという訳でも無い。そのせいか、一緒のベッドで寝た相手に告白してフラれるなんてケースもあったらしい。

　そう。恋愛感情とは関係無いところで、男女の仲が近いのだ。きっと美園だってそうだ。文実内において男子の先輩という括くくりで見れば、彼女は僕と一番親しいと思う。これについては自うぬ惚ぼれではなく、ある程度客観的に見ているつもりだ。最近は更に親しくなって、言葉遣いや僕への接し方も少しやわらかくなってきている。だがそれでも、根底の距離感は最初の頃と変わらない、先輩後輩の間柄でしかない。

　だから、家まで送ったり、家に上げてもらったり、一緒に食事をしたり、なんてことは大したことではない。もちろん僕にとっては大したことであるし、美園から一定以上の信頼を得ているという証拠でもあるので、とても嬉しくは思っている。

　だがそこにあるのは恋愛感情ではない。勘違いしてはいけないのだ。











四章









「牧まき村むら君、今日ボーっとしてない？」

　それを最初に言われたのは昼食時。火曜の午後は生物学科全員で実験なので、昼食は学科の友人と一緒であることが多い。朝から集中出来ていない自覚はあったが、箸を落としたのをきっかけにそんなことを言われた。

「牧村君。今日は集中出来ていないね。君らしくもない」

　本日二回目となる同義の言葉は、実験の担当教員から。菌類培養に使う糖の種類と量を盛大に間違えた後だった。普段の僕なら絶対にこんなミスはしない、というよりも誰もしないレベルのミス。時間のロスを実験のペアに謝ると、許してくれるどころかむしろ心配された。今日の僕はどれだけ酷いのか。原因の心当たりはもちろんある。ただ、それが解消されるのはどうやったところであと五時間はかかるだろう。

　その後は特に大きなミスは無く──小さなミスはいくつかした──実験を無事終えたが、集中力はずっと足りていなかった。

　実験後夕食をとって臨んだ文実の全体会議では、文化祭の案内看板のデザイン案などが検討されていたが、終わった今となってはまるで覚えていなかった。資料はいつでも見られるので困りはしないが、反省しなければならない。

　そして今日の部会では、いよいよ一年生が各担当に配属される。開始とともに配られた資料に目を通し、真っ先に目的の文字列を探すと、それは望んだ場所にあった。『第二ステージ担当　君きみ岡おか美み園その　小こ泉いずみ雄ゆう一いち』

「っし！　……あ」

　意識せずに出してしまった声。しまったと思いながら周囲を窺うかがうが、悲ひ喜き交こも々ごもの反応が随所で起こっており、隣にいたサネやドクにさえも僕の声は届かなかったようでほっとする。と、そこで自分の拳に相当力が入っていたことにも気付いた。

「じゃあ確認が終わったら各担当で集まって、担当の説明と今後のスケジュールについて話してください。今日の部会はこれで終わり。後は担当会ということでよろしく」

　まだ騒がしい室内に隆たかしが終了の合図をして、各担当長が担当員を集めていく。頰を引き締めてから香かおりの近くへと向かうと、雄一がすぐにやって来た。第二ステージが希望の担当だったのか、機嫌の良さそうな顔をしている。

　そしてその雄一から少し遅れて「お待たせしました」と美園。ほんのり色付いた頰は少し緩んでいて、抑えようとしているのか手のひらを添えていた。喜びは一目瞭然で、そんな様子にこちらも更に嬉しくなる。美園の希望が通って良かった。

「はいはい。じゃあこの四人であと半年頑張っていこうね。改めて自己紹介いる？」

　全員が首を横に振ると香は満足げに頷うなずいた。

「じゃあ早速だけど重要なこと決めるよ」

「すぐに決めなきゃいけないことなんてあったっけ？」

　はあ〜、とわざとらしくため息をついて、香はちっちと指を振って見せた。

「マッキーさあ、パーティーを忘れちゃダメでしょ」

「パーティー？」

「って何すか？」

　香の発言の意味、というか意図がわからず、美園と雄一が言葉を繫つなげて聞き返す。

「全体でも部でも歓迎会やったろ？　それの担当のバージョンというか親睦会というか、まあとにかくそんな場だよ。でも重要か？」

「重要じゃないならマッキー抜きでやるけどいいの？」

「ごめんなさい僕が悪かったです」

　ここで仲間外れにされるのは悲しすぎるので、冗談だろうとはいえすぐに謝っておく。香が「わかればよろしい」と言って頷いたのを見て、美園と雄一が笑った。笑い方は大分違ったが。

「それでまずは日程からね。場所はマッキーん家ちで決定してるから」

「えっ」

　声を上げたのは僕ではなく美園。僕はそうくることがわっていたので驚かない。香は自宅から通っている──実情はジンの家で半同どう棲せいだが──ので、一年生の歓迎も含んでいるのだから会場は僕の部屋しか残っていない。

「あ。すみません、続けてください」

　気まずさを隠すように笑い、美園は香を促した。

「それじゃ日時だけど、私は土曜の作業の後とかでいいんじゃないかと思うんだけど。どうかな？」

「僕は来週の土曜は夕方からバイト入れてるな。次の週は大丈夫だけど」

「俺は土曜なら多分いつでもいいっすよ」

「私も大丈夫です」

「じゃあ再来週、六月最初の土曜でいいかな？」

「了解」

「はい」

「ういっす」

　三者三様の返事であっさりと日程が決まる。

「マッキー。大丈夫だと思うけど部屋の掃除よろしくね」

「ああ、任せとけ」

　部屋の掃除は普段からサボっていないし、今回は何より美園を招くのだから普段より力を入れる。というか不安で仕方無いのでこれから毎日念入りに掃除する。




「第二ステージ担当に入れて、本当に良かったです」

　今日は部会がさっさと終わり担当会に時間が割かれたため、担当が違えば帰りの時間も変わってくる。志し保ほは希望通り一ステ担当に選ばれ、少し長めの担当会に捕まっている。なので今日の帰り道はニコニコと笑う美園と二人だ。

「朝からずっと、ちゃんと入れるかなって心配だったんです。しーちゃんにも落ち着きが無いって怒られちゃいました」

　苦笑する美園だがそれは僕も同じだ。特に僕は集中力を酷ひどく欠くレベルで気にしていた。自分のことでもないのに恥ずかしいので口にはしないが。

「牧村先輩のお祈りのおかげですね」

　僕に向けられたその笑顔が眩まぶしい。

「美園の日頃の行いがいいおかげだろ。まあ何にしても良かったよ」

「はい。これからもよろしくお願いしますね」

「こちらこそよろしく」

　一瞬差し出しそうになった手を慌てて引き戻すが、幸い美園は気が付かなかったようだ。

「再来週のパーティーも楽しみです。牧村先輩のお家うちでお好み焼きですからね」

「楽しみだけどさ、どっちもそんなに珍しいものじゃないだろ？」

　僕がそう言うと、美園は微ほほ笑えみながら首を左右に小さく振った。

「牧村先輩のお家にお邪魔するのは初めてですから。とっても楽しみです」

「あんまりハードル上げすぎてガッカリしないでくれよ」

「きっと大丈夫ですよ」

　根拠は無いのだろうけど、この笑顔で言われると一切否定する気持ちにならない。

「それから、家族以外の人とお料理するのも初めてなんです。お手伝いさせてくださいね」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、一年生の歓迎も兼ねてるんだから、ゆっくりしてていいよ」

「私がお手伝いしたいって言ってもダメですか？」

　その上目遣いに僕は弱い。僕でなくてもこれには勝てないだろうけど。

「じゃあお言葉に甘えて、ちょっと手伝ってもらおうかな」

「はい！　本当に、凄すごく楽しみです」

　キラキラとした笑顔でそう言う美園から目が離せなかった。

　その後も、家まで送る間ずっと美園は上機嫌で、ついには歩き方にまでそれが現れていた。その様子を見ていると無意識に頰が緩んだことに気付き、またしても顔の筋肉に力を入れるハメになった。
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　一年生が各担当に配属されてからが文化祭実行委員会の本格始動と言っていい。僕が集中出来ずにいた間に案内看板のデザインも決まっており、早速この土日で複数製作する手て筈はずになっていて、六月の頭から大学構内の目立つ所に掲示を開始する予定だ。

「こんなに早くから看板立てるんすね」

「じゃないと間に合わないからな」

　同じ木製看板のグループに配属された雄一の質問に答えた。

「文化祭、十一月の三週目っすよね？　後期からでも余裕じゃないすか」

「出し物とか模擬店の参加応募締め切りは十月半ばだから。十月から告知出したんじゃ間に合わないんだよ」

「はー。なるほど」

　ではいつから告知をするかというと、八月九月は丸々夏休み期間なので十月からの告知とあまり効果が変わらない。つまり夏休み前から案内をしなければならないのだが、七月は試験期間で文ぶん実じつの活動も休みであるので、必然告知の開始は六月からとなる。

「だから数が用意出来る小ちっちゃい看板から急いで作るんすね」

「理由の半分だな。数が欲しいのもそうだけど、大きい方を何ヶ月も掲示しとくと邪魔だし、倒れた時に危ないからな」

　今日明日で製作するのは縦一メートルほどの小型木製看板と、やはり小型の紙製看板。木製看板の方は以前の作業でまっさらにしてあるので、その上に模造紙を糊のりで貼り付けて乾かし、明日、絵と文字を描いて上からビニールを貼る。紙製看板の方はダンボールで土台を作り、後は木製と同じ作業工程を踏む。

「大きい方を掲示するのは文化祭の一週間前くらいからだよ」

「じゃああっちは結構余裕もって作れるんすね」

「ああ」

「ってか小さい方でこんだけ大変なんすから、大きい方とか今から考えるだけできついんすけど」

　看板の製作過程で多分一番大変なのが、今やっている模造紙貼りだ。複数人で模造紙を引っ張りながら皺しわにならないように丁寧に行うのだが、慣れていない人間がやるとまるで上手うまく貼れない。因ちなみに慣れた人間がやっても結構失敗する。

「大丈夫。失敗してる内になんか楽しくなってくるから」

「それ大丈夫じゃないっすよね……」

　と、こんな形で苦労しつつも土日で必要な分の案内看板製作は無事完了した。
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　そして次の週、授業が午前中のみで終わる木曜を利用して看板の設置が行われたのだが、あいにく僕はバイトが入っていて参加出来なかった。美園は参加すると笑っていたので、その表情の通り楽しめることを祈りながら仕事にあたることにした。




　店内がだいぶ空すいてきたので時計を見ると、十六時三十分。夕食にはまだ早いのでもう少しの間暇だろうなと思ったところに五人組が来店した。内一人はよく知った顔、二人は名前を知っている、もう二人は顔を見たことがある。全員が文実の後輩の女の子たちだ。

　よく知った一人、美園は店の入り口から少し離れた位置にいた僕に気付いて申し訳なさそうな顔で軽く頭を下げた。サークルに行ったのか志保はいなかったが、あの子たちは作業後に寄ってくれたのだろう。気にするなという意味を込めて、軽く笑って顔の下で小さく手を振る。それを見た美園がほっとしたように笑ってくれて、伝わって良かったとこちらも安心する。そんな彼女たちをバイトの同僚が六人掛けのテーブルに案内したところを確認し、僕は自分の仕事に戻った。

「牧村。すげー可か愛わいい子来たぞ」

　案内した同僚が僕とすれ違う際に、美園たちの方を目線で示しながらハイテンションでそんなことを言ってきた。知ってる、と言いたいのを抑えて「そうだな」とだけ答えた。

　同僚はどうにかして美園たちの注文を取りに行きたかったらしく、五人組のテーブルの比較的近くをウロウロしていたが、ちょうどリーダーが手伝いを探していたので「あいつ手が空いてるっぽいですよ」と売っておいた。

　件くだんのテーブルの呼び出しボタンが押されたのはそれから少ししてだが、無事女性スタッフが注文を取りに行った。夕食には早いので軽食とデザート類ではあるが、五人分の注文となるとそれなりの量があるため、料理を運ぶのを手伝った。「それで最後だから」と告げられた品を出し、最終確認。

「ご注文は以上でよろしいでしょうか」

　美園は露骨に僕から目を逸そらしてそわそわしている。噓うそのつけない性格だということがよくわかって微笑ましいが、隠してくれるつもりなら逆効果だ。僕としては別に隠している訳ではないので──そもそも隠したかったら大学の近くで働かない──バレたところで構わないのだが。

「あの。会ったことありませんか？」

　名前を知っている二人の内の片方が、僕の顔をマジマジと見ながらそう言った。

「逆ナン？」

「違うって。文実の先輩だよ。ほら、二ステのマッキーさん」

「え？　う〜ん、言われてみればそんな気もするかなあ」

　文実への出席率を考えても週に一度は顔を合わせている。多少髪形を変えたところで近くで見ればわかってもおかしくはないし、むしろ一年生にちゃんと覚えてもらっていたことに少し安心した。

「ああ。二年の牧村だよ」

「ほらやっぱり」

「雰囲気全然違いますねー」

　名前を知っていた二人は出展企画の後輩。もう二人は他部署なので顔くらいしか知らないが、それは向こうも同じなようで、僕が名乗った後も誰だっけ？　というような表情をしている。

「髪形普段からそうしないんですか？」

「絶対こっちの方がいいですよ。普段はなんか地味ですし」

　ほっとけ。

「考えとくよ。ありがとう」

　長く話していると気け圧おされそうなので、それだけ言ってテーブルを離れた。実際に僕としても、美園と志保が初めてここに来た日に褒められて以降は、髪形変えようかなと何度か思った。ただ結局機会を逸し続けているのが現状だ。いつか機会があれば、そう言い続けて結局変えられないのが、情けないが自分らしい。

　バイト中に美園が来るのは二回目だが、最初の時とは状況が違う。普段よりも意識して背筋を伸ばし、歩き方にもだいぶ気を配った。その分少し気疲れがありはしたが、時々美園を窺うかがうと友人たちと話しながら笑みを浮かべており、疲れはすぐに吹き飛んだ。夕食時に差しかかり店内が混雑してきた頃には入れ替わりで美園たちは退店していったが、その時の会え釈しゃくと優しい微笑みが印象に残っている。




　あのまま気分良く働き、十九時の退勤時刻。更衣室で着替え終わってスマホを見ると、メッセージが一件入っていた。

『よろしければ一緒に帰りませんか？　お仕事が終わったら連絡ください』

　ペンギンがスマホを持っているスタンプと一緒に送られてきた文面に、了承の旨むねを返して急いで店を出る。正確には覚えていないが、美園たちが店を出てから三十分以上は経たっている。裏口から正面まで走ると、予想通り美園は店の外で待っていた。

「あ。牧村先輩」

「ごめん。だいぶ待たせたよね？」

「私が勝手に待っていただけなので、気にしないでください。むしろ牧村先輩に気を遣わせてしまって、すみません」

「僕はバイト終わって普通に出て来ただけだから全然構わないよ。それより、中で待っててくれればよかったのに」

　店の目の前なので明るくはあるが、日の入り過ぎの屋外に女の子が一人でいるのは安全だとは言えない。

「みんなも帰るとのことでしたし、お店も混んできていましたから。それにお仕事終わりが九時くらいかなって思っていたので、あんまり長い間お店の中で待つのも悪いかなって」

「あと二時間もここで待つ気だったのか？　声かけてくれれば良かったのに」

　事も無げにそう言う美園に、今日のバイトが十九時までで本当に良かったと心から思う。

「今日は突然お邪魔してしまいましたし、お仕事中に話しかけるのもご迷惑ですし」

　申し訳なさそうにそう言われて思い出すのは焼肉の時。いつでも話しかけていいと言った「いつでも」から、バイト中は除外した。

「いつでも話していいって言っただろ？　バイト中とか色々除外したけど、本当にいつでもいいよ。応じられない時もあるだろうけど授業中でもバイト中でも。本当に必要なことなら深夜でも早朝でもいいし」

「でもご迷惑じゃ──」

「そんなことないって。今日だって別に何も困ってないよ」

　こうやってどんな時も相手を気遣えるのはこの子の美徳だ。ただ、そうしてばかりでは疲れてしまうのではないかと思うし、何より僕には気を許してほしい。

「それに、お客さんに来るなって言ったら店長に怒られるだろ？」

　冗談めかしてそう言うと、美園は目をぱちくりとさせた後に「そうですね」と口元を押さえてくすりと笑った。

「じゃあ行こうか」

「はい」

　美園を促して歩き出し、先程考えたことを伝えようと思ったが、何と言えば上手く伝わるものかと迷ってしまう。

「美園。あんまり僕に気を遣わなくていいから。なんて言うか、こう、僕に迷惑じゃないかとか、そういうのは気にしなくていい」

　結局言えたのはそんなありきたりな言葉だ。案の定、美園は少し困惑したような表情で僕を見ている。そういう顔をさせたくなかったというのに。それに──

「笑ってる方が可愛い」

　思わず口を衝ついた言葉に自分でも驚いた。困惑していた美園は、顔を赤くして何かを言おうと口をぱくぱくとさせたが、結局黙って俯うつむいてしまった。

「あー。その、話が飛んだけど、これから少なくとも文化祭まで一緒にやっていく訳だしさ。気を遣ってばかりじゃ疲れると思うんだ──」

「少なくとも、ですか」

「え？」

　俯いたまま呟つぶやいた美園に、聞き返してみるも反応は無い。様子を窺っていると、美園は顔を上げた。

「交換条件です」

　ぴっと人差し指を立て、美園は少しいたずらっぽく笑った。

「牧村先輩も私に気を遣わないでください。長いお付き合いになるかもしれませんし、お互いにということで。どうでしょうか？」

「僕はそんなに気を遣ってないと思うんだけど」

「無自覚だったらちょっと心配になります。他の子にも──いえ」

　美園は一瞬不満げな顔を見せたが、すぐに笑顔に戻って控えめに小指を差し出す。

「またこれ？」

「大事な約束ですから」

「了解」

　苦笑しつつ僕も小指を差し出す。三回目だけどやはりまだ少し恥ずかしい。美園もそう思っていると、整った顔に浮かんだはにかみからわかる。

　お互いに気を遣わないと約束したからといって、美園はまだ僕に気を遣ってくれるだろう。でも今は、小さな一歩を踏み出したことで満足だった。
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　六月最初の土曜。やることの減ってきた文実の作業は十四時前に終わり、委員会室付近でサネとドクとしばらく会話をして帰宅。この後は十八時から、僕が所属する文実出展企画部第二ステージ担当の歓迎会兼親睦会の予定が入っている。

『今からお伺いしてもいいですか？』

　ドアを出るペンギンのスタンプと一緒に、そんなメッセージが届いたのは十六時少し前。材料の買い出しは既に終わっているので、そろそろキャベツでも切っておこうかと思い始めた頃だった。

『いいよ』

『ありがとうございます。すぐに伺います』

　即座に返信が来た。今度は敬礼のような動作をするペンギン付きで送られてきた。

「部屋は、大丈夫だよな」

　デスク前の椅子から立ち上がり周囲を見渡すが、念入りに掃除をしてあるため部屋の中は完璧なまでに整っている。そのはずなのだが、どうしても不安になりあちこちと見ている内に呼び出しのチャイムが鳴った。

「はい！」

　見られるはずもない浴室の排水溝まで確認していたところだった。

「こんにちは。牧村先輩」

「いらっしゃい、美園。上がって」

「お、お邪魔します」

　ドアを開けて招き入れようとするのだが、深々とお辞儀をした美園は中々玄関から中に入ろうとしない。もじもじした様子からは可か愛わいらしい緊張が伝わり、彼女の少し硬い表情とは逆にこちらは緩む。

「緊張してるなあ」

「だって、牧村先輩のお家うちにお邪魔する訳ですから。緊張、しますよ」

　少しいじけたような上目遣いの美園に「どうぞ」と手で室内を示すと、「……はい」とゆっくり頷うなずいた彼女が恐る恐る足を踏み入れた。

「失礼します」

　もう一度、今度は少し浅く美園が頭を下げる。ちょうど玄関を閉めたタイミングだったこともあってか、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。

「牧村先輩、冷蔵庫をお借りしてもいいですか？」

　普段の香りよりも少し強く感じるが、いい香りだと感じた。多分香水によるものではなく、シャワーでも浴びてきたのではないだろうか。そう思うと、先ほどほぐれた緊張がより強くなって戻って来る。

「牧村先輩？」

　気が付くと靴を揃そろえた美園が、不思議そうに僕の目の前で手をひらひらさせている。

「ああ、ごめん。冷蔵庫、どうぞ」

「ありがとうございます。失礼しますね」

　美園をよく見ると、いつも持っている白いバッグとは別に可愛らしい紙袋を二つ持っており、その内の小さい方から小さな容器をいくつか取り出して冷蔵庫に移していた。色合いから見て──

「プリン？」

「はい。お店の物ではないのでお口に合うかはわかりませんけど……」

「もしかして手作り？」

「はい。私が作った物なのであんまり期待しないでくださいね」

　不安と恥ずかしさが入り混じったような表情でそう言われても、こちらとしては何の不安も無い。美園の性格上、自分で納得のいかない出来であれば多分持って来ない。あれはきっと絶対に美味うまい。

「食後のデザートにちょうどいいよ。味の方もめちゃくちゃ期待してるから」

「もう」

　拗すねてみせる表情が可愛い。

「さて、じゃあとりあえず中へどうぞ」

　僕の部屋は１Ｋで、玄関を入ってすぐのキッチン部分と、その奥に扉で仕切られた生活空間がある。冷蔵庫の横で膝をついていた美園を立ち上がらせ、ドアを開けて部屋の中へと促す。

「ここが牧村先輩のお部屋なんですね」

　目を輝かせてそう言う美園だが、彼女の部屋と比べたらありきたりでセンスの欠片かけらも無いような部屋だと思う。グレーの遮光カーテンに、ベッドに机とテーブルなどの家具は基本的にナチュラルな木の色で、クッションや布ふ団とんなどは白か黒、調度品などは一切無し。だというのに、まだ緊張もあるのだろうが、美園は物珍しそうに部屋の中をきょろきょろと見回している。

「そんなに見ても、大した物は無いよ」

「いえ、素敵なお部屋だと思います。あっ。あれ……」

　美園の視線は、机の横に掛けてある青色に吸い込まれている。去年の文化祭実行委員会のスタッフジャンパーで、背中には大学の名前と『第58代文化祭実行委員会』の文字、それから去年の文化祭のロゴ。正面は無地だが、左の二の腕部分には僕の名前が書かれている。洗濯しても落ちなかった塗料汚れや、引っ掛けてほつれた跡が残っているが、思い出の詰まったそれは間違いなく僕の宝物だ。

「見せていただいてもいいですか？」

「ああ。どうぞ」

　美園はゆっくりと机に近づいて、スタジャンをじぃっと見ている。去年の文化祭に来たことで実行委員入りを決めてくれたという美園にとっても思い出の品なのだろう、高揚のせいなのか少し頰が紅潮している。

「手に取ってもいいよ」

「いいんですか!?　大切な物なんじゃ──」

　大切な思い出の品だ。だからこそ、少しでもいいから美園とそれを共有したいと思った。もちろんこんなことは口には出せない。だから肩を竦すくめて小指を立て、先日の約束に触れる。

「遠慮するなって言ったろ？」

「ありがとうございます。それではお言葉に甘えて」

　温かな色をした頰を緩ませた美園は、僕がハンガーごとスタジャンを渡すと、恐る恐るといった具合で受け取り、青いスタジャンにその白くしなやかな指を這はわせた。ちょうど左腕部分にある僕の名前、刺し繡しゅうされた「牧村」の文字を撫なでる美園の、懐なつかしむような、愛おしい物を見るような瞳から目が離せない。

「去年文化祭に来て、私も来年はこれを着るんだって、そう思って頑張りました」

　優しい手つきで触れながら、落ち着いた優しい声。言葉を終えるまではスタジャンに落としていた視線を上げ、美園は少しだけ眉尻を下げてはにかみを見せる。

「よかったら着てみる？」

「え？」

「あ……ええと、塗料とかは残ってるけど内側は大丈夫だし、ちゃんと洗濯もしてあるから……無理にとは言わないけど」

　着てほしいと思った。そして口に出してしまった。他人の作業着などわざわざ着たいはずもないのに。「無理にとは言わない」と言っても、美園の性格上先輩からの言葉では拒否しづらいだろう。それなのに──

「遠慮、しませんよ？」

　美園はほんの少し首を傾かしげてふふっと笑った後、僕がしたように小指を立ててみせた。

「……うん。遠慮しないでくれ」

「はい」

　ハンガーを受け取ると、目を細めて微ほほ笑えむ美園がゆっくりと袖を通す。先ほどまでより色付きを濃くした頰が、彼女の喜びを示してくれているような気がした。

「こうやって着させてもらうと、牧村先輩は大きいんだなってわかりますね」

「まあ男女の違いがあるからね。身長差も二十センチくらいかな？」

　美園が両腕を伸ばしてみせるのだが、袖口からは指先が見える程度。ぶかぶかなスタジャンは、別に高級な物ではないしむしろ安物だと思う。それなのにこんなに心臓が跳ねるのは、単純に美園がとびきり可愛いから、僕が美園を好きだから、というだけの理由ではないと思う。僕の大切な思い出の品を、美園がとても大切に思ってくれていることがわかるから、それが嬉うれしい。部屋の全身鏡の前で、自分自身の細い肩をそっと抱く彼女から目が離せなかった。
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「ありがとうございました」

「こんなことでよければいくらでもいいよ」

　あれから少しの間自分の姿を鏡で見ていた美園は、「これ以上は脱ぎたくなくなっちゃいますから」と眉尻を下げ、名残なごり惜おしそうにスタジャンを元の場所に戻した。もちろん僕に丁寧なお辞儀をすることも忘れずに。

「じゃあ、また着させてもらっても、いいですか？」

「もちろん」

　頰にまだ少し朱色が残る美園に大きく頷く。本当は、夏休み前には今年分のスタジャンが完成する。だけど、少しずるいとは思ったが、それを口にはしなかった。

「あ。お時間取らせてしまいましたけど、そろそろ準備を始めますか？　お手伝いさせてくださいね」

「うん。そろそろ始めようか」

「はい」

　とはいえ僕の家のキッチンは美園の家の物程広くない。二人で一緒にというのは難しい。一人がテーブルで生地作り、もう片方はキッチンでキャベツを切るという分担で落ち着いた。

「私がキャベツを切ってもいいですか？」

「了解。じゃあ僕が生地を作るかな」

「お願いします。キャベツはみじん切りと千切りの二種類用意すればいいんですよね？」

「ああ、よろしく」

「はい」

　笑顔で応じた美園は、持ってきていた大きな紙袋から水色のエプロンと髪留めを取り出した。アイボリーのワンピースの上から手て際ぎわ良くエプロンを身に着けた美園は、壁に掛けた全身鏡の前で髪をまとめ始める。

　以前男だけで集まった時に、女性のどこに魅力を感じるかという話題になったことがある。その時にうなじと言ったドクに対し、僕は「ただの首だろ」と言った記憶があるが、完全に間違っていた。これはヤバい。さっきとは別の意味で目が離せない。

「あんまり見ないでください。まだ上手うまく出来ないので」

　完全に見入っていると、まとめ終わった髪を確認している鏡の中の美園と目が合ってしまい、恥ずかしそうにそんなことを言われた。あれで上手くないのなら、上手く出来た時の破壊力は一体どうなるのか。

「ご、ごめん」

　慌てて目を逸そらし謝ると、ふふっという笑い声が聞こえ、ゆっくりと視線を戻すと、いたずらっぽく微笑みながら僕を見る美園がそこにいた。

「上手に出来るようになったら、また見てくださいね」

「善処します……」

　何をかは僕もわからない。

　その後、心を落ち着けて生地作りを開始した僕の耳に響くのは、キャベツを切る包丁の心地よいリズム。美園の包丁捌さばきは相当なもので、謙遜こそしていたが、これならきっとあのプリンも期待以上の味だろう。




「じゃあちょっと雄一を迎えに行ってくる」

　キャベツの切り方で分けた二種類の生地を寝かせ、後は香と雄一を待って焼くだけの状態にしたところで、ちょうど雄一から迎えに来て欲しいとの連絡があった。

「香が来るかもしれないから留守番頼んでいいかな？」

「はい。任せてください」

「あと、一応渡しとくよ」

　机の引き出しから合鍵を取り出して美園に渡す。万が一外に出る必要があったとして、美園の性格では僕の家に鍵をかけず外に出ることは出来ないだろうし。

「え。あの」

「もし外に出る必要があったら使って。今日の帰りに返してくれればいいから」

「あ、わかりました。お預かりしますね」

　突然鍵を渡されて混乱していた美園に説明すると、彼女は小さな鍵を両手で大事そうに抱えた。いつか、返さなくていいと言って渡せる日は来るだろうか。

「じゃ、行ってくる」

「はい。行ってらっしゃい」

　どこか嬉しそうな美園に見送られて部屋を出る。彼女の口から自然と出て来た「行ってらっしゃい」の言葉に、聞くのはだいぶ久しぶりだなと懐かしく思い、そしてやはり、温かな気持ちを抱く。

　そんな気持ちのまま雄一と待ち合わせた最寄りのコンビニまで歩くと、「機嫌良さそうっすね」との言葉で迎えられた。だいぶいいぞ。

「康こう太たさんのアパートと同じだったんすね。知ってれば一人で来られたんすけどねー」

　アパートまで連れてきた雄一は、短髪の頭を搔かきながら少し申し訳なさそうに言った。

「言わなかったのは僕だし気にすんなよ。大した手間でも無かったし」

　実際歩いて三分のコンビニだ。往復六分。美園から貰もらった「行ってらっしゃい」の言葉を思えばおつりが来て余りある。

「ほら入れ入れ」

「お邪魔しまっす」

　玄関から雄一を上がらせ、キッチンから部屋への扉を開いて中へ通す。靴を見るに香も到着しているようだ。

「お疲れっす」

「雄一おつー」

「こんばんは。雄一君」

「マッキーも、お疲れ」

「お疲れ。いらっしゃい」

　やはり中にいた香と挨拶を交わして美園に顔を向けると、そこにあるのは温かさを感じさせる優しい笑顔。

「おかえりなさい。牧村先輩」

「ただいま、美園」

　きっとこうやって迎えてくれると思っていた。それなのに、その言葉をこんなにも嬉しく感じてしまう。

「え。なんすかそのやり取り」

「何が？」

「雄一。いいからほっといて」

「はあ？　まあ、香さんがそう言うならそうしますけど……」

　確かに大学生同士では珍しいやり取りかもしれないが、ごくごく当たり前の言葉を交わしただけ。何をそんなに不思議がることがあるのかわからないのだが、雄一は不承不承といった様子でテーブルに着く。しかし、香が買ってきた酒類を見てそんなものは吹き飛んでしまったようだ。

「マッキーさん早く焼きましょうよ。焼かないと乾杯も出来ないし」

「生地出してくるからちょっと待ってろ。ホットプレートの準備頼む」

　冷蔵庫から生地を取り出し、各自の好みで追加できるようにいくつかのトッピングも用意した。因ちなみに、トッピングが余ったら全部雄一に押し付ける、もといプレゼントするつもりでいる。




「はい、それじゃあ。第五十九期の第二ステージ担当として、仲良くきっちり仕事していきましょう。乾杯！」

　酒目当てで張り切った雄一の仕切りで全員分のお好み焼きを焼き上げ、担当長である香の音おん頭どで乾杯に移る。アルコールが苦手という美園はオレンジジュースで、それ以外の三人はビールを注いだ紙コップを合わせて、最初の一口を飲んだ。と思ったら二人ほど飲み干した。

「おい、香はともかく雄一は大丈夫か？」

「大丈夫っす。俺あんまり酔わないんで」

「ならいいけど、香のペースにだけは付き合うなよ」

「どういう意味よ」

　雄一は以前結構酔ってなかったか？　と呆あきれて見ていると、香は既に二杯目を美園に注がせているし、その缶を受け取ると、そのまま雄一のコップにも二杯目を注いだ。テーブルの席順は、窓を背にした香から時計回りで僕、雄一、美園と並んでいるため、香が正面の雄一のコップに注ぐにはそれなりに乗り出さなければならない。万が一にもこぼさないでほしいので、次からは僕が注ごうと思う。

「二人とも文実はもう慣れた？」

「完璧っすよ」

「はい。先輩方もお友達も良くしてくれるので楽しいです」

「なら良かった。これから大変になるけど、一緒に頑張ろうね」

　香の問いに雄一も美園も、楽しそうに笑って答えた。香はその言葉を聞いてから僕の方を見て、満足げに頷うなずいた。同じことを僕も返した。後輩が楽しそうにしてくれるというのは、先輩冥みょう利りに尽きる。去年の先輩達もこうだったのだろうか。

　そのまま文実についてのあれこれを話している内に、誰と誰が付き合っているという話題に移行し始めていた。会話のメインは香と雄一で、皆のお好み焼き二枚目分の面倒は僕が見ている。

「え!?　香さんてジンさんと付き合ってるんすか？」

「そうだよー」

　雄一も知らなかったとなると、この話本当に知られてないんだな。驚いた雄一を、かつて同じ思いをした美園が楽しそうに笑いながら見ている。

「いや〜、ジンさん羨ましいっすね」

「お、上手いね雄一。いいよーそういうの」

「どの辺が羨ましいんだ？」

「俺、こう見えて尻に敷かれたいタイプなんすよ」

「あー」

　雄一は香がタイプなのかと思って聞いてみると、中々面白い答えが返って来た。

「ちょっと！　私尽くすタイプだからね！」

「またまたぁ」

　心外だと言わんばかりに香がそうではないと主張するが、雄一はそれを完全に冗談だと思っている。普段の頼りなさげなジンと姉さん気質な香を見ていれば、その感想を抱くのも当然だ。しかし──

「私も、香さんは尽くすタイプだと思います」

　香の援護射撃をしたのは意外にも美園だった。まあ美園は焼肉でジンの世話を焼く香を見ているし、接した時間も雄一よりは長いので、ちゃんと香のことが分かっているのかもしれない。

「美園はいい子だねー」

「わっ」

　香は右手を伸ばして美園の頭を撫なでた。美園はびっくりしてくすぐったそうにしている。羨ましい。

「マッキーさんどうしました？」

　少し顔に出たようで、雄一は不思議そうに僕を見ている。

「いやなんでも。あと、一応香はほんとに、意外だろうけど尽くすタイプだよ」

「マジっすか？」

「一応とか意外とか失礼な言葉が聞こえた気もするけど、わかればいいよ」

　実際は尽くすのも尻に敷くのも両方事実だが、それは言うと面倒なので黙っておく。

「はー。それでも羨ましい……マッキーさんは彼女いるとか言わないですよね？」

　お好み焼きをひっくり返した僕に、雄一が縋すがるような視線を向けた。

「いると思うか？」

「思いません！　でもさっき、もしからしたらって思ったんで」

「もしかしたらってなんだよ。あと、『さっき』の方も」

「いやー」

　意味するところがわからず尋ねると、雄一は何故なぜか僕から視線を逸らし、左にいる美園の方へと移した。視線を向けられた美園は、気まずそうな顔をしている。香は雄一に何か目配せをした後で、そんな様子をニヤニヤと見ている。

「ええと……」

　僕と目が合った美園は、テーブルの上の紙コップに手を伸ばし──

「あ！　それ私の！」

　香のコップにはビールが残っていた。

「吐いて」

　慌てて美園の横まで行って紙コップを差し出すが、美園はふるふると首を振って、涙目になりながらも口の中のビールを飲み下した。

「大丈夫か？　ほら水」

　とりあえず香が買ってきた水割り用の水を飲ませるが、飲んだ量はビールを一口なので、今のところは何も問題無いように見える。

「ありがとうございます。すみません、ご迷惑をおかけして」

「いいって。気にするなよ」

「香さんもすみません。勝手に飲んでしまって」

「そんなのは全然いいよ。それより大丈夫？」

「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

　美園はアルコールが苦手と言っていたが、全く駄目という訳ではないのだろう。万が一のことにならなさそうで本当に安心する。香が飲んでいたのが度数の高いものでなくて本当に良かった。

「それよりも、お好み焼きを見ていないと焦げちゃいますよ」

「ああ。でも、もし体調悪くなったらすぐに言ってくれよ」

「はい。お気遣いありがとうございます」

　眉尻を下げながらも、少し頰を緩める美園はいつも通りに見える。ただそれでも、まだ様子を見た方がいいだろう。そう思って香に視線をやると、あちらも同じことを考えていたようで、真面目な顔で小さな首肯を見せた。

　しかしその後も美園は、少しだけ顔が赤かったものの特に変わった様子も無く、ずっと笑顔を絶やさなかった。




　皆が二枚目を食べ終わってしばらくしてからホットプレートを片付けた。鉄板をシンクで水につけ、土台の部分を戸棚にしまったところで冷蔵庫が目に入る。そろそろデザートにちょうどいいだろう。

「美園。そろそろ──」

「しっ」

　部屋に戻って声をかけると、香が顔の前で人差し指を立てながら視線で美園を示していた。見てみると彼女はうつらうつらといった様子で頭を小さく揺らしている。時刻はまだ二十一時前、大学生が眠くなるにはだいぶ早い時間だ。先ほど間違って飲んだビールの影響だろうか。

「そんな心配そうな顔しないでも大丈夫だと思うよ。さっきまで普通だったし顔色も悪くないし、とりあえず寝かせようか」

　どこに？　と聞くまでもない。僕の部屋にソファーは無いし、美園を床に寝かす訳にはいかない。

「マッキーのことだから大丈夫だと思うけど、布ふ団とんちゃんと綺き麗れい？」

「昨日干したから、多分……」

　大丈夫なはずだ。そうであってほしい。

「じゃあ運ぶよ。マッキー上半身ね」

　ベッドの掛かけ布ぶ団とんをめくった香が僕に指示を出す。出してくれると言った方が正しいか。多分僕だけだったら体に触れるのをためらって運べなかったと思う。

「了解」

　初めて触れた美園の華きゃ奢しゃな体はそれでいてとてもやわらかで、意識しないようにするのに必死だった。

「運んでる時に起きるかと思ったけど、朝までこのままかもね」

「美園が大丈夫そうならそれでもいいよ」

　少なくとも苦しそうな様子は無い。ということがわかって安心すると、途端に可か愛わいらしい寝顔を意識してしまう。朝までこのままとなると──

「マッキーがいやらしい顔してる」

「してる訳ないだろ」

「いやー、してたっすよ」

　断じてしていない。眠ってしまった美園に対して不ふ埒らちなことを考えるなどあり得ない。もちろん起きている時もだが。

「ねえ？」

「もうその話はいいよ。ちょっと待ってろ」

　話題を変えないとニヤケ面づらの二人にからかわれ続けるだけなのは明白なので、デザートに場を流してもらうことにする。

「これは？」

「美園が作ってきてくれたプリン」

「勝手に食べていいんすかね？」

「本当は本人がいるとこでの方がいいんだろうけど、起きないかもしれないし。食べてもらった方が美園も喜ぶだろ」

「まあそうだろうね」

　そういう訳で頂くことにしたのだが──

「これおいしいねー」

「うまいっす」

「ほんとにうまいな」

　洋菓子店などのプリンは数年食べていないので、比較はコンビニで売られている物や去年自分で作った物になるが、ちょうど良い甘さとなめらかな食感で、そのどちらよりもずっとおいしかった。お菓子作りはほぼ素人しろうとの僕でも美園の腕の良さがわかる。

「あれだけ可愛くて料理も出来るとか、最高っすね」

「さっき尻に敷くタイプが好きとか言ってなかったか？」

「それはそれ、これはこれっす」

「雄一は美園狙いなの？」

「いやー。最初は一緒の担当になれてラッキーとは思いましたけど、今は彼女にしたいとか大それたことは考えてないっすね」

「大それたことって」

「だって……ん、何すか香さん？」

　発言の途中で手招きされたので雄一は香の横に移動し、何やら耳打ちされたらしい。雄一はサムズアップで返し、香は大きく頷うなずいた。一体どんなやり取りがあったのかはまるでわからないし、こういう時の香はまず教えてくれない。

「じゃあマッキー、私達帰るから」

「今日はあざっした」

　随分急だなと思いはしたが、美園が途中離脱してしまったのだから、歓迎会兼親睦会のお開きとしてもタイミングは悪くないだろう。

「ああ、こちらこそ。良かったらまた来てくれ」

「そうっすね。来づらくなる前にまた来ます」

「ん？」

　意図がわからず聞き返すが、香にはたかれた雄一は黙ってしまったので返答は無い。

「家提供してくれてありがとう。美園のことよろしくね。お疲れ様」

「お疲れっしたー」

「お疲れ様」

　何故だかニヤニヤと笑う二人を送り出すと、必然部屋の中に残るのは僕と眠ったままの美園だけ。先ほどと同じ可愛らしい寝顔。違うのは誰もいなくなった静かな部屋にかすかに響く寝息。それが、自分の部屋で好きな女の子が眠っているという実感をこれでもかと与えてくるので、頭を振って部屋を離れて洗面で顔を洗う。少しだけ冷静になれた気がするが、そうなると次に考えるべきことがある。僕が何処どこで寝るかだ。ベッドは論外なので次の候補は当然床なのだが、一緒の部屋で寝られる気がしない。

「じゃあここだな」

　消去法で決めたのはバスタブの中。クッションを何個か使えば寝られるような気もする。部屋からクッションを持ち出し、照明を常夜灯のみに落としてドアを閉める。見たら眠れなくなりそうだったので、断腸の思いで美園の寝顔は見なかった。

「おやすみ、美園」

　洗い物を簡単に済ませた後、クッションを敷き詰めたバスタブに入ると、多少窮屈ではあるが意外と眠れそうだなと思えた。
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　体を揺すられる感覚で目が覚めた。次いで鼻に届くほのかに甘い香り、耳に届く優しい声。

「牧村先輩。起きてください、風邪ひいちゃいますよ」

　その声で一気に意識が覚醒し、飛び起きようとしたものの──

「ってぇ」

「きゃっ」

　体が変な風に固まっていたのか、鈍い痛みが走って上手うまく起き上がれなかった。自分の状態を確認すると、昨夜とほぼ変わらない体勢で朝まで眠っていたようだ。体が痛むので顔だけを向けると、バスタブの横で膝をついて僕を見ている美園がいた。髪が少し乱れている。起きたばかりだろうか。

「すみませんでした！　ご迷惑をおかけして」

　美園と目が合うと、僕が声を掛ける前に、スペースがあったなら手をつきそうな勢いでその頭が下げられた。

「いや、気にしなくていいよ。プリンおいしかったし、それでチャラだよ」

　固まった体をほぐすために伸びをしながら、努めて軽めに声を掛ける。

「おはよう、美園」

　美園の性格ならば、僕が挨拶をすれば間違いなく顔を合わせて返してくれる。

「……おはようございます。牧村先輩」

　おずおずと顔を上げ、申し訳なさそうな表情を浮かべたままではあるが、予想通り顔を合わせての挨拶は出来た。

「ところで今何時？」

「六時二十分です」

「結構寝たな」

　寝たのは二十二時くらいだったはずだ。思い返しながら伸びをしていると、ようやく体もほぐれてきた。

「髭ひげ剃そったら家まで送るよ」

　僕が立ち上がると、合わせて美園も立ち上がり、手を伸ばして僕を支えてくれる。

「外も明るいですし、一人で帰ります。これ以上ご迷惑をおかけする訳には──」

「迷惑じゃないって。言ったろ？　気を遣うなって」

　少し気恥ずかしいが、小指を出して例の約束をアピールする。申し訳なさそうにしていた美園は、それを見て少し恥ずかしそうに頷いてくれた。

「じゃあ──」

「だからこそです。一人で帰るのは私のわがままです。牧村先輩、今日も午後からお仕事ですよね？　私のせいでベッドで寝られなかったんですから、送っていただけるのはもちろん嬉うれしいですけど、今は体を休めてほしいです」

　美園の顔には多少の申し訳なさの色を感じるが、この言葉はしっかりとした意思の元で発されたのだとわかる。気を遣わせているのは確かだが、これを彼女の「わがまま」だと言われてしまえば否定しづらい。むしろそれを叶かなえてあげるべきなのだろう。

「ご迷惑をおかけしたのにわがままを言ってすみません。お詫わびは後日改めてさせていただきますけど、今日のところはこれで失礼します」

「わかった。気を付けてな」

「はい。ありがとうございます」

　美園は綺麗に一礼すると、荷物を持ってそのまま僕の家から出て行った。

「お詫びなんていいんだけどな」

　律りち儀ぎな美園を思い出して少し笑ってしまったが、実際にお詫びがあった方が美園も納得するだろう。学食で適当に奢おごってもらおうか。

「寝るか」

　美園から体を休めてほしいと言われたし、それを聞き入れるべきだ。睡眠は十分だが体はまだ少し痛いのだからなおさらだ。バイトも今日は十四時からなので午前中いっぱいは寝られるはずだ。と、思ったのに──

「眠れん！」

　睡眠が足りているからではない。自分のベッドだというのに物もの凄すごくいい匂いがして、体温こそ残っていないが、ついさっきまで美園がここで寝ていたことが強烈に印象づいてしまい、全く眠れなかった。

　幸い、悶もん々もんとしながらばてんばてんと寝返りを打っている間に、気付いたら体の痛みはほぼ無くなっていた。
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　週が明けて火曜日、美園から文実の全体会議前に話がしたいと連絡があり、十六時に一食で待ち合わせとなった。火曜の午後は実験なので、正確な終わり時間がわからない。遅れるかもしれないと伝えたが、美園からは『三コマの授業で終わりなので待っています』と、スタンプ無しで送られてきた。

　幸いにして実験は十五時五十分には片付け含めて全て終わった。実験棟として使われる理学部Ｄ棟からならば、一食まで五分もかからない。

　とりあえず遅れずに済んだことに安心し、『今から行くよ』とメッセージを送って実験棟を後にして走って目的地に到着すると、美園から『中央付近の窓まど際ぎわの席にいます』と返信が来ていた。

「お待たせ」

「こんにちは。牧村先輩。お呼び出ししてすみません」

　メッセージの通り、学食中央付近の窓際の席に座っていた美園は、声を掛けると立ち上がって出迎えてくれた。その様子を見て、近くの席に座った男が残念そうな顔をしていた。タイミングを見てナンパでもするつもりだったのだろう、その前に来られて良かったと心底思う。

「謝るのは無しね」

　お互いに着席し、美園が口を開く前に先手を打っておく。話の内容はまず先日の謝罪だと思っていた。これで外れていたらかなり恥ずかしいところではあるが。

「……でしたら、お詫びは受け取ってもらえますよね？」

　ほんの少し口を尖とがらせた美園だが、一瞬でニコリと表情を変えてそんなことを言った。

「どう違うんだ？」

「具体的にはこうです」

　そう言って美園は、教科書などが入っているであろう大きめのバッグから、Ｂ５サイズ程の包みを取り出し、僕に差し出した。包装紙からして和菓子の類だとわかるが、謝罪の言葉ではなくお詫びの品ということだろうか。謝罪とお詫びの厳密な違いはよくわからないけど。

「受け取ってもらえますか？」

　テーブルの向かいに座る僕に差し出す姿勢の美園は、身長差もあって上目遣いになっている。その目には抗あらがえないが、一つ条件を出す。

「ここで一緒に食べてくれるならね」

　元々学食で何か奢ってもらって、それで美園の罪悪感を消せればいいと思っていた。ある意味渡りに船のような状況ではある、和菓子が高価であるだろうことを除けば。

「わかりました。そう言われるような気がしていました」

　美園は苦笑しながら頷き、僕も同じように笑って包みを受け取った。

「おいしいね、これ」

「お口に合って良かったです」

　貰もらった包みの中に入っていたのは、洒しゃ落れた個別包装をされた一口サイズの羊かんだった。控えめな甘さが僕にとってちょうどいい。

「牧村先輩は、甘すぎない方がお好きなんですね。覚えておきます」

　先日のプリンの感想はメッセージで既に伝えてあるので、それと合わせての判断だろうし、実際その通りだ。嬉しそうに笑う美園に、また作ってもらえる機会があるのだろうかと期待してしまう。

「ところで牧村先輩」

　僕が二個めの羊かんを食べ終えたタイミングで、少し真面目な顔の美園が別の話題を持ち出した。

「次のお食事のことなんですけど、そろそろ決めませんか？」

「そうだなぁ」

　直接の言及は無いが、美園としては今回の詫び分を店選びに乗せたがるような気がした。恐らく安い店で済ませてはくれないだろう。

「そうだ！」

「どこかいいお店があるんですか？」

「料理作ってくれ。美園の料理が食べたい」

　妙案だ思う。二人分の料理ならばそれほど金銭的な負担にはならないはず。その分手間はかけさせてしまうが、こちらのお願いを聞いてもらうのだからお詫び感も出る。しかも美園は料理が好きだと言っていたし、先日のプリンから考えて相当な技量を持っている。そして何より、僕が美園の料理を食べたい。

「ええと。いいんですか？　もっと、ちゃんとしたお店で──」

「美園の料理が食べたい」

「でも……」

「食べたい」

　自分で言い出したことではあるが、もう既に金銭的な話は割とどうでも良く、食べたいという気持ちが心の内を占めている。

「その。そうまで言っていただけるなら、わかりました。一生懸命作ります」

　勢いに負けたのか、美園は顔を少し赤くして俯うつむき気味で僕の要望を聞き入れてくれた。

「今週の土曜日で大丈夫でしょうか？　部屋は片付けておきますので」

「ああ。作業もこの間と同じくらいには終わるだろうし、ちょうどいいんじゃないかな」

　六月中で残った作業は告知看板の増設と夏休み以降の準備だけなので、することはそれほど多くない。

「何かご希望の品はありますか？」

「そうだな……」

　そもそもが今考えたことなのでこれと言った品が思い付かないのもあるが、どうせなら美園の得意な料理を食べさせてもらいたい。

「美園は和洋どっちの方が得意？」

「どちらかと言えば、洋食でしょうか」

「じゃあ洋食で。作る物はお任せしてもいいかな？」

「私が決めてしまっていいんでしょうか？」

「うん。せっかく食べさせてもらうんだし、美園に決めてほしい」

「わかりました。では、牧村先輩はお肉の方がお好きということでしたから、メインはお肉料理を考えておきます」

　そういえば、肉と魚のどちらを選ぶことが多いかと聞かれたことがあった。

「覚えててくれたんだ」

「当然ですよ」

　そう言ってニコリと笑う美園はどこか誇らしげに見える。

「それからその他のメニューですけど、せっかくですから当日一緒にお買い物をしながら決めませんか？」

「うん。そうしようか」

　限度は流石さすがにあるだろうが、当日いきなり決められるということからも美園が料理に自信を持っていることがわかる。今から当日が楽しみで仕方ない。

「今回のお詫びも兼ねていますから、腕によりをかけますね」

「ありがとう。でもこの前も言ったけど全然気にしなくていいよ。家に泊めるくらい大したことじゃないんだし」

　気合いを入れてくれる美園に笑いかけながら、何気なくそんなことを言った。

「……『家に泊めるくらい大したことじゃない』ですか？　相手が女性でもですか？」

　何気なく言ったのだが、美園はそこに反応した。

「まあ男よりは圧倒的に少ないけどさ、文化祭本番近くになれば夜遅くまでの作業もあるし、文実だとそう極端に珍しくはないんじゃないかな？」

「牧村先輩もどなたかを泊めたことがあるんですか？」

「去年だけど、香と一個上の先輩が泊まったかな。二人とも電車通学で終電無くなったから」

　とは言え、当たり前だが基本的に女子は女子の家に泊まる。二人が僕の家に泊まったのは、いくつかの偶然が重なったからだ。

「香さんがジンさんとお付き合いする前のお話ですよね？」

　何となく平へい坦たんな声で、少し俯いた美園はそんなことを尋ねてきた。

「文化祭前だからそうだね。ってなんでそんなことを──」

「やっぱり、私のお部屋じゃなくて牧村先輩のお部屋にしましょう」

　ぱっと顔を上げ、美園は僕の目を正面から見ながらそう口にする。真剣な顔で、冗談を言っているのではないことは明白だ。

「え？　いや、調理器具とかもあるだろうし、美園の部屋の方がいいんじゃ？」

「調理器具については問題ありません。それにお詫わびの意味もあるので、私が伺うべきでした。すみません」

　その辺りは気にしなくていいのだが、美園がそうしたいと言うのであればそれでいい。

「わかったよ。僕の家にしようか」

「ありがとうございます。当日、楽しみにしていてくださいね」

「ああ。凄すごく楽しみにしとくよ」

　その気持ちに噓うそは無い。目の前で楽しそうに笑う美園だが、僕がそんな彼女よりずっと当日を楽しみにしていることなどまるで知らないだろう。
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　待ちに待った約束当日、作業が終わった僕が一人でいると、美園から「牧村先輩」と声をかけられた。今日は都合が合わず話せなかったが、朝からずっとこの声を待っていた。

「今日はよろしくお願いします」

　振り返った僕にやわらかく笑いかけてくれた後輩が、丁寧に頭を下げた。

「むしろこちらこそよろしく。夕食、楽しみにしてたよ」

「私も、とっても楽しみにしていました。ご期待に添えるように頑張ります」

　はにかんだ美園が胸元で両こぶしをきゅっと握り、可か愛わいらしいガッツポーズを見せる。そしてすぅっと息を吸い、「それで」と表情を消した。

「明日の朝食もご用意したいと思いますので、ご迷惑でなければお泊まりさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「え？　迷惑なんてことはないけど……どういうこと？」

「そのままの意味ですよ？」

　止まりかけた思考でなんとか尋ね返したが、当然意味がわからなかった訳ではない。美園だってそんなことはわかっているだろうに、僕に対して首を傾かしげ、ダークブラウンの髪を揺らした。

「お風ふ呂ろは済ませておくので心配しないでください。四時に荷物を持って伺いますので、それから一緒にお買い物をしましょう。それでは、準備がありますので、お先に失礼します」

「あ、おい美園」

　言うだけ言って先に帰ってしまった先程の美園からは、受ける印象がいつもとだいぶ違った。格好は作業用の動きやすい物だが、そういう外見によるものではなく、いつもよりも強い意志とでも言うのだろうか。

　もちろん、嬉うれしいか嬉しくないかで言えば美園が泊まってくれるのは嬉しい。それも凄く。一緒にいられる時間が増えることもそうだが、信頼してくれているという証明なのだから嬉しくないはずが無い。

　しかしとは言っても、流石に冗談だろう。美園との付き合いはまだ一ヶ月半程度。親しくさせてもらっているとは思うし、僕に遠慮することも少しずつ無くなってきたが、いくらなんでもだ。大体歩いて帰れる距離なのだから泊まる理由が無い。夕食の後で僕が送って行けばいい、ただそれだけだ。
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　そろそろ約束の時間になる。それに伴って、冗談だとはわかっていても「お泊まり」という単語を意識してしまい、落ち着かない。換気でもしようと思い窓を開けると、大学とは反対側の交差点から、遠目からでもわかるとびきり可愛い女の子が歩いて来ている。水色の大きなキャリーバッグを転がしながら。

「まさか本気なのか」

　一瞬思考が飛びかけたが、すぐに冷静になって部屋を飛び出した。僕がアパートの階段を下りるのと、美園がそこまで辿たどり着いたのはほぼ同時だった。

「こんにちは。牧村先輩」

「こんにちは、美園。取りあえずそれ貸して」

　美園はちらりと僕の後ろ、アパートの階段に視線をやって嬉しそうに笑った。

「ありがとうございます。じゃあ、お言葉に甘えさせてもらいますね」

「このくらいなら任せてくれ」

「部屋から出て階段を下りた時はまだ良かったんですけど、上りはどうしようかなって思っていたので、助かりました」

「遠慮せずに呼んでくれればいいよ」

「次からはそうしますね」

　そう言ってふふっと笑う美園から受け取った荷物は意外と重かったが、男としての意地もあり、こんなの何ともないですよという雰囲気を出しながら片手で運びきった。結果、左手の握力が大幅に低下した。

「本当に泊まる気なのか？」

「そう言ったじゃないですか。お風呂も済ませてきましたよ」

　それはさっきから僕の嗅覚がしつこいくらいに教えてくれている。微ほほ笑えむ美園に言葉が返せない。どうして？　帰れる距離だろ？　なんて言葉は思いついていたのに。多分、言いたくなかったのだと思う。

「荷物置いたらそのまま買い物に行く？　それともちょっとゆっくりする？」

「時間もかかりそうなので、出来ればすぐにお買い物に行きたいです。あ、また冷蔵庫をお借りしてもいいですか？」

「ああ、どうぞ」

　会話をしながらドアを開け、美園を中に通して荷物を部屋の中まで運ぶと、彼女は冷蔵庫に何やら白い箱をしまっていた。この間のプリンのことを考えるのなら、美園が用意してくれたデザートだろう。

「楽しみが一つ増えたな」

「あんまり期待し過ぎないでくださいね」

　冷蔵庫の扉をそっと閉めた美園が、少し眉尻を下げてはにかむ。謙遜こそしているが、僕が褒めた意図は伝わっているようで嬉しそうにしてくれている。

「無理な相談だなあ」

「もう」

　困ったように笑いながらもやはり美園は嬉しそうで、「期待してるから」と言った僕に、「ありがとうございます」と優しく目を細めた。




　僕の家からスーパーまでは歩いて五分。到着してすぐにカゴとカートを手に取ると、美園が顔を綻ばせた。

「あ。ありがとうございます。牧村先輩」

「料理作ってもらうんだし、このくらいはね。ところでメイン以外はこれから決めるって言ったよね？」

「そうですね。今日のメインはビーフシチューですので、他の物はサラダとお魚料理とご飯ものを作ろうと思っています。以前苦手な物は無いと伺いましたけど、逆にお好きな物はありますか？」

「んー」

　言われて気付くが、僕の好物って何だろう。

「何だろう？　改めて言われると全く思いつかないな。肉と魚なら肉の方が好きとかならあるんだけど」

「それじゃあ」

　美園は少し驚いたような顔をしたが、すぐに表情を変えてどこか嬉しそうに笑った。

「私がこれから探していきますね」

「……お手柔らかに」

　深い意味は無いのだろうが、これからも今日のような機会があるのだろうかと期待してしまう。

「はい。ひとまず今日のメニューはお任せしてもらってもいいですか？」

「お願いします」

　結局こうなってしまったかと内心苦笑しつつ、そのありがたい提案に乗ることにした。

　先ほどの質問は僕の好みから絞り込もうとしただけで、恐らく最初からメニューの候補はあったのだろう。美園は迷うこと無く買い物カゴに品物を入れていく。人にん参じん、玉ねぎ、ジャガイモ、牛肉などのビーフシチューの材料の他に、ミニトマト、サーモン、チーズなどもカゴの中に加えられていく。何を作るのかまるでわからないが、ここで聞くのも野暮な気がする。

　美園は食材を選びながらでも問題無く会話が出来るようだったが、真剣に選ぶ彼女にこちらから話しかけるのは気が引けて周囲に目をやってみる。流石さすが土曜の夕方と言うべきか、夕食の買い物に来たであろう人が多い。学生アパートが多い地域とはいえ、普通のご家庭が存在しない訳ではないので、夫婦と思おぼしき買い物客も何組か見受けられた。

　周囲から僕たちはどう見えるだろうか。頭に浮かんだのはそんな疑問。大学生の男女が二人。夫婦には見えないのは当然にしても、恋人には見えるだろうか。と、そこまで考えて失礼な想像を吹き飛ばすべく頭を振る。

「どうかしましたか、牧村先輩？」

「いや何でもないよ、ごめん。次はどっち？」
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「そうですか？　調味料類は持って来ている物で足りるので、もうこれで終わりです」

「じゃあお会計済ませようか」

「私が払いますからね？」

「信用無いなあ」

　まるで子どもに言い聞かせるかのような美園に肩を竦すくめてみせると、拗すねたような表情で「前科がありますから」と言われてしまう。約束とはいえ後輩に支払いをさせてしまうのは多少心苦しいが、恐らく合計額は想定に近いものになるはずだ。これで美園の貸し借りの意識が消えてくれるなら、僕の面めん子つなど大したことではないと思う。

「じゃあ美園さん。ごちそうになります」

「もうっ」

　少し大げさに支払いをお願いすると、美園は言葉とは裏腹に目を細めて優しく笑った。

　しかし帰宅後、自分の考えが甘かったことに気付かされる。

「騙だまされた！」

　買った材料を僕がキッチンに置いている間に、美園は自分のキャリーバッグから調味料の類を取り出していた。それを見た僕の感想がこれだ。

「どうしたんですか？」

　きょとんと首をかしげる美園の手にあるのは赤ワインのボトル。ラベルから受ける印象は料理用の安い物ではない。

「それ高いヤツだろ？　料理用だから安いのでいいんじゃないのか？」

「お料理に合わせて飲める物にしました。大丈夫ですよ、そんなに高い物じゃありませんから」

　そう言って美園は微笑みながら、ボトルを少し持ち上げて見せる。以前選んだ店のことがあるせいで、その言葉は信用ならない。後で調べよう。

「じゃあ早速始めますね。牧村先輩はお好きなことをして待っていてください」

　キャリーバッグからエプロンと髪留めを取り出して支度をしていく美園を前回同様に眺めていると、またしても鏡の中の彼女と目が合ってしまった。学習をしなかった訳ではない。美園の魅力がそれを上回っただけで、不可抗力と言える。

「髪まとめるの、上手うまくなったよね」

　上手く出来るようになったら。そう言ってくれた美園を思い出して声をかけると、鏡の中の彼女は照れたような表情を浮かべ、まとめた髪にそっと触れた。

「可か愛わいく出来ていますか？」

「うん。いいと、思う」

「それなら、良かったです」

　だいぶ控えめな感想を送ると、美園は安心したように息を吐き、鏡越しの僕に微笑んだ。

「調理器具をお借りしますね」

「ああ。あと、前にも言ったけど必要な調味料や米なんかも使ってくれていいから」

「はい。ありがとうございます。七時くらいにはお出し出来ると思います」

「楽しみに待ってるよ」

「はい。頑張りますね」

　水色のエプロンの胸元で、控えめに二つの握りこぶしを作った美園が気合いのアピールをする。そんな姿が可愛らしくて、微笑ましくて頰が緩んだ。

　美園からは「お好きなことをして待っていてください」との言葉を貰もらったが、はっきり言って何もすることが無い。正確には何をしていても落ち着かない。トントントンと心地よいリズムで響く包丁の音や、バターを使って玉ねぎを炒いためる匂い、そして美園がそれを作っているという事実が、僕の集中力を削けずり切った。

　今はページの進まない本に目を落としつつ、たまにさり気なく美園の後姿を見ている。アップにした髪とそのおかげで見える首筋と、六月に入り半袖になったワンピースから見える二の腕に僕の視線は引き寄せられ、罪悪感がザクザクと心を刻んでいる気がする。だが無理矢理視線を逸そらしても、またいつの間にか目が言うことを聞かなくなっている。

「座禅でも組むか……？」

　時計を見ると、予定の時間までまだあと一時間三十分ほどあった。




「長い時間お待たせしてすみませんでした」

　料理を出してもらったのは十九時を少し過ぎた頃。味はこれからだが、香りの段階で既にこれはきっと美味うまいというのが伝わってくる。

「全然待ってないよ。楽しみにしてたから時間が過ぎるのが早かった」

　申し訳なさそうな美園に安心してほしくてそんなことを言ったが、最後の部分は大おお噓うそである。楽しみにしていたのは紛れもない事実だが、時間が過ぎるのはとんでもなく長く感じた。僕の言葉を受けてはにかむ美園に、心の中で噓を謝っておく。

「サーモンのカルパッチョと、こっちのミニトマトの間にチーズが挟まってるのは……なんか見たことある気がするんだけど、何だったっけ？」

「カプレーゼです。普通のトマトをスライスして作る物が一般的だと思うんですけど、食べやすさ重視でミニトマトで作ってみました」

「そうだ、カプレーゼだ。見た目も可愛くていいと思う」

　ミニトマトを切った間にチーズとバジルを挟んだ一口サイズのカプレーゼが、オリーブオイルと黒コショウで彩いろどられ、センス良く配置されている。皿さえ良ければ、どこかの店で出てきた料理だと言っても全く疑われないだろう。バジルソースで彩られたサーモンのカルパッチョも、メインのビーフシチューも、バターが香るピラフも、残念なのは皿だけだ。次の機会があるかはわからないが、この料理に対して格好の付く皿を買っておこう。

「冷めない内に食べてもいいかな？」

「はい、是非」

　全ての料理を並べ終わり、まとめていた髪を元に戻した美園に尋ねる。早く食べたいという意思表示に、満面の笑みで答えが返ってくる。

「いただきます」の言葉がぴったり被かぶって、お互いに少し気恥ずかしく笑い合ってから、カプレーゼを口に運んだ。

「うまい」

　伝えるつもりではなく自然と口から出た言葉だったが、正面の美園は少しほっとしたように見える。彼女はまだ料理に手を付けていない。調和の取れた美味おいしさのカプレーゼをもう一つと思ったが、次はカルパッチョに箸を伸ばす。

「これもうまい」

　ビーフシチューとピラフにも手を付け、ワンパターンだが今度はしっかりと意思を持って「うまい」と伝えた。

「ちゃんとすごく美味しいから、心配しなくても」

「お口に合って、本当に良かったです」

　心底ほっとした、そんな様子を見せた後、美園はやっと笑った。

「味見はしてるんだろ？」

「自分でも味見はしましたけど、やっぱり食べてもらうとなると緊張します。しかもお相手は牧村先輩ですし」

「僕は別に味にうるさい人間じゃないから……この言い方だと作り甲が斐いが無いかな？」

　美園は優しく目を細め、小さく首を横に振る。

「いいえ。作り甲斐は最高ですよ」

「そりゃ光栄だ」

　そう言ってもらえるのが嬉うれしくてたまらない。照れ隠しも込めて美園に食事を勧め、美味しい料理に舌した鼓つづみを打つ。せっかくの機会なのだからもっと会話をとも思ったのだが、箸が進み過ぎた。だからなのか、そんな僕の向かいの美園はずっと嬉しそうにしていた。

「残りは冷蔵庫に入れさせてもらいますね」

「助かるよ。ありがとう」

　普段の夕食よりもかなり多めの量を食べたつもりだが、料理にはまだ残りがあった。明日もこれが食べられるのはかなり嬉しい。

「じゃあ最後にデザートをお出ししますね」

「ありがとう」

　冷蔵庫にしまってあった箱から、美園が取り出したのはチーズケーキ。それにナイフを入れて、皿とフォークの用意までしてくれ、本当に至れり尽くせりだ。彼女が「どうぞ」と出してくれたチーズケーキにも、きっと美味しいのだろうなと多大な期待を寄せてしまうし、その期待を超えてくれるだろうという予想はきっと間違っていない。

　ふとテーブルの上を見ると、飲み物が水しかない。先ほど一口貰った赤ワインもあるが、美園に飲ませる訳にはいかない。

「コーヒーしかないけどいいかな？」

「私が淹いれますよ」

　立ち上がろうとした僕を制して、美園はキッチンに戻りすぐにカップを二つもって戻って来た。既にほとんど準備済みだったのだろう。本当に至れり尽くせり過ぎて、ここは僕の家だろうかと疑ってしまうくらいだ。

「どうぞ」と、テーブルの上に静かに置かれたカップを手元に寄せて、「ありがとう」と返すと、美園はニコリと笑った。

「うまい。甘すぎなくて、濃厚って言うのかな。これ赤ワインとも合うんじゃないかな」

「牧村先輩は甘さが控えめの方がお好みのようだったので、合わせて作ってみました。赤ワインを注ぎましょうか？」

「せっかくだけど食事中にも飲んだし、やめとこうかな。酔っぱらっても困るし」

「ワインも置いて行きますので、良かったら合わせて楽しんでみてください」

「このワイン結構するだろ？　いくらなんでも悪いよ」

　調べたら一本二千円ほどのワインだった。何万円もする高級な物ではないが、大学生が飲むには結構なお値段だと思う。

「どうせ私は飲めませんから」

　美園は苦笑しながらそう言うが、確かにその通りだ。ビール一口で眠ってしまう美園にワインは飲ませられない。

「じゃあ、ありがたく貰うよ」

「はい。赤ワインと合わせた感想も聞かせてくださいね」

「ああ」と頷うなずき、これはお返ししないとなぁと考えて楽しくなった。

「ところでこれ、プリンの時も思ったけどいつ作ったんだ？　作業の後じゃ結構厳しくないか？」

「今朝ですよ。実行委員の活動前にデミグラスソースと一緒に作っておきました」

「ってことは、結構早く起きたんじゃないか？」

「い、いえそんなことないですよ。普通の時間に起きました」

　この子は本当に噓がつけない。目が泳いでいてバレバレだ。とは言え、それを指摘するのも野暮というものだろう。

「そうか。ありがとう、どれも凄すごくおいしかったよ」

　僕に出来るのは素直に感謝を伝えるだけだ。それだけしか出来ないというのに、こんなにも眩まぶしい笑顔が返って来るのだから、なんて幸せなことだろうと思う。




　食後の片付けは、固辞する美園に対して半ば無理矢理手伝った。キッチンが狭いので皿拭きや整頓くらいしか出来なかったが、ただ座っているというのも大概手持無沙汰だったし、何より僕が手伝いたかった。もっと言えば僕だけでやりたかったくらいだ。

「今日はありがとう。もう少ししたら送って行くよ」

　時刻は二十一時を回ったところ。改めて感謝を伝えると、美園は何を言っているんですかと言わんばかりに僕を見ている。

「……本気で泊まる気でいる？」

「ダメですか？」

　僕に対して必殺の上目遣いで問われる。

「大したことじゃないって言っていたじゃないですか。それに香さんや別の先輩もここに泊まったんですよね？　私だけダメなんですか？」

　その通りだと思う。香たちを泊めたのは他に手段が無かったからではあるが、泊めることには大した抵抗が無かったと記憶している。たとえ相手が女子であっても、家に泊めることなど大したことではない。少なくとも文実ではそうだ。ただし、僕が、美園を、となると、僕にとっては大したことになってしまう。

　それでも、もっと一緒にいたいという気持ちに噓はつけなかった。

「……わかったよ」

「お布ふ団とんは持って来ていますから安心してください」

　僕が了承すると美園は嬉しそうに笑い、水色のキャリーバッグを開いて中からこれまた水色のタオルケットを取り出した。やけに大きな荷物だと思ったが、理由はこれか。

「敷しき布ぶ団とんどうするんだ……」

「くるまれば平気です。あ、クッションを貸していただけると助かります」

「ベッド使って。床で寝かすのは無しだから。ダメなら送って行くよ？」

　そう伝えると、美園は拗すねたような表情で何やら考え始めてしまった。

「僕に迷惑だとかは、前にも言ったけど考えなくていいよ。今日の料理に大満足させてもらったし、そのお礼だと思ってくれればいい」

「ちょっと考えさせてください。その間に牧村先輩はお風ふ呂ろでもどうですか？」

　その言葉が受け取りようによってはまずいものだときっとわかってないだろうなあと、内心苦笑しながら頷く。着替えのジャージと下着類とタオルを用意し、「覗のぞかないでくれよ」と冗談めかして声をかけると、美園は「もう」と小さく呟つぶやき頰を朱で染めた。

「適当に使って。映画なんかも見られるから」

　そんな反応に気恥ずかしくなって、デスクからノートＰＣをテーブルの上に移動させ、動画配信サービスのページを開いて渡した。ついでにデスクトップのフォルダも開く。

「あとこれ。去年の文実の写真が入ってるから」

　因ちなみに僕の写真はあまり無い。目立たない方なので。

「いいんですか？　ありがとうございます」

　目を輝かせた美園の声を聞きながら、後ろ手で手を振って部屋の扉を閉め、いつもより温度を下げたシャワーを浴びた。それなのに、顔が熱い。




　普段よりも時間をかけて風呂を済ませ、着替えまで終えてドアを開けると、部屋の中は静かだった。

　ＰＣ上には去年の、ちょうど僕がサネとドクと一緒に撮られた写真が表示されている。そんな画面の向かいにいる美園は、ベッドに背を預けて眠ってしまっていた。本人は否定していたが早起きした分と、それから作業の疲れもあって眠気には逆らえなかったのだろう。風邪をひいてもいけないので、ベッドで寝てもらおうと一旦起こすために近付いて屈かがんだが、その寝顔から目が離せなくなる。

　こんなに近くで、こんなにじっくりと見るのは初めてだ。顔の造作がとんでもなく整っていることは、知っていたつもりだった。まぶたが蓋をして大きな可か愛わいらしい瞳は隠れているものの、かすかな微ほほ笑えみをたたえるような、静かで優しい、無防備な寝顔。

　触れたいと、そう思った。そして多分、頭がその感情を理解するよりも先に手が動いていたのだろう。気付けば右手が美園の頰に近付いていて、慌てて引っ込めた。触れたいと思った。だがそれは当然、してはいけないことだ。付き合っている訳でもないのに、許可も得ず、ましてや眠ってしまっている時に。こうやって寝顔を眺めていることだってそうだ。

　だから早く起こさなければならない。それなのに、それをするまでには時間を要した。




「すみません、眠ってしまって」

「いや全然。疲れもあったろうし、気にしないで」

「ありがとうございます。ところで牧村先輩」

　美園がどんな顔をしているかはわからないが、声からは疑問の色を感じる。

「どうしてそんな所にいるんですか？」

「気にしないでくれ」

　部屋の隅にいる僕の発言に「はあ？」と不思議そうな声を出した美園だったが、それ以上聞いてくることは無く、続いたのは「でも」とこちらを気遣うような声。

「暖かくはなってきましたけど、髪の毛を乾かさないと風邪ひいちゃいますよ？」

「それだ。あ、いや。悪いけどドライヤーかけるからうるさくするよ」

「はい。私のことは気にせずにどうぞ」

　美園を好きになったと自覚していた。彼女と話すことに幸せを覚えたし、一緒にいる時間を大切なものだと思うようにもなった。その可愛らしい言動に鼓動が早くなることが何度もあった。

　そして今日、僕の中にあるままならない感情を知った。理性的だと思っていた自分があんな行動をするなんて、思ってもいなかった。だからさっきまではあれだけ見たかった美園の顔が見られない。どんな会話をしていいかもわからない。

　現在時刻は二十二時。遅くとも二十四時に寝るとしてあと約二時間、間を持たせなければならない。普段なら話すことはいくらでもある。相手が美園ならなおのことで、二時間くらいならあっという間に過ぎてしまうだろう。ただ今は、僕がそれに耐えられるかどうかが怪しい。それなら映画でも見ようか。ノートＰＣの画面で見なければならない分、ある程度距離は近付くので精神修行的な面はあるが、間を持たせるだけなら優秀──

「なんだよそれ」

　呟いた言葉はドライヤーの音がかき消してくれて、美園には聞こえなかっただろう。柄を握る自分の右手に力が入るのが分かる。さっきから僕は何だ。間を持たせるだの精神修行だの。これをチャンスと捉えて行動を起こす、という大それた事が出来ないにしても、どうして好きな女の子と一緒にいるという、そんな幸せな時間を捨てようと思えるのか。そして何より、一緒にいてくれる美園に失礼極まりない。

　指先に伝わる感覚では髪も大概乾いた。だから一度深呼吸をして、平常心を意識して、ドライヤーをオフにする。

「ごめんね、うるさくして」

「いえいえ。私がお邪魔しているんですから気にしないでください」

　決意を持って正面から美園を見て、それなのに優しい微笑みになけなしの平常心は崩されてしまう。

「……ところでさ。寝る場所どうするか決めた？」

　僕の中ではもう決まっている。床で寝かせるなどあり得ないし、美園に帰ってほしくない。

「考えましたけど、せっかくなのでお言葉に甘えさせてもらおうかなと思います。牧村先輩には申し訳ないですけど、その分何かお返ししますね」

「そんなこと気にしなくてもいいのに」

　相変わらずの律りち儀ぎさに内心苦笑するが、お返しという言葉にはピンと来るものがある。

「僕の方こそ、今日の料理にワインまで貰もらったんだから、何かお返ししないとだな」

　感謝の気持ちはもちろん大きいし純粋にお返しがしたいのも事実だが、これを口実にまた一緒にいる時間を作りたいという思いも大きい。

「それこそ気にしないでください。前回のお礼と先日のお詫わびですから」

「いやいや。それを十分に超えてたよ」

「いえいえ──」

　結局お礼やお返しの話は平行線を辿たどった。なので、それにかこつけて次の約束をしようという思惑も上手うまくいっていない。

　美園はこういったことでは意外と譲らない。人として好ましい面だと思うが、なんとかして次の機会を作りたい今の僕からしたら中々困らされる一面だ。

　どうすべきかと見ていると、彼女は口を押さえて小さく可愛らしいあくびをした。

「すみません」

　恥ずかしそうに謝る姿も可愛い。

「今日早起きしてくれたみたいだし、そろそろ寝ようか」

　一緒に話せる時間が惜しいという気持ちはあるが、僕のために早起きしてくれた美園に無理はさせたくない。

「もう少しお話ししたいです」

「じゃあいつ寝ちゃってもいいように、とりあえずベッド入りなよ」

「そうするとすぐ眠っちゃいます」

「やっぱり眠いんじゃないか」

「あ……」

　話をしたい、そう言ってくれるだけで僕にとっては十分だ。拗ねたように言う美園は、言葉を聞くまでもなくやはり少し眠そうに見える。からかうように指摘すると、彼女は諦めたのか「お化粧を落として着替えてきます」とうなだれた。

「ああ、そうしたら寝るまで色々話そう」

「はい」

　そう答えた美園はキャリーバッグの中から、着替えが入っているであろう袋とポーチを持って洗面所に向かっていった。

　閉じられた扉を見ながら、僕の頭の中はどんな服に着替えるのだろうという思考に支配された。実際はどうか知らないが美園はネグリジェを着ていそうだな、というイメージはある。流石さすがにここでは着ないだろうけど。それ以外のパジャマにしろ仮にジャージにしろ、普段の美園とは印象が違う服。楽しみでないはずが無い。ついさっきまで正面から見られない、などと思っていたのが噓うそのように楽しみだ。

　しかしジロジロ見るのは失礼だろうか、だろうな。化粧も落とすと言っていたし。そんな思考で悶もん々もんとしていると、扉が開いて美園がおずおずと入って来た。

　薄水色のネグリジェを身にまとって。

「あの。恥ずかしいのであんまり見ないでください……」

「……あ、ごめん。凄すごく似合ってたから、つい」

　恥ずかしそうに頰を染める美園に、ジロジロ見たら失礼だなどと思っておきながら、結局のところ視線を奪われた。

「お化粧も落としているので……」

「ほんとごめん」

　言われてなお視線を外せないでいた僕は、二度目の言葉でようやく美園から視線を外す。化粧を落としているとは言ったが、その状態ですらこれだけ可愛いのは反則だと思う。

　美園はキャリーバッグの中に袋とポーチをしまうと、そのまま足早にベッドに向かおうとしたのだが、足元にあったＰＣのケーブルに気付いた。避けてくれたのだろう、踏み出した足を降ろす場所を変え、そしてそのままバランスを崩した。

「あ」

　勝因は、結局僕がまた視線を奪われ続けていたこと。立ち上がり、小さな声を上げた美園を支えるまでには、自分でも驚くほどに体が速く動いた。

　細い肩に手を添えて勢いを殺すと、美園がそのままぽすりと僕の胸元に収まる。互いの指を結んだ時にも、眠ってしまった彼女を運んだ時にも思ったことだが、華きゃ奢しゃな体は力を入れたら壊れてしまいそうなほどに繊細なのに、不思議なくらいにやわらかい。

「大丈夫？」

「…………すみませんっ。大丈夫です」

　しばらく反応が無かったが、美園は慌てて顔を上げて僕を見つめ、やはり慌てて謝罪の言葉を口にする。整った顔がどんどん熱を持っていき、彼女の細い指が僕の服をきゅっとつまんだ。

　受け止めるまでは、美園に万が一にも怪け我がなどさせられないとしか考えなかった。だが今、羞恥で頰を染めた彼女が、手のひらで触れた肩が、胸元に収まった美園が、そんな僕に別の思考を流し込む。スキンケア用品なのかはわからないが、甘い香りが少し強くなったこともよろしくない。

「……足、捻ひねってない？」

　すぐに体を離さなければと思うのに、言葉はそれを先送りにする。

「……はい」

　自分の足を確認し、美園がこくりと頷うなずく。顔はこちらを向いたままで、至近距離で見つめ合うような形。先ほどよりも更に近い距離で、僅かに潤んだ瞳を縁取るまつ毛の長さまでよくわかる。

「……すみませんでした！」

　状況を打破したのは美園から。少し惚ほうけたようにしていた彼女がハッとした顔を見せ、僕から離れて最敬礼に近い角度で頭を下げた。こんな時だというのに、その姿勢がやはり綺き麗れいで流石だと思う。

「……いや、こちらこそ。配線をテーブルの下に通すとか、気にしとけば良かった」

　申し訳なさそうにしている後輩を相手にずっと見み惚とれている訳にはいかない。実際、美園にとっては不慣れな他人の家なのだから、僕がもっと気を遣うべきだったのだ。

「いえ、とんでもないです。私がちゃんと眼鏡をしていれば、ご迷惑をおかけせずに済んだんです」

「いやいや迷惑なんて……美園、普段はコンタクト？」

「え？　はい」

　僕が変な所に食いついたせいか、美園は一瞬首を傾かしげた後で控えめに頷いた。

「へえ」

　美園は大学デビューだと志保が言っていたことを思い出す。

「見てみたいな」

「お詫びはしたいですけど、それは……恥ずかしいのでダメです」

　美園は少し考えるようなそぶりを見せたが、眉尻を下げた上目遣いで小さく首を振った。

「残念。でもお詫びとかは全然気にしなくていいよ。じゃあ、とりあえず予定通りベッドにどうぞ。足元見える？」

「はい。裸眼でもこの距離なら、牧村先輩のお顔がしっかり見えます」

　どこか嬉うれしそうに笑って少し首を傾け、美園はさらりとダークブラウンの髪を揺らした。言葉の内容通りじっと僕を見つめる彼女からは、先ほど意識させられた甘い香り。

「……あっ。すみません。ベッドをお借りします」

　言葉を返せずにいた僕の前で、美園は慌てながらも綺麗な姿勢で頭を下げ、「ああ、どうぞ」と返すとそのままもう一度頭を下げ、ベッドに潜ってしまった。

「牧村先輩は私のタオルケットを使ってください」

　布ふ団とんから顔を半分覗のぞかせた状態の美園が、そんなことを言う。よく見るとキャリーバッグの上に、タオルケットが置かれている。

「それじゃあ、ありがたく借りるよ」

　目と眉だけでも美園が微ほほ笑えんだのがわかり、こちらも微笑ましい気持ちで見ていると、彼女ははっとしたようなに布団を被かぶってしまった。

「化粧落としてもそんなに変わってないし、気にしなくても」

　先ほど至近距離で見させてもらった上での感想だ。

「そう言ってもらえるのは嬉しいですけど、ちょっと複雑です」

　女心というのは難しい。素顔がいいと褒めたつもりだったが、向こうとしては何やら思うところがあるようだ。布団からまた目元を覗かせた美園は、少し眉尻を下げて「嬉しいんですよ？」と念を押した。そんな姿が微笑ましい。

「了解。じゃあ、照明落とすよ」

「はい、お願いします」

　美園はもう眠いかもしれないが、まだ少し話をしたいと思っておやすみは言わなかった。こういった場面であればまず挨拶をしてくれるであろう彼女の方からもその言葉は無く、同じことを思っていてくれたのか他た愛わいの無い会話が始まる。同じように思ってくれていたのなら嬉しい。

　カーテンの隙間から外の明かりが僅かに漏れ入ってくる。時折光が少し強くなるのは、外を通る車のヘッドライト。ただそんなものは目を瞑つぶれば一切気にならない。とりとめの無い話がしばらく続いた、そんな暗い部屋の中、静寂が訪れた。おやすみを言えなかったことを後悔していると、静かな声で沈黙が破られた。

「牧村先輩。寝ちゃいましたか？」

「まだ起きてるよ」

　時間が早いのもあるが、とてもまだ寝られない。僕の部屋に好きな女の子がいてくれて、僕のベッドに入っている。しかも借りたタオルケットからはいい匂いがする。それに加えて先程の接触の余韻もまだ残っているのだから、眠気など感じる訳が無かった。

「美園はまだ大丈夫？」

「はい。すぐに寝ちゃうかと思ったんですけど、ちょっとまだ寝られそうにありません」

　顔はもちろん見えないが、きっとはにかみが浮かんでいる、そんな声。

「だから、よければ、もう少しお話出来ませんか？」

「もちろん。遠慮なんかしなくていい……っていうか僕も美園ともう少し話がしたかった」

　明かりを落とした部屋の中で、ベッドの美園と床の僕。互いの顔が見えないからか、少し大胆なことを言った。

「……嬉しいです」

　静かな部屋の中、美園が息を吞むのが分かった。そして優しい声と小さな音が耳に届く。恐らくこちらを向くように体勢を変えたのだろう。だから僕も体を彼女に向ける。別に距離が変わった訳でもないし、互いの姿も見えないまま。それなのに距離が近付いたような気がしてならないのは少し、いや、だいぶ浮かれているからだろうか。

「何の話しようか？」

「そうですね。さっきお写真を見せてもらいましたよね。だからやっぱり、去年の実行委員のお話を聞かせてほしいです」

「去年か、うん。僕が話せることなら何でもいいよ」

　と言っても、交友の狭さのせいで楽しんでもらえる話題が少ないという不安はあるが。

「じゃあ……牧村先輩のお話を聞かせてほしいです」

「僕の？　面白いことなんて無いよ？」

「そんなことはありませんよ。それに、知りたいんです。牧村先輩のことを、もっと」

「……うん、わかった」

　その優しい声を聞いて、美園が今どんな顔をしているのか気になった。この暗がりと距離のおかげでいつもより大胆な事が言えたのに、今はそれが少し恨めしい。現金で恩知らずなものだ。

「牧村先輩はどうして実行委員に入ろうと思ったんですか？」

「……そうだなぁ」

　少し言いづらいことではあるのだが、せっかく尋ねてくれた美園をはぐらかすことをしたくない。

「僕は昔から誰かに話しかけたりとか、人間関係を自分から構築するのが苦手でさ、大学入ってすぐは友達が全然出来なかったんだ」

　友達を作る機会である入学前イベントに引っ越しの遅れから参加出来なかったことも一因ではあると思うが、やはり主因は僕の性格だ。

「だけど最初は楽観的に考えてたんだよね。その内友達くらい出来るだろうって。でも大学って高校までのクラスと違って学科単位の結び付きってそれほど強くないし、教養科目とか外国語は学科内でも割と履修がばらけるし、専門科目の授業でも座る席は自由だろ？　だから思った以上にチャンスが無くて、一週間経たってもほとんど一人だったよ」

　座席だけでなく、何をするにも自由なのだ。卒業や進級の要件を満たす必要はあるが、必修単位以外の授業履修は個人の裁量による。個別の授業に関しても、高校までであれば無断で休もうものなら家族に連絡が行くが、大学ではそんなことはあり得ない。

　その他にもサークルやアルバイトに個人間の関係など、とにかく自分の意思で色んなことを決められるのが大学生だ。もちろん責任も自分で負わなければならないが、それも含めて自由だと思った。

「その頃にはもうみんなサークルに入ったりしててさ、楽しそうだったよ。そこで初めて気付いたんだよ、自分で動かないと置いてけぼりになるんだって」
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「わかる気がします。推奨の時間割はありましたけど、その中でも教養科目や第二外国語の選択なんかで、決めなきゃいけないことが多かったですね。高校までと違って、同じ場所にいるのに一人一人全然違うものを選べるんだって、びっくりしました」

「うん。だからまあ、それで文実に入ろうって決めたんだよね。後ろ向きな理由だけどさ、みんなバラバラの中で友達を作れる気がしなかったから、じゃあみんなで同じ目標に向かう所に入ろうって。ごめんね、大した理由じゃなくて」

　誤魔化したくなくて正直に口にしたが、幻滅されていたらどうしようと不安になる。それなのに、美園の声は優しい。

「そんなことはありませんよ。理由は人それぞれですし、私は牧村先輩のことを知れて嬉しいです。それに、牧村先輩がその後で実行委員の活動を大好きになったことを知っていますから」

「うん、ありがとう」

　情けない部分ではあるが伝えて良かったと、「どういたしまして」の優しい声を聞きながら思う。

「じゃあ、次は何の話がいい？」

「次は、せっかくなので今の続きを。牧村先輩が実行委員を好きになるまでのお話をお願いします」

「えー、難しいなあ」

　それに改めて口にするのは少し恥ずかしいのだが、美園はくすりと笑ってから「聞かせてほしいです」と楽しそうな声で口にする。

「そうだな。新歓の頃から先輩が気にかけてくれてたし、同級生はノリのいい奴やつらも多くて、最初から楽しかったかな。会議と作業に関しては面倒だったり大変だったりと思うこともあったけど、それでもやっぱり楽しさが勝ってたと思う」

　ただ、今にして思えばこの辺りまでは楽しさを与えてもらっていたのだと思う。

「で、担当に配属された頃から少しして、今の美園たちよりちょっと後くらいかな、自分に任される仕事っていうのが増えてきた。ここまでの一年生って、良くない言い方をすればお客さんみたいなとこがあったんだよね。だけどこの頃、ようやく文実の一員になったって実感が湧いた。僕はそれが楽しかった」

　もちろんこれは人それぞれだ。やることが増えて大変になり、文実を去る者もいた。だが僕には合ったのだ。

「自分の仕事があるとさ、自然と人とのやり取りが生まれるんだよ。周りと今みたいに仲良くなったのもその頃かな。そうなってくると仲のいい奴らと苦楽を共にする訳だから余計に楽しくなってくる。そんな感じかな」

　自分が積極的に動いた結果ではないが、友人が出来た。自分が青春の中にいるという実感も、充足感も得られた。

「私もこれからそうやって、もっと実行委員を好きになれるでしょうか？」

「正直なところを言うと、もちろんそうなってほしいけど、人それぞれだからわからない。僕が感じた楽しさと美園が思う楽しさは違うかもしれないから。だけどやっぱり、楽しく思ってもらえたら嬉しいよ。だから美園にも、もちろん雄一にも、色々仕事任せるから。先輩として頼りにさせてもらうから、覚悟しておいて」

　ベッドの上からふふっと、優しく穏やかな笑い声が聞こえた。

「はい。牧村先輩の期待に応えられるように、それから私自身が楽しめるように、いっぱい頑張ります。だから私も、牧村先輩をもっと頼りにします……いいでしょうか？」

　最後に付け足された声だけは少しおずおずとした調子があり、上目遣いで尋ねる美園の可か愛わいらしい顔が目に浮かんだ。

「ああ、もちろん」

「ありがとうございます。これからの活動がもっと楽しみになりました」

　弾んだ声で思いを伝えてくれる美園の「これからの活動」は、楽しいことばかりではないと思う。だけど、大変なこともひっくるめて彼女にとっての大切な思い出になってほしい。

「美園」

「はい」

「楽しい文化祭にしよう。お客さんにとっても出展者にとっても、それから僕たちにとっても。僕個人が出来ることは限られてるけど、それでも全力を尽くすよ」

　美園は初めて出来た後輩だ。だから先輩として、その活動を応援したい。

「はい。素敵な思い出をたくさん作りたいです」

「ああ、一緒に頑張ろう。改めてだけどよろしく、美園」

「はい。こちらこそよろしくお願いします。牧村先輩」





◇　◇　◇






　翌朝は普通に目が覚めた。あの後、他愛のない話をしている内に、美園はすぐに寝入ってしまった。僕の方もその後の記憶はあまり無い。美園と話している間に緊張がほぐれ、すぐ眠れてしまったのだろうと思う。

　手に取ったスマホは六時三十分を表示している。寝た時間の影響とはいえ、休みの日に目を覚ますには若干早い。床で寝はしたが、伸びをしても体の痛みはなく、好調な目覚めだと言える。

「おはようございます。牧村先輩」

「おはよう、美園」

　訂正する。多分朝イチだけを考えれば、人生で一番幸せな目覚めだと、美園の笑顔を見てそう思う。既に着替えの済んでいる美園は、髪をアップにしてエプロンを身に着けている。当然だがメイクも済んでいて、昨夜との差はもちろん分かるのだが、やはり元々の顔だって抜群なのだと改めて思う。

「もしかして朝ご飯用意してくれてる？」

「はい。そう言ってお泊まりさせてもらった訳ですから。勝手にお台所を使うのは申し訳無いとは思ったんですけど」

　文句などあるはずがない。

「それから材料が昨日の残りですので、新しい物はサラダくらいしか作れていないんですけど」

「十分過ぎる。ほんとにありがとう」

　冗談抜きで今日は人生最高の朝だと思う。身支度を済ませると、テーブルの上にはトマトと玉ねぎのサラダに、昨夜のビーフシチューが用意されていた。

「簡単な物と残り物ですみません」

「美園に作ってもらえるだけでもありがたいのに、味も最高なんだから悪いことなんか一つもないよ。ありがとう」

　申し訳なさそうな彼女に、心から感謝を伝えるが、これでもまだ僕が今どれだけ幸せかを、まるで伝えきれていない。




　その後、片付けまでしてくれた美園を家まで送った。彼女の部屋は二階にあるので、キャリーバッグのことを口実に今日は部屋の前まで。オートロックの玄関から彼女の部屋までの、そんな短い時間でさえも一緒にいたかったのが本音だ。

　手を振って美園と別れた後、自分の部屋に戻るまで出来る限り何も考えないようにしていた。一度外に出たせいか、帰って来た部屋の中は、先ほどまで美園がいたことを強く感じられた。

　ベッドの上の布ふ団とんは綺き麗れいに畳まれているし、キッチン周りも普段僕がするよりもきちんと整えられている。美園の性格が良く出ていて、温かな気持ちで胸が満たされる。

　ただ同時に、やはり寂しさも覚えてしまう。昨日のことはイレギュラーなのだと重々承知しているつもりなのに、この部屋に美園がいないことは当然なのに、ついつい部屋の中に視線を走らせてしまう。

　鏡の前で恥じらいながらエプロンを身に着けていた美園を思い出す。

　料理を褒めた時、安あん堵どしたように顔を綻ばせた美園を思い出す。

　朝早くから頑張ってくれたこともあって寝入ってしまった美園を、その無防備で愛らしい寝顔を思い出す。

　そして、照明を落とした部屋の中で、美園の綺麗な優しい声が楽しそうに響いていたのを思い出す。

「楽しそうだったよな」

　以前僕のスタジャンを着た時も、大切な思い出を懐なつかしむような、愛おしい物を見つめるような表情を見せていた。昨日も、去年の写真を見たことで思い出が蘇よみがえったのかもしれない。

　テーブルの上に置いたままのＰＣを開きスリープを解除すると、昨夜美園が見ていたままスリープになっていたから、モニターには写真が表示されたままだった。

「疲れてるなぁ」

　記憶が正しければ最終日に撮られた写真で、写っている僕の顔には疲労感が滲み出ている。ただ──

『実行委員の方たちが凄すごくお疲れだった様子も見ました。それでも、皆さん充実した顔をしていて、とても楽しそうでした』

　思い出すのは美園の言葉。そしてこの時の僕は間違いなく彼女の言う通り、疲ひ労ろう困こん憊ぱいではあったものの、それを自覚出来ないくらいに楽しかった。

　昨夜言った通り、初めて出来た後輩の美園にも、こんな風に楽しんでもらいたい。そのために先輩として全力を尽くす。そう決めている。だけど、もうそれだけではない。

『素敵な思い出をたくさん作りたいです』

　そう言った美園に僕は同意し、「一緒に頑張ろう」と伝えた。もちろんその気持ちに噓うそは無い。ただ、もっと強い思いがある。

　美園が、好きな女の子が作る素敵な思い出の中に、彼女と一緒に残りたい。

　先輩としてだけでなく、もっと近くで。

　だからもう一歩も二歩も踏み出していこう。今日、それを決意した。











断章









　高校三年生の君きみ岡おか美み園そのが文化祭最終日の志望大を訪れたのは、元はと言えば彼女の意思によるものではなかった。ここのところ落ち込み気味の彼女を心配した両親に、行かないかと勧められたから仕方なく来ただけ。

　当初は母も一緒に来ると言っていたが、それは美園が断った。隣の県から新幹線に乗って来ているので、極端なことを言えばどこかで時間を潰していても両親にはバレなかっただろう。もちろん美園としては両親に心配をかけている自覚もあり、渋々ながらも了承してしまった手前そんな考えは無かったが。

（やっぱり来なければ良かった）

　志望大で楽しい雰囲気を味わって受験の活力にしてほしい。両親の考えとしてはそんなところだろうと思っていたし、実際に来てしまった以上はそうなればいいと美園本人も思っていた。しかし結局、そんな甘い考えはあっさりと砕け散った。楽しい雰囲気があっても味わう美園の気持ちが暗いままでは、自分が異物であるということを感じただけだった。

（もう帰ろう）

　大きなステージを通り過ぎ、模擬店の通りの端まで見てみようかと歩を進めていた美園は、色々なものを諦めて振り返った。

「きゃっ」

「っと」

　視界に青一色が広がったと思った瞬間体に衝撃を感じ、気付けば尻もちをついていた。

「あああ。ごめんなさいごめんなさい」

　ずれた眼鏡も戻さずにそのままボーっとしていると、青いジャンパーを着た青年が慌てながら手を差し出してきているのが見えた。ここに至って、美園はようやく自分が目の前の人とぶつかって転んだのだということを理解した。

「大丈夫ですか？　怪け我がとか、痛むところはありませんか？」

　差し出された手を無意識にとり立ち上がらせてもらった美園に、青年は矢継ぎ早に質問を重ねてきた。とても申し訳なさそうな顔をして。元はと言えば美園が急に振り返ったことが悪い。だというのに、ぶつかられた側である青年は美園を心配こそすれど、その表情に非難の色は無かった。それが何故なぜか、とても情けなかった。

「ああ、ごめんなさい。痛いですよね。歩けますか？　向うに休める所があるので、そこまで案内します」

　青年がより一層の狼ろう狽ばいを見せるので、美園は仕方なく頷うなずいて、なすがまま手を引かれることになった。手を引く青年が振り返って「痛みませんか」と尋ねるので、首を振って否定すると、彼は安堵したように笑って再び歩き出した。首を振ったことで美園は自分の頰を伝う物に気付いた。青年が過剰なまでに心配をする訳だと、どこか他人ひと事ごとのように思った後、我に返って申し訳なさと恥ずかしさで消えてしまいたくなった。

　その後、先ほどの大きなステージから少し奥に進んだ場所まで連れられ、美園はベンチに座らされた。自身の醜態もあり、青年に謝罪と感謝を伝えて早くこの場を去りたかったが、彼が脱いだジャンパーを美園に預けて「すぐに戻ります」と言ってどこかへ行ってしまったので、彼を待つハメになっている。

　預けられた理由は着たままだと遊んでいると思われるからだそうなのだが、そのジャンパーからは彼が文化祭実行委員会の一員であることと、苗みょう字じが牧まき村むらであることがわかる。彼がここまでしてくれるのは、罪悪感と心配だけでなく義務感のようなものもあったのかもしれない。

「ごめんなさい。待たせてしまって」

　美園がそんなことを思っていると、その牧村が帰って来た。両手に持っているのは、焼きそば、たこ焼き、クレープ、チュロス、それからペットボトルのお茶だった。

「嫌いな物とかありますか？」

「それ、私にですか？」

「はい。お詫わびとして受け取ってもらえると助かります」

　ジャンパーを返して謝罪と感謝を伝えたら帰ろうと思っていたが、そうもいかなくなってしまった。迷惑をかけてしまった上に彼の善意を断ってしまうのは、もう二度と会うことが無いだろうとはいえ、美園には出来なかった。

「ありがとうございます。でも、そんなには食べられません」

「残ったら僕が食べますんで。他に何か食べたいものがあれば買って来ますよ」

「いえ、大丈夫です。それから、私は高校生なので敬語を使っていただかなくて結構ですよ」

「やっぱり。年下かなと思ってたんだけど、確認するのも失礼かと思って」

　はは、と笑う牧村から仕方なくクレープだけを受け取り口をつけるが、正直大して美味おいしくはなかった。

「あんまり美味しくなかったかな？　まあ素人しろうとの模擬店だし、雰囲気込みで楽しんでほしいなって……」

　牧村は気まずげに笑うが、雰囲気込みで楽しむべきお祭りを、その雰囲気に対して負の感情すらある今の自分が楽しめるはずがない。美園は自分の心が酷ひどく歪ゆがむのを感じていた。

「あの……文化祭、楽しくない？」

　その矢先、牧村が言いづらそうにしながらそんなことを尋ねてきた。はい、と出そうになった言葉は飲み込んだ。実際まるで楽しめていないが、原因は美園自身にある。文化祭を作った側の彼にそれを伝えるのは、いくらなんでも失礼に当たると思う。

「そっか──」

　そんな態度から悟られたのだろう、牧村が呟つぶやくように言った言葉の後半は美園の耳には届かなかったが、その悲しそうな顔に心が痛んだ。

「気にしないでください。私が悪いんですから。他の方は皆さん楽しそうですよ」

　自分だけが異物であると、わかっていたことではあるが、改めて口に出すのは辛つらかった。

「何かあったの？」

　心配そうに尋ねる牧村に、いっそ話してしまおうかと、美園は考えた。迷惑をかけ、気まで遣ってもらっておいて、つまらないですさようならというのは心苦しかったし、何よりも胸中を吐露してしまいたかったのかもしれない。

「他の人には聞かれたくありませんので、どこか人のいないところはありませんか？」

「んー。わかった、ちょっと待ってて。これ押し付けて来るから」

　そう言って牧村は模擬店で買った物の残りを持って大きなステージ付近のテントに向かっていった。




　人のいないところと注文を付けられた牧村が連れてきてくれたのは、近くの校舎の屋上だった。日曜でも来る学生がいるとのことで入り口は開いていたが、屋上の鍵は牧村がどこかから持って来たようだった。周囲の校舎よりも少し高いから見つかる心配も無い、彼はそう言って笑った。

「ここなら今日は流石さすがに誰も来ないと思うよ。文化祭も全体が良く見えるでしょ」

「そう、ですね」

　確かに広い範囲が良く見える。そして人が小さく見える分、区別もつかない。自分もここから見てもらったのなら、異物ではないのかもしれない。自身のそんな希望的観測に気付き、美園は苦笑した。

　きっかけは本当に小さなこと。夏期講習に通った予備校の冊子、その中の卒業生からのアドバイスのコーナーに、「目的意識を持って勉強をしよう」という部分を見つけたことが最初だった。「将来の自分を思い浮かべて」「明確なビジョンを持って」そんなアドバイスが書かれていた。美園自身は心理学に興味があって志望大と学部学科を選んだ。それ以上の明確な将来のビジョンは無かった。だからきっと、そのアドバイスが小さなトゲのように刺さったのだと、後から考えればそう思う。

　長期間受験勉強をしていれば、当然気持ちの乗らない日もある。件くだんのアドバイスを見る前の美園であったなら、そんな日もあると切り替えることが出来ていた。しかし、トゲが刺さってしまって以降の彼女は、そんなことがあるとその原因を自分には将来のしっかりとした目標が無いからではと考えるようになってしまった。より悪かったのは、将来についてを何気なく相談した友人たちが、全員ある程度明確な夢を持っていたことだった。

　そこから崩れるのは早かった。Ａ判定だった模試の結果がＢに落ち、不安の連鎖に陥り、家族に心配と迷惑をかける心苦しさがそれを加速させた。もう十一月も下旬だというのに、もはや勉強はまるで手に付かなかくなっている。

　そして今日、一いち縷るの望みをかけて来た文化祭も、そんな自分の暗い気持ちが邪魔をして楽しめていない。

「だから、気にしないでください。私が悪いんですから」

　聞かせてしまった牧村には悪いが、美園は少しだけすっきりとした気分になった。それは諦めによるもので、今日家に帰ったら志望大の変更を両親に伝えようと、ようやく決意出来た。

「こんなことを聞かせてしまってすみません。聞いてもらって少し楽になりました。ありがとうございます」

　だからどうか、二度と会わない美園のことなど忘れ、牧村自身に文化祭を楽しんでほしい。そう思った。しかし「それではさようなら」と言って屋上から去ろうとした美園の耳に届いたのは、牧村が「うーん」と唸うなる声と、予想もしていない問いかけだった。

「高校生活は、楽しかった？」

「はい？」

　目の前の青年が何を言いたいのか、美園にはわからなかった。ただ、高校生活が楽しかったかと言われれば楽しかった。人数は多いとは言えないが、気心の知れた友人たちと過ごした大切な時間だ。

「楽しかったです」

「それなら、大学生活もきっと楽しくなるよ」

「何を言っているんですか!?」

　その大学生活に辿たどり着けるかわからなくて苦しんでいるというのに、人のよさそうな顔をしてなんて無神経な人だろう。美園は内心の苛いら立だちを隠そうともせずに、牧村へとぶつけた。

　冷静に考えれば、見ず知らずの美園からあんな心情を聞かされた牧村こそ、苛立っても仕方ない場面だったかもしれない。しかし美園にはそんなことに気を回す余裕は無い。

「ごめんね。でも、僕なんか今でも将来のビジョンなんて無いよ」

　頭を搔かきながら、牧村は何でもないようにそんなことを言った。美園が言い返せずにいると、彼は更に言葉を続けた。

「そりゃあさ、ちゃんとした将来の夢を持ってる人は立派だと思うよ。でも裏は違う。自己弁護みたいになるけどさ、そういうのが無くたってちゃんとした人はいるよ。僕がそうかはともかく、君はきっとそうだよ」

　自分が今まで悩んでいたことはそんなに当たり前のことだっただろうか。思い返してみてもわからない。誰かに心中を話したのは今日が初めてだ。今までは一人で悩んでいただけで、美園は誰にも相談出来なかった。将来の夢も無いクセに志望大と学科を決めたことが恥ずかしく思えて、誰にも相談しなかった。

「どうして……」

　悩みなんて吹き飛ばしてしまいたかった。だというのに、いざ目の前の青年がそれを吹き飛ばそうとしてくれている状況になって、自分が悩んできたことを小さなことだと思いたくなくて、美園はそれに抵抗してしまう。どうしてあなたがそんなことをわかるのだと。

「だってさ、高校生活が楽しかったかって聞かれて、今辛い思いをしてるのに、それでも即答出来るくらいのいい友達がいるんでしょ。君自身がちゃんとしてなきゃ、いい友達には恵まれないよ」

「それは──」

　美園自身の人間性を保証することだろうか。友人には恵まれた、だからと言って──

「それに心配してくれる家族に申し訳ないって思えるのは優しいからだよ。自分が辛い時にだよ？　家族に対しては甘えも出ちゃうだろうにさ。僕なんか心配してくれた家族に見み栄え張はってばかりだよ。自分がいっぱいいっぱいで、全然相手のことなんか気遣いもしなかった」

　家族は大切だ。心配をかけてしまうことは申し訳ないことだ。そんな当たり前のことを、どうして褒めてくれるのだろう。

「将来のビジョンが無いことに悩んだのも、君が真面目だからだよ。真面目で優しい君がちゃんとした人だってことは、今日初めて会った僕だってわかるんだから、君の周りの人だってきっとみんなわかってるよ」

　そうだろうか？　そう思っていいのだろうか？

「それで最初の話に戻るんだけど。優しくて真面目な君の大学生活は、きっと楽しいものになるよ」

　自分はきっと今、酷い顔をしているのではないかと美園は思う。優しく笑う目の前の青年と比べればきっと、心の中と同じように訳のわからない顔をしているに違いない。

「楽しいことをたくさん経験して、大変なこともあるかもしれないけど、君の世界はきっと広がる。だから今、どうしても目標が欲しいならそれを目標にすればいいんじゃないかな……と思うんだけど」

「私……」

「うん」

「つまらないことで悩んでいたんですね」

「全然！」

　何ヶ月も真剣に悩んだ。なのにこうやって話してみると、ひどくちっぽけなことだと思えてしまう。無駄にした時間と、周囲にかけた心配を考えると、そうは思いたくなかったというのに。だからこそ、それを力強く否定してもらったのは嬉うれしかった。

「僕なんか入学した後にね、友達が出来なくて一人ぼっちになるのが怖くてさ。進路に関わる訳でもない、君のよりよっぽど小さい悩みだけど、当時は本当に悩んだよ」

　牧村は気恥ずかしそうに笑っている。

「割とすぐ解決したけどね。でも解決出来たからって悩みが軽かったとは思ってないよ。君のもそうじゃないかな」

「はい……ありがとうございます」

　優しく微ほほ笑えむ牧村に、美園は笑顔で返したつもりだった。感謝の気持ちが伝わってくれると嬉しいなと思う。彼はそんな美園を見て、一瞬驚いたような顔をしたが、その後も優しい笑みをたたえていた。




　あの後すぐ、見回りの時間だということで彼は行ってしまった。先ほど歩いていたのは自主的な見回りだったようで、曰いわく「暇だったから」とのことだ。そんな時間に出会えて本当に良かったと思う。

　非礼を詫わびて、何度も何度も礼を言ったが、美園からしたらまだまだ感謝し足りない。だから彼の着ていた青いジャンパーを目印に捜していると、自然と文化祭実行委員を目で追うようになってしまった。実行委員たちは皆、見た目でわかるくらいに疲れている。だというのに、その表情に浮かぶのは不機嫌さや不快感ではなく、充実や満足といった色であると、美園はそう感じた。

（楽しいこと、まず一つ見つけましたよ）

　結局、美園は牧村には会えなかったが、大学に入ったらやりたいことが出来た。家に帰ったら家族に今までのことを謝って、改めて決意を伝えよう。絶対にこの大学に合格するんだと。

　そして、もう一度、あの人に会いに行こう。
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　はじめまして、水すい棲せい虫むしと申します。名前の由来は酔すい生せい夢む死しからです。

　このたびは『サークルで一番可か愛わいい大学の後輩　消極先輩と、積極的な新入生』をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。

　本作は第六回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト・ラブコメ部門にて特別賞を頂き、こうして出版していただく運びとなりました。ネットの片隅に埋もれていた小説（担当編集者談）が本として世に出ること、書籍化作業も大詰めとなった今でさえ、僅かばかりですが疑う気持ちが残っています。

　さて、部門名通り本作のジャンルはラブコメですが、ライトノベルに限らずラブコメと言えば高校を舞台にしたものが大多数で、大学生モノは珍しい（同コンテストの過去受賞作、同期受賞作に大学生モノがある事から目を逸そらしつつ……）のではないでしょうか。

　そんな珍しい大学生モノで、これまた珍しい文化祭実行委員会を舞台にした変化球ぎみのパッケージですが、中身ではド直球な恋愛を描いたつもりです。

　大きな出来事が起こる作品ではないため、これはラブコメなのか？　楽しんでもらえるのか？　と、書いていて不安を抱くこともありましたが、「俺の書いたヒロインは可愛い」という部分に関しては自信を持って作品を送り出しました。恋をして強くなる女の子、可愛いですよね？　ね！




　それではここからは謝辞を。

　まずは第六回カクヨムＷｅｂ小説コンテストにて選考に携わってくださった皆様、応援してくださった読者の皆様、心より御礼申し上げます。奇跡の受賞は皆様のおかげです。

　担当編集者のＩ藤様。受賞後にご連絡を頂いた際の「ネットの片隅に埋もれているにはもったいない小説」とのお言葉、忘れたことはありません。恐らくＩ藤さんは覚えていないと思いますが、大変嬉うれしかったです。改稿に際しましても的確なアドバイスを多数頂き、当初よりも作品が格段に良くなった実感があります。感謝してもしきれません。

　イラストレーターのｍａｒｕｍａ（まるま）先生。頂いたキャラデザを拝見した際、思わず「完璧か？」という言葉が口を衝つきました。作者イメージを超える素敵なデザイン、本当にありがとうございます。キャラデザ、ラフを頂くたびに頰が緩んで仕方ありません。本編イラストも心の底から楽しみにしております。

　現時点ではまだ実感が無いのですが、校正ご担当者様、広報ご担当者様をはじめとして、本作の出版に際して多くの方々がご尽力くださったものと思います。個別に感謝を申し上げられず心苦しいのですが、大変お世話になりました。ありがとうございます。

　そして読者の皆様。改めてになりますが、数多くあるライトノベルの中から本作をお読みくださいましてありがとうございました。皆様にとって楽しい一冊となることが出来たのであれば嬉しいです。

　それでは、次巻で再びお会い出来ることを心より祈りつつ。
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